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例 言 

濞 

一本書を著す折に著者の希望してゐたのは、「フランスの近代畫」に就いてその共通の特質と發 
M の諸相との中から、最も顯著な現象だけを取り出すことであつた。か ゞ る現象を出來るだけ 
其體的に—抽象的た議論から離れて——叙述することであつた。然し、 かぅ 云つた著者の希 
望が何の程度まで實現されてゐるかは、元ょり著者自身の判斷すべき ことで ばない0 

一 此處に「具體的」と云ふ意味は、「歴史的事實の地盤に立つ」 ことで ある。槪括 的な 判 斷を下 
してゐる場合に も、 これを®書きするに足る丈の例證は充分擧げ 得たであらぅ。けれども、叙 
述の煩雜になること5:避ける目的から、此種の例證は成可く抄略してしまつた。 

一此の叢書の目論見として書肆の希望するところは、成可く通俗的にと云ふことであつた〇然 
し、 すつかり完成した後になつてみると、此の要求が文字通りの意味には受容され得なかつた 
ことを感じる。一般西洋美術史とフランス繪»史とに就いて、或程度までの豫備智識を豫想し I 
例 言 




例 言 

なければならなかつたことは止むを得ない。 

此の點に就いて特に不便を感じたのは挿繪の不足である。書肆としては、此の叢書の事情か 
ら許される限り —— と云ふょりは、むしろ、許される程度以上に I 著者の希望を容れて くれ 
た。か、る意味からは、我儘な著者と雖もなほ厚い謝意を感じてゐるのであるが、しかも揷繪 
の不足にはやはり不滿である。讀者にしてみればなほ E のことであらう。そこで便宜上、一般 
讀者の熟知して居られるやうな作品は、事情の許す限り揭げないことにしてしまつた。それ等 
は大部分の讀者にとつて恐らく不必要であらうし、また必要な場合には、手近に見出される如 
何なる書物からも參照し得られるから、物足りない氣持はあるにしても、左程の不便なしにす 
まされやうと思‘。 

一本書の—に收錄 した 揷繪は、て二倘づつ比較對照して見るやうに配列してある。比較の 
仕方に 就いては、揷繪の目次に附加へた簡單な解說に斷つて置いた。作品を觀るの に、 單なる 
か，！；から相異點や類似點を 比較す ることは最も 愚かな試みの一つである。著者に此の愚かさ 
を 繰り返す積りのなかつ たことは 斷るまでもない。 - 
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一本書の「一」に®!く觸れて置いた史論上の問題に就いては、もつと•奥の方ま一 ^ cr 深入りしなけ 
ればならない筈であるが、それは木書の目的上、全く必要のないことである〇此處には、著者 
の態度を消極的に過ぎると考へる人に對して、立場の上の辯護を豫め試みて {2 いたばかりであ 
る。この點 k 關して、「狩學」(三田哲學會編)の第一輯と第三輯とに載せてある拙論を參照し 
て戴竹れば甚だ幸である。 

一 奎11の終りに付けて置いた參考書は、文字通り、最も手近かなものを■げて置いたにすぎな 
. い。手近かな中で比較的良く m 來てゐるものを操げた丈である。歷史學上の見地から「まとめ 
方」なり r 考へ方」なりの點で價値あるものと、歷史的「事實」を參照する上で役に立つもの 
と、ハンドブックとして單に便利なものと、各々の目的を明瞭に區別して讀者自身撰擇さるべ 
きである。 • 

一この小著と內容上特に關聯してゐる拙著は、昨秋刊行した「近代美術史潮 ( 民族的色彩を 
圭とする)である。こ sh 一つは各 e 別な立場から扱つてみた試みであるから、その内容上 、 m 
者の問に ffr 接の連絡はない。然し、著者の意向をょり明瞭に理解して戴く役•には立ち得るであ 
例 言 
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谷 B 

らラ❶ 

も. 

撊筆するにのぞみ"著者のはかなき努力に常の御好意を寄せられつ i ぁる先輩諸氏並びに同 
好の方々に對し、厚く謝意を捧げたい。 

昭和三年の秋 上落合にて 

著者しるす 
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次 

印象派と其前後… •:. 二五 

セザンヌ及び其以後 ... 一三七 

手近な參考書に就いて . 一五一 





參考圖の目次と解說 

ーケルンの本山 , 

ーオルビエトの本山 • 

"•南北兩地方のゴティツク樣式に就いて、其の表現形式の相異を比較する。 

j ファン•エ，イク。 肖像 
{フランソワ•クル—エ(？ )0 肖像 

北歐系の肖像遛がフランスに 輸入 3れる經 過を比較す る0 

，ショット。 バドゥ アにある禮拜堂壁畫の一部 

，ギド •レ ーー 〇アウ ロ ラ 

ィタ”ァ 美術初期が 代表作と、同じく 末期の代表作に就いて、樣式上の類似點を比較す る0 
參考圆の目次と解說 
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-JL^ 
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參考11の目次と解說 
ヘプッサン。アルカディアの牧者 
ダウィット。ホラティウス 

< 

セザンヌ。カルタを遊ぶ人 
(ドゥラン「聖晚餐」 

フラ V ス繪遒傳來の形式主義を、十七 lit 紀から現代までに就いて比較する。 

『古典！！丨マ時代の繪畫 Nozze di Aldobrandiui 
ーブッサン。同上の摸寫 

ブッサンの* -A* 典美術硏究を代表するもの。 

J ルーベンス〇ヴヱヌスの祭 

一, ヮト lo シテール島への乘舟 V • 

似 51 つた題材を 通して、 ルーべゾ スと ヮトー との 風格を、 相異點 と 類似點 とに就いて 比較 
する。 

|ヮト10 ies 

(ド ー ミエ oo rispil 一と Sdapiri 



フラ >> K 繪脔に於ける演劇蜜を十八世紀と十九世紀に就いて比較する。 

’ラトゥ ー ル。 肖像 

乂ルス。宵像 

十ヒ 1 H : 紀のオラシダと十八世紀のフラノスとを、代表的な__そして系統の相似た__1'1 
像蹵に就いて比較する。 # 

シャルダン。靜物 
i ザンヌ。靜物 

フランス最初の代表的靜物畫と最近の靜物畫とを比較する。 

フラ ゴナール。下着 
プリユードン〇プシケ 

口づ P 時代と口' rjrf の香を殘してゐる古典主義時代との肉體描寫を比較する。 

- ルブラン。自畫像 

/グヴィット。レカミ H 夫人(部分一一) 

參考11の2：次と解說 






四 


參考圖の目次と解說 

D n ゴから古典主義 K : ぅつりつ、ある過渡期と、純然たる古典主義時代とを、肯像の表現 
法に就いて比較する。 

，ジヱリコ6 メドゥーサの按 
.ドラクロワ。ダンテの小舟 

〇マンティック畫派最初の時代を相似た代表作に就いて考察す る0 
j ドラクロワ。アルゼリアの女 • 

ーアングル。オダ リスク 

兩者北ハに婦人寳の代表作で、題材も H クソティクで—。然し J マンテイクと f 
との代表作家の間には、これ程表現上の相興がある。 

なぼ兩者を「一七」の折褒的なシャセリォと比較する時は 非常に興味がある。 

j グロ。ジャファのペスト患者 • 

ードラクロワ。シオの殺戮 

ロマゾテイック樣式を，^起源となる戰爭畫に就いて比較する0 



攀 




九 




，シャセリオ。エステル ► 

モロー。顯現(部分圖〕 

古典主義 u C マンテイク 折衷時代の異鄕的な婦人鸯を比較す る。 

■フランドラン〇サン•ワンサン寺の壁畫 
てシャワンヌ。ソルボン ヌ大學講堂の壁畫 
フランス裝飾氳の代表 rM を比較する。 

ルイスダー ル。風景 
.コンステ I ブル。風景 

フラゾス風景迸の指導漪を十七世紀のオヲゾダと十九世紀のイギリス K : 就いて比較する。 

'コロ 〇コリ セオ 

，コロ。モルトフォンテーヌの 追憶 

rt a の風景靈に表はれた二種の傾 rn] を比較する。 

參考圖の目次と解說 
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參考圖の目次と解說 
1ミレー。落穗拾ひ 
1クールべ。石切り 

平民蜜の二.つの代表作として當代の時代趣味を示す 
;フーシ X 。 裸體素描 
. ルノヮール。 裸體 

ルノヮ丨 /v の 肉體斑を彼の尊敬するブーシ JC . Q 筆と比較する0 
'ル ノワー ル。肖像 
■ 口1トレク0肯像 

印象派時代の肖像； 街の 全く異る傾向を示す。 

，モネ。ルーアンの本山 

.同上。 同上。 

連作の代表作を示す0 
j セザンヌ。 風景 _ 

ー ファン•ホ.1ホ。 風景 





近代畫上、著しく傾向を異にする二人をその風景蹵に魷いて比載する。 

i 

へマティス〇オダリスク 

一六 

ぐヒカソ〇裸體 

現代畫界の二人作家に就いて、その色彩主義と立體的古典主義とを比較する。 


參考_の目次と解謎 


フラン."ス繪畫の特質に就いて 


自然科學を「說明」の學と名付けることが許ざれるならば、歷史學は當 fc 「理解」の學と呼ばる 

べきであらう。「理解」と云ふ-歴史學にとつて本質的な目的からみれば、その外觀を如何にも 

「科學」らしく裝はせやうとする一切の形式は、唯だの粉飾であるに過ぎない。少くとも、理解す 
るために要求された便宜上の手段としてょり多くの意味を持ち得ない。例へば•歷史的發展の諸 

相を通ずる「法則」を求め やうと したり、歷史的人格の種々を若干の「類型」 に 分け やうとする 

♦ 4 

試みの如きも、 假令それが無理なく實現されたにしても-要するに理解するための「足場」 

として役立つまでのことである。 

歴史學の理解は何處までも史料本位である。始めに史料の性質が考慮されて、しかる後にこれ 

フランス繪盡の特質 I - C 就‘いて 


フラノ K の近代谨 

を取扱ふ方法が規定されるのである。けれども、文學史や美術史のやうな特殊 文化史では、払々 
に' L て其の順序が逆にされる。初めから形式の整つた 一^の考察法を規定して置いて、性質の雜 
多な一切の史料をこれに順應させ やうと する。考察上の原理を主にして史料をこれに服從 させる‘ 
のである。かう云ふ順序を取れば、如何にも科學らしい輪廓2鮮になるから、「學說」 としての面 
白い も S は出來て來る。その代り•史料の扱ひ方に無理が起るから、理解が扁狹に なるのは止む 
を得ない。非合理的な要素を豐富に内藏する史料の世界を統御して行ける「原理」 は、充分包括 
的なものでなければならない。然し、元來が個性を尊 m する方针で ゐ る歷史學に 、かうした「原 
理」が何れ程役立ち得るであらう。包括的であつて而かも具體的な原理を求める ことは、歷史學 
としては非常に困難である。 

斷るまでもな く、いくら 史料本位に扱つて行つ たところで、 「生命を理解す るものもまた生命で 
ある」限り、觀察する者の主觀を除去し切つてし まうことは川來ない。同樣にまた、「時代の闇 
見」 から 解放され やうと 云ふ希望 も、 恐らく實 現し 得ない ことであらう。か、る意味から、歷史 
象は純粹に客觀的で あり 得な^が—少くとも—理想としては、史料本意でなければ ならな 
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い。「事實」 Q 前に何處までも謙遜であることが、歷史.繆の耍求する第一の條件である〇史料 を 銃 
御する原理は*史料自らが自發的に選出すべきもので、歷史家に それを 任命する ffi 利はなハ^で 
ぁる。 • # 

近阽獨塊の學界でしきりに流行してゐる r 藝術意欲」と云ふものが、何處まで具體的な歴史學 
上の根本槪念であり得るかは疑問である. 0 これを使用する學者の間で語義の異がうのは勿論であ 
るが、何れ丈稂極的に、歷史學の考察法を規定して行けるものかは解らない。然し——この言葉 
の使; -IJ を誤つてゐない歷史家の試みでは I 一般藝術上の「時代」 なり 「種族」 な ■»; を、 j : > い公 
平に、ょり客觀的に、ょり侗性的に觀察しやうとする抱負のあることが窺はれる。事實、藝術上 
9表現形式に現はれる時代と民族と地域との特質に就いて、一般の美術史家が注目する やうに な 
つたのも、かう云つた試みに剌戟されて生れた新しい傾 fr.j であらう。 

そこで、 今まで •^、單1る廢颓期の現象として片づけられてゐた怠屈な峙代にも、個賓の歷 ^ # 
的使命が肯定されて來たし、藝術的「才能」の點で劣等だと思はれてゐた民族の製作にも、別種 
な價値が承認されるやうになつて來た。救濟の手は、 とれまで 虐待されてゐた あらゆる時代と民 

77 ンス繪道の特質に就いて 
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フランスの近代蛮 

族とに向つて廣げられ た。 然し、 かうした流行は自分を制御して行く ことを知らないから、 何處 
まで も 極®になつ てしまう。 歷史家は その 「理解」 て ふ職務を棄 て、、 意味の ないものにまで 意 
味を與へやうとする 試を， はじめる。 荒化の症狀に新様式の發現を求めたり、民族的缺陷を個性的 
特質と見做さうとする 様な、 胃 險までが計畫 される やうになつた。恰も美術史 上に、 新大陸發見 
の夢が復活した觀が ある。 

II 

迆形美術の 表現形式上に、民族個有の習癖なり、 m 方なり、考へ方なりが發露すろ事實は元ょ 
り否定し難い0 性格の强い一人の作家の 製作が、 常に同一の佩性的色彩で統一されてゐるやうに、 
一個の 民族の創造物に も 亦、常に一貫した性格が窺はれる。そして、«似した製作條件の下に於 
いて すら、 異つた民族の -ilj 造物との Rn には、極めて歷然たる相異が現はれてゐる。藝術意欲論者 
にと つて 常用の 示例となつてゐる ギリシャ 神殿と ゴ ート寺院との樣式上の相異が、何處まで民族 
性の©異から 導き出され得る かは 疑問で あるとしても、 例へば同じゴート式の寺院樣式が地方 
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地方で f 者しく其の趣味を異にしてゐる事實を思ひ起すならば•民族性の根强 さを 肯定し ないわけ 
にはゆかない。 

JI - 處に單純な^證を求めるなら I -レオナルド•ダ•ヴィンチとアルブレヒト•デューレレは、 

南北兩地方のルネサンス時代を代表する巨匠である。そしてその畫風；^ら云つても、 イタリアと 
ドイツとの間に求め得る限りの類似さを示してゐる作家である。が、それにも拘らず、サンタ • 
マリア•デレ•グラチェの僧院を飾る「晚餐」とミュンヘン畫廊の至寶「四聖」との R 1] には、傾向 
上の著しい相異が認められる。人の世に二度とは惠まれさうもないこの二つの傑作の、神々しい輝 
きに變りはないが、デュ ー レルの漉さとレオナルドの朗らかさ$は、性格上非常に異がつてゐる。 
r かも かうした性格の相異は、兩畫家の個性の相異であると云ふょりも、むしろ、兩民族の 8 生 
の相異から來てゐるのである。イタリアの雲が始めて聖傳を物語りはじめた時、不自由ながら 
r 言葉」 を 使 ふことを知つてゐたジ卜の ffii 》 畫には、旣にレオナルドの出現が豫言されてゐ た。 同 • 
様な意味から デ r レルの「四聖」は、北歐 S 始祖 ファンイク 兄弟の を 思 ひ 起させる。 

1卜からレオナルドに至る明 f 構圖法 S 展が純粹な イタリア風であつた やうに、ファン•ェ S 
. フヲ. V ス繪盡の特質に就いて 


フランスの近代蹵 

ィクと デ r レルと i 現す—徹し— S 底力は、—も北歐霞 S 葛である。 

かくまで 明瞭— 族的— SS 、 然し、—個々 SIS 例に就 S て感得し得られる 
ばかりで—;れを總括して、一般的な Is 一しやうとする試みぬ一不•可能ではないと 
しても 1非常に困難であらう。其處に民族個荷の「或るもの」を豫感することは出來やうが、 

こ I •ど一定の、 例外な く當嵌 •まる 法則的な型に組み立てるのは六ヶ敷い。强いて試みれば出來な 
いことは なからうが、大抵は、皮相的な荒寥たる槪括に終つてしまう。さもなくば、極めて一面 
勺に扁狹な結論に到達するであらう。包括的で而かも核心に觸れた歸納を行ふことは餘检な 
炯眼と手際とを前提しない限り I 先づ望み得ない。かう云つた試み〇無難に成功して1る例證 
が、今まで Q 美術史界に見出されなかつた Q は確かである。虫料を强ひることなく何處までも 
これを聾し S ら I しやうと f 希望 f い限。、かうした大雪 S は斷念する方が. 

安全である。 

?で目下採るべき方法としては、唯だ若干の具體的な實例に就いて、フランス 美術の 特性を 
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形作つてゐる幾つかの「側面」を、暗示する丈で滿足しなければなるまい。勿論かうした試みで 
さへ、何處までも念入りに「事實」を拾つて行くならば*結局、フランスの美術史を書き上げる 
ことになるであらう。然し、本論で敍べやうとしてゐる事柄を、悉く序論の中に繰り入れるやう 
な結*: C は陷りたくないと思ふから、こ V にはほんの顯著な示例だけ$:擧げて置く。 

三 

近代フランスの美術は、フランソワー世(一四九四—一 五四七)の宮廷藝術に始まる。晚年〇 
レオナルド•ダ•ヴィンチを優遇してサン•クルーの城に住はせたこの國王の治世に、フランス繪畫 
の最初の發現を見/ 11 す (7 i > が普通になつてゐるが、當時の畫界は未だ自 W の作家を持つてゐなかつ 
た。南方のイタリアと北方のフランドルとから移住して來た畫家達と、その子孫ばか *0 であつた。 
イ‘タリアからは多數の作家と共に繪畫論が輸入されて來た。裸體畫ば生れたり、古典時代の神話 
や傳說が畫題を M 供するやうになつたのもこの頃からである。「フォンテンブロー畫」と云ふ名の 
下に總括されてゐる當代 N ランスの繪畫は、傅統化されたイタリア趣味を濃厚に帶びてゐた。そ 
フランス繪进の特質に就いて 
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フ.ラノスの近代畫 

れに對して、北方のフランドル地方から輸入されたのは主として锊像畫 の 類で ある。當時 フラン 
スの宮廷でば、身だしなみを凝つた肖像畫が好まれてゐたが、この要求を充た すのが、 フランド 
ルから移住して來た畫家達の務であつた。フランドルを含む北歐の地方は寫實 的な肖像 聱の榮 ぇ 
た土地で、十五世紀以來、腕の優れた作家が澤山ゐた。 こ， の流れを汲む 者の 中で、 フランスの窗 
廷に最も活動してゐたのは フランソワ •クル I エ ( Frs 90 is Clouet 1516—1572〕 である。 

この二種の系統の繪畫は、傳說畫にしても宵像畫にしても、何れも 1 云は yr I 「フランス 
化」されてゐた。ィタリアなりフランドルな り、 出產地の面影は明瞭に保有してゐながら 、其® 
には旣に、後世のフランス美術を思はせる一種の特質が現れてゐた。ィタリアから來た傳說畫に 
は風雅な趣きが加はり、フランドル傳來の宵像畫には繊細な美し さが 現はれてゐ た。フランソワ • 
クル ー H の筆として傳はつてゐる作品の中に、何れ丈の眞筆が存する かは 不明で あるし、 彼特有 
の風格さへ も 決定するに B 難な程では あるが、 彼の名に總括されてゐる一群の 尙像畫が、.北歐風 
の素樸な寫實性を裝はせるにフランス風の透明な形式を以つてしてゐる現象は、 等しくこれを認 
めることが出來る0, 
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十六世紀以來、十八世紀の末葉に到るまで，フランスの*界は常に此の二つの源泉 —— イタリ 
\ノと フランドルと ： ■から、その何れかの基本的形式を繼承してゐるが、それにも拘らず 、フヲ 
ンス風の特質は何時も叽嘹である。南國の美術の濃厚な好みは穩やかな諧_に緩和され、あまり 
に形式化され傳統化された樣式には、適當な寫實性が加へられた。そして、丁度それと同じ程度 
に、北方美術の素樸な寫實さには、良く洗練された形式化の磨きが掛けられた。かぅした事情は" 
フランスの國土に生れて來た歷代の製作を、少しばかり注意すれば直ぐわかるであらぅ。 

その發端に於いて、 イタリアとフランドルと から樣式上の供給を仰いだ フランスの 繪畫は、十 
七世紀を通じて、歷史畫 と 風景畫とに イタリアの 影響を濃厚に反映する。それから、十八世紀前 
半期の風俗畫には北方風の感覺が基調となり、此世紀の後半期になつて、再び イタリア 趣味が蘇 
つて來る。然し、外來の樣式が阈產化されながら輸入されて行く ことは、 十九世紀以降でも同樣 
であつた。十九世紀の初頭を中心とする古典主義に、 イタリア 憧憬の色彩が鮮かな ことは 斷るま 
でもない。‘それに續くロ マン ティック派と風景畫家とが、 オランダとイギリスとの 繪畫に刺戟され 
たこと や、寫實派時代に スペイン 畫の影響が加はつて ゐることは、 歴史家達の等しく承認してゐ 

フラ 〆 ス繪畫の特質に就いて 


フラゾスの近代畫 

るところで.—。印象派 S んな頃に一し きり、 日本 Q 版畫から構想の範を求めた と 云 ふこと も、 
恐らく否定し難い.事實であらう。 

けれども、フランスの畫界を指導してゐた歷代の大畫家達は、.決 --L て「生の 儘」 で、 その 痕跡 
を此虜に止めたことはなかつた。せ•ハ處には常に、完全な消化と加工とがあつた。ロマンティック * 

統の歷史謹が•僅かな旅費拿 ^ 人れ るや章、直ぐ海峽墨 つてイギリスに出掛けて一 了つ ヒ 

r 持 や、コンステ. 1 ブルの 風景 畫がフランスの 若い作家を感激 させた 事情は、 當代の繪畫を一と 
通り見た丈では解らない〇 また、了 不の繪 がいくら ス 。へ イシ 風 だと 云 つても、 彼 特有の 洗練され 
切つた パ I らしい 感覺に統一されてゐる S 無論である？ド•ゥガ Q 裸 體畫と歌麿 Q 浴女との關 
係や 口 1 1" レク に北齊 が 暗示を與へた らう，と 云 ふやうな 憶测 も、モー アィ_フ の 問題以上に丈そ 
L て出ないのである0 . r 

フランスの畫謹は畫論を口にする とき、 「寫實」 と 云ふことを喧 かまし く說 くの が 常で—。 
古典主義の完成者で官學派の大作家のアングルさへ、彼自身 S ; 術に「寫實 J 以外の 何物— 認 
めやうとしなかつた。而かもフランス人のかうした「寫實尊重」は、決して狂 sim ? に 
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陷らなかつた。飽くまで.「效果」と云ふことを注意した'上での洗練された形式感に、終局の支 . se 
權を委ねてゐた。寫實主義の最も徹底しきつた階段にあるモネの風景*が、何處までも其の透明 
さを失は ず、 その晩年の製作の目標が、純然たる色調の効果であつたことを囘顧する丈でも、この 
事情は知ら♦れやぅ。洗練された銳敏な形式感と极强い寫實の着實さとが、4〖術家らし.い良心を持 
つたフランス畫家の製作では、常に調和され統一されてゐた。此處に彼等の優れた特質がある。 

四 

# t 

然し、フランスの美術が此種の「調和」をその.本質的特色としてゐる事情を、ょり具體的に會 
得するためには、全くその性格を異にする近代のドイツ美術と、比較してみるのが當を得た方法 
.であらぅ。フラン.スとドイツとの國民性が本質的に性の合はないものであり、永久に和解し難い 
爭鬪を繰り返す運命にあることは誰も知る通りである。哲學でも文學でも音樂でも、そ.の表現の 
形式が、兩國の間で全く正反對なことは斷るまでもない。フランスとドイツとが、各自國の個性 
を押し通しながら對立してゐる有樣は、人道上の歎きであると同時に文化史上の壯觀であるが 、I 

フラゾス繪蕺の特質に就いて 


フランスの近代誉 

美術史の上でもこれに似た現象は窺ふことが出來る〇か、る意味から、最も代表的な示 例と なる 
のは古典主義 S 動で—う。 MNXKQ 古典 義 S めて實際的で、ある程度—髪—實 
性を持ち、何處までも造形本位で押してゐるに對して、ドィツの作家はあまりに理想家で ありす 
ぎた。 フランスの作家達は、如何に理想を標榜しても、常に「畫描き」であつて決して哲學 者に 
は—なかつた。 彼等 Q 仕上げて行く一枚 Q 畫 は、それ丈で旣に自足し完成した目的を持つてゐ 
た。 徹頭徹尾 「造形美術」としての表現であつた〇時代趣味に引きづられて、安價•&、唯だ題材 
本位の「物語」を描いて — sri 者 達は別として、少くとも代_皇家 S てみる 限り、 古典 文 
化の世界は唯 だ 題材を佻給する丈であつた。「造形的なる欲求」を表現しょうとする手段以上の可 
物でもなかつ た。 それが、ドィツ 畫 家の場合には 丁度 その逆である. 0 彼等にとつて最も直接なる 
ものは古典文化の世界である。 彼等の 心は扁に古典文化の世界を憧憬し vfe ハ面影を愛慕し夢想し 
て ゐた 。そこで、 畫を 描くと 云 ふことは、かうした憧憬の心持を具體化することであつた。純粹 
に造形的な欲求から描く のでな く、 畫 作を手段として古典文化の世界を追想するのであつた〇從 
つて、造形藝術 としての眞に 本質的な問題は.、 往々に閑却されがちであつた 。さう 云つた事情が 


fe '、* 典主義全盛時代のドイツには、ほんの自分の氣持を滿足させる丈の、そして造形上の約束 
を著しく閑却 L た粗末な繪畫が多かつた。.意志としては非常に純^ • たつたかも知れ&いが、枝巧 
點、でいつもフランズ人の嘲笑を買つた。.反對にフランス人の方は V いくら古典主薪が流行して 
も、陶醉に身を委せ終ると云ふことがない. 0 何處までも「畫描き」らし i 見®して.ゐた〇時とし 
て職人根性を出す嫌ひは免れなかつたが、高翔しすぎて足が地に着かなくなるやうなことはしな 
い。 かう云つたやうな意味で、兩國人の癖を—長短共に—最も性格的に表示してゐるのは力 
ルステンスとダヴィットとであらう。シユレスウィヒの片田舍に生れロ ー マに病死した悲劇的な力 
ルステンスには、純眞な憧憬の心から生れた素人臭く拙ない素描だけし-か描けなかつた。然るに、 
ジャコべン黨の政府やナポレオンの宮廷に活躍して投機的な畫作を試みてゐたダヴィットには、何 
枚かの非常に堅實な宵像畫がある。この鮮明なコントラストは、兩畫家の性格から生じてゐ.ると 
S ふょりも、むしろ、兩國民の特質から導き出されたものと見做すべきであらう。 

それからまた、あの濃厚なロマンテ t クの運動が歐洲の藝術界を風靡した時代にも、所謂ロマ 
ンテ i クらしい陶醉さはドイツに多かつたのである。當代のドイツ畫家は、狂信者のやうにクリ 

フランス繪畫の特質に就いて ， 
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ブランスの近代畫 

スト敎 S 美してゐた。美術を以つて宗敎の僕婢たらしめょぅとさへ考へてゐた。口 I マのサン. 
イシドロ僧院に敎團を f 、 修道者のやぅな震—作して—レ派の畫家達や、哲學 
めいた世界観を天井 Q 裝飾畫 S 體化したコル.ネリウスをはじめ、小兒らしく中世—の淸を® 

瀝した詩人達 S 術觀に、當代 K •イツ讀 S 持は理 f れる。彼等 SI 5 た：-製 

作には隨分 IQ が多かった。田舍者 s 律義—似 S 等 q 氣持 S 爵情しない限り、ド 

イツ•ロマンティックの繪畫に興味を感じることは出來ない。然るにフラン，スでは、等しく「ロマン 

ティック」と呼ばれてゐる繪畫が全く別 I 件から生れて來た。此派の樣式 si がナ€オン 

時代の—ぁったと云 f と丈でもそれはわかる。彥的題材を好む傾向 i 厚だったが、 

I 少くとも代表的な作家達は 一 その1な色彩 I 使して、唯だ人間的な熱情— 露を描寫 

してゐたばかりで倉。斷るまで ！、I 尔作 S 中 S 、 題材的興味§れて、愚 

衆の趣味に解り S 演劇氣分を蠢する者—かったが、「ロマンテ i の獅子」と呼ばれてゐた 

ドラク5 Q — は、「 I 」と S — 形藝術的—寿けで、何—で—し通して, 了っ たの 
でぁる。 . 


14 


ニフランス近代畫の先驅者 


十六世紀を通じて、外國から.•の移住背達に畫界の、王權を委ねてゐたフランスが、同國人の間に 
優秀な製作を期待し得るやぅになつたのは漸く十七世紀からである。か、る意味から、フランス 
繪畫史上の始祖と仰がれてゐる代表畫家は プッ サン (^ Poussin 15941166,0であつた。十 
六世紀以來、フランス•ルネサシス P 機運に乘じて漸次凝結しつ、あつ，た古典文化憧憬の趣味が、 
十七世紀になつて明廓な樣式を形成するに至つたことは文學美術共に同樣である。 

プッサシの生れたのは、歐洲の畫界に油繪法の技巧が完成した時代であつた。スペィンの，エラ 
スケス、フランドルのルーベンス、オランダのレンブラントなど、何れも繪畫らしい繪畫的な表 
現に優れてゐた作家である。活達な筆觸と微妙な色調とを驅使する畫家の中の畫家であつた彼等 

フランス近代蜜の先驅者 
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7 ヲゾスの近代道 

とブッサンとの間には、共通な何物もなかつた。趣味や傾向から云つても、彼等は ブッ サンと著 
しく異がつてゐた。レンブラントの神祕的で素撲な宗敎的雰圍氣も•ルーベンスの溫かい肉體の 
魅力も*ズラスケスの透徹した fr 像畫の世界も、決してブッサンの藝術にはなかつた。プサンの 
住んでゐた境地で U 一切％ - p 典的であつた。古典的な馨に支 g され、， p 典 的な 形式 感に具奶化 
されてゐた彼〇繪®は、均整な梅 HQ 魅力と彫刻的な形態 Q 美しさ土を求めてゐた 。彼の 樹木に 
は®築的な結構が感じられた。亂舞する一ーュンフ H やサテ H ロスにさへ、彫刻 的に flM された古 
い歷史の面影が他ばれてゐる。，然し、彼の霧の古典的傾向は、 何處 までもフランス風な感覺で 
統 J されてゐた。•彼 s 理智は古典的なる輝•智であると同時に、 またフランス的なる理智 でも あつ 
た。そ Q 糧的なる明 f と、簡結な統一性と、韻律的な構 f は、人物の 注意深い 硏究や 優れ 
た W 封の描寫と相待つて、氣品の高い彼 Q 靈に深さと力强さと^^へ てゐる。色彩は 最初は濃 
厚に、次には色調中心に、最後には稍岡く冷めたい〇晚(斗に近づけば近づく 程に、 彼の藝術の 理 
智的 傾向は！ 勝 透徹して 行つ たやぅである。 

彼の最も好んでゐた畫題は、所謂「理想風景畫」 ( ppygpggJg-pFpp ^ p cra o ^ SJque ) であつ 
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た。俾說や S ? 典の中に描かれてゐる人物を配合する風景畫の I ® である。いつ - i 背景に役立つた 
a 1マ近郊の自然が、氣高い光に包まれながら敍事詩の世界に理想化されてゐた。當時流行の殘 
酷な殉敎畫には、彼は殆ど手^觸れなかつた〇ヴティカノの畫廊に保存されてゐる「聖ヱラスム 
スの受難」の如きすら、カラヴジョ風の粗齡さに比べれば非常な¢1異である。一體に畫面はあま 
り大きくない。程ょい大きさの風景の中に、調和の破れない程度の人物を描き込んである。數多 

い其の作品の中で、最もポビユラーな傑作は「アルカディアの 牧人」 ( rsbergerscrArcadia ) と呼 

# 

ばれてゐる小額であらぅ。 プッ •サン特衍の形式感が、此處 には 最も純伴な型に具體化されてゐる。 
同時に また、フランス 繪畫の始祖ら しい 彼の面影も、最も明瞭に此作品 から 窺はれる。 フランス • 
クラシックの 香の高い作品で ある。 近代 フランスの 畫家達に分たれて•ゐた歷史的使命の半面を、 

此の作品で象徴することも決して無理だとは思はれない。十九世紀の初頭を代表すろダヴィ"卜の 
「ホラティウス yu 、 二十世紀の畫界に光輝 ある 啓示となつたセザンヌの「沐浴」や「カルタを遊 
ぶ ( Ai 」 は、等しく「アルカディアの收人」 の 後胤で ある。 フランスの畫界を連綿として支配，する 
.形式感の一つを此處に見 M すことは出來ない。プヴサンに敬意をはらつてゐたセザンヌが、「余は 丨 
7ランス近代畫の先 驅者 


プランスの近代蜜 

ブッサンに從つた」と、この偉大な先進者に就い. -r 語つてゐる言葉には、歷史の 節理の深い意味 
が tB ばれて面白い。 • 

旣に少年の頃から學究的な性格を示してゐたブッ サンが、 何時から 古典主義の傾向を示しは じ 
•めたかは解らないが、。ハ リの 修業時代に親しむ機會の與 へられたマルク•アントンの版靈を 通して 
ラファエル 其他の作品を知つてから、 ィタリア 旅行の熱烈な願望を起した ものらしい。 然しブッ 
サンは、此派の人物にあり勝ちな、十：：典美術の狂信背ではなかつた〇生來理智的で硏究的な 彼の 
ことであるから、畫作に必要な一切の敎養は怠らなかつた。光學、遠近法、藝用解剖な どが その 
主なものであつたが、解剖の如き、特に病院5:訪れて外科醫の指導を受けた程である。强烈 な * 
典趣味 にも拘らず、ブッ サン S 術を 單—政 式主義に陷 ！0し めなかつた理由は、實にその髪 
な寫實性にあつた。寫實と云ふことが何處まで積極的に藝術上の儐1を規たし得るかは疑問で あ 
るが：フッサンからセザンヌまで、フランスの畫界に特有な造形上の强味が 、かぅ した 態度の 堅 
實さに基ゐて g ことは推察するに‘難く'ない。表現上の形式1變遞しても、「物を視つめて 一了く」 
意志の极强袁變り Q な，5つた /J と％、 fN ラン K ® 家に著れてゐた貴い力；^ つた ある 〇こ 
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の問題には後まで折々觸れる機會があるが、その最初の例 Ig を旣にゲ プサンに 見出すことは^目 
に價する。彼が生涯を通じて人に語つてゐた雀術の奥義は「寫實レと云ふことであつ穴〇そ して 
この r 寫實」と云ふ言葉こそは、歴代のフランス蜜家の常に繰り返す敎 PI だつ^のである〇 
イタリア愫憬の思ひにかられ、不幸な結果に終つた數度の計畫の後に彼はローマの: f -:5 r 踏んだ。 
當時のローマは、ルネサンスの光明の消へ去つた後の、まるで暗黑な混亂時代であつた〇傳 M の 
無 氣力さと其反動の粗暴さとの間に、皮相的な带鬪を繰りぼしてゐた丈の不健全な畫界が、何れ 
丈の交渉をブッサンに持つてゐたかは解らない。然し純眞で理智的な彼の性格が、自然に對する 
豐な感受性を 持ちながら、同時に 古典精神の眞 意を理解して 行つ たことは明らかである。當代の 
イタリア畫家で彼の注意を惹いたのは、恐らくドメーーキノー 人であつたらぅ〇レオナルド.ダ••ゥ 
ィンチの 畫論を寫抄 したり、 古典時代の繪畫 を模寫したり、 ロー マの 近郊を 散策して自然に 親し 
んだりして、彼は製作を養つてゐた。當時の思出多い紀念として、ローマの一美術館 (Galleria 
DOIfpanphilj) は彼の筆になる古代 畫の模寫を 所藏 して ゐる〇現今法王宮に保存され てゐる「洁 

5 

婚の圖 」 (Le nozze Aldobrandhli ) を忠實に寫した額畫である。フラシス畫界の阈寳的始祖が修學時 

フヲゾス近代畫の先 ii 者 
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.フランスの近代蹵 

代の紀念として、此繪の前に立つ者若干の感激なきを得まい。「自分は何事をも等閑にしなかつ 
た」と云ふ彼の言葉に恐らく虛僞はなかつたであらう。ヵンパー1アの野やテべーレの河畔$:散策し 
ながら、小石や草花を採集してゐたと云ふ習癖だけでも良く此言葉 t 裏書してゐる。 

ビンチオの丘に住み馴れてから、ルィ十三世土リシュリューとの命に從つて、一時ブッサンは 
バリに歸つてゐたが、二' a 廷の生活は彼の性格に合はなかつた。首席 K 廷畫家の務を授かつて造營 
に關する一切の監督權を與へられてゐたが、事務の煩雜さと人事關係のいさくさとが彼の氣を腐 
らせた上に、藝術上の製作をエ•人の作業に®落させたり、請 A 仕事のやうに期問を切りつめられ 
たりする C : とが、其高潔な心を傷けた。安扉な口 I マの在活を懷しんでゐた彼は、一代の榮職に 
ありながら、まるで故鄕を追放された者のやうに寂しかつたらしい。「殘念ながら、吾々は此處に 
太陽の明るさからあまりに隔りすぎてゐる」と嘆じてゐた彼は、約束の期も滿たさずに口實をも 
うけて ィタリアに逃れ歸つてしまつた。長い生涯を通じて、二度と この 永遠の都から離れる こと 
はなかつたのである。 ... 

プッサン亦モ.れ程嫌つてゐた當時の宮廷を中心とするフランスの畫界は何んな事情にあつたか 


1彼 ( D 書簡にも窺はれるやぅに、時間の切りつめられた荒つほい請負仕事でなければ通用しな 
かつたパリでは、獨裁權を誇る官學的臭味が濃厚に靡滿してゐた。プッサンに似た風格を好むク 
ロ ー ド (clande 〇61、1$'1600|16〇〇2)なども其生涯を：1丨マに暮した程で、ノフランスの宮廷には眞 
當の御用畫家ばかりが群がつてゐた。中でも最も典型的な0は、ルイ十四世治下のシャール•ル 
ブラン (Charles Lebrua 1619—169 0) とルイ十五世時代の FJrangoiswollcher (一703—177 0) との二 
人である。ルブランは飩に年少の頃から、リトノュリューの取り立てで宮廷畫家となつてゐた程で、 
ナ席宮廷畫家になつてからは宰相コルべールと計つて、一切の造形的技藝を總括する大規模なァ 
トリヱを 建設し、自ら其長官となつてゐ允。凡そ當時の宮廷で使用されたもので、一としてルブ 
ランの監督に置かれぬものとてはなく、大掛りな裝飾畫や赘澤なゴブラン織の下繪は勿論、牙彫、 
彫金、汩彫、木彫、モザイコの類から、あらゆる種類の家具、燭臺、喷水、建具の金具に至るまで、 
一切の lil 案が悉く彼向身の眼を經&ければならなかつた。後世のフ•ランス繪畫史上で晴の舞臺と 
なるべき ロ ー マのフランス •アヵデミ ー (Academie de France p Rome ) が建設されたのも•彼と 
コルべールとの目論見であつた。かぅした社#上の.活動が目覺しかつた代りに、ルブラン自身の 
フラ VK 近. 代邀の先驅者 


フランスの近代蜜 

製作は唯’た道具建ての大きいばかりであつた。構想は貧しく色彩は粗く、極めて空虛な歴史趣味 
を表示してゐるに過ぎない。ルィ十四世時代にゴルサィユの宮廷を包んでゐた空氣の儀式ばつた 
重苦しさに、如何にも相應しい趣味である。それと同じやうな意味で、ブーシ H の1起には、ル 
ィト五世時代の官能的な宮廷生活が反映してゐた。古典の神話に題材を借りてはゐるもの V 、裸 
體の女の嬌態を描くのがその本意であつたらしい。赤子の體のやうにくびれた柔かな肉付けと、 
透明な乳^色の肌と、バラ色の血潮とを持つ女神達の身のこなし方は、艶つほくてしだら_なか〇 
た。最も好まれてゐた題材は、かう云つた愛の女神達の化粧と沐浴の姿か、さもなくば、貴族の 
悦樂を收人の戀に化裝させた風俗畫であつた。牧婦の身につけてゐる衣は美しい襞に輝き子羊の 
頸には絹のリボンが卷かれてゐた。ルブランと同樣に、繪を描くばかりが彼の仕事ではなかつ 
•た。當時宮廷の植力を繊手に收めてゐたポンパドゥール夫人 G%ne de pompadour ) に版畫の敎授 
をすることから、 M 面の模樣や喜劇本の揷繪を描くことまで、芝居の書割から寶石の圇案まで、 
&日十時間づ、働き拔いて、畫筆を棄てるや否や、放縱な幸運を追ふ夜の宴に加つて行つた。 
フランスの畫家は、孤獨な理想主義者の陶醉氣分に陷らないですんだ代りに、餘りに社#化さ 


れたり*:用化されたりしてしまう 危險が あつた 。其 最も惡い場合が、 官學 趣味に凝結したり職人 
根性に墮落したりすることであつた。プッサンのやうに藝術的欲求の强く性格の高潔な人槪は別 
として、フランスの作家達は、往々此種の誘惑に眩惑され易かつた0後にも說くが、 ナポレオン 
一世の全盛時代にも此う云つた現象が濃厚に現はれてゐる t °十九世紀の後半期になつてまでも、 
美術史上の「否定的要素」として惡役を演じてゐる御用美術家の群は、新時代の開拓者にとつて、 
常に苦闘の對象であつた 0 美術界の社會的位置が實際世間と非 t に密接•な I5n 柄にあるフランスに、 
かうした瑰象の伴ふのは止むを得なかつた。大革命以前に輩出したフランス繪界の眞の指導者達 
が、 ブッサンをはじめ、何れも世間的榮譽に恬淡であつたことは#に注意して置く必要がある0 

二 . 

十七世紀のプッサンに比すべき作家を十八世紀の畫界に求めるならば、夫は當にアントワン•ワ 
トー (Antoine Watteau 1 68 tl 72 1) である〇ブッサンの藝術を養つたものが、南方のィタリア 
に名殘を留めてゐた十 I -' J 典精神であつたやうに、ワトーに洗禮を授けたのは、北の方フランドルの 
7ランス近代畫の先驅者 

# 
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フランスの近代畫 

地方に榮ぇた繪畫であつた。ブッサンが形態の美しさと氣品•の高さとを貴んだやうに、ワトーは 
色調の麗しさと情緖の雅かさとを愛した。ブッサンの構想を養つてゐたものが傳說と神話との世 
界であつたやうに、ワトーの夢見てゐたのは「愛の宴」であつた。此處に十七世紀と十八世紀と 
を分つ時代調の相異があり、フランス繪畫の二つの異つた半面が代表される。 

ワラ ンシエンヌ 生れのワトーは、其生地からが旣に フランドル 系統であつた。其初期の製作が、 
十七世紀に榮ぇた フランドル 畫家の風俗畫に酷似してゐたことは自然で ある。 夜營を張る兵隊や 
農民の悦樂を描いた若干の作品がこれである。然し、パリに出て來て、舞臺裝飾專門のジロー‘ 
(Gilloc の指導を受けたり、リュクサンブール宮の保管者オー ドラン (claudeAudrae の 下に 動い 
たり、紳商クロ I ザ ( crozat ) と交つたりしてゐた間に、ワトーの趣味に變化が生じ、表現は豐富 
になつて行つた。ワトーをして銀笛の如く柔らかな而かも哀調を帶びた愛の詩人たらしめ、「愛の 
宴」の畫家たらしめた藝術上の敎養が、これ等の人々を透して知り得たパリの空氣に惠まれてゐ 
たことは察するに難くない。 

彼の筆になる極めて雅やかな r 愛の宴 U - が、 芝居の美しい舞臺をみるやうな®を誘ふのはジロ ー 


24 


の刺戟に負ふので あらう 。ルイ十四の世に一時閉鎖されてゐたイタリアの喜劇が、ヮト ー の時代 
になつてから再び榮へはじめたことも思ひ出して置く必要がある。ルイ十四世の重苦 - L く儀式ば 
つた時代が過ぎてから世の中は氣樂になつた。生の歡喜の享樂に陶酔しつくしてゐた當代貴族達 
•の生活を代表してゐるのが「愛の宴」であつた〇氈のやうに美し <- v 刈り込まれた樹葉の影に戀をさ 
、やく 男女の幾組かを、輕妙な額緣に圍まれた小形の繪に描き上げたヮトーの^^す空一目^こそ 
は、ブルボン王朝のはかない夢の優しく美しい片身であつた。輕く流れる樹葉の間に花鳥を配し 
森の女神を戯れさせた唐草模樣の氣のきいたユーモアと、コロンビーヌの高笑ひやビエロの嘆き 
に華かな演劇氣分とが、ジローの得意な境地であつた。「都會化」されたヮトーの美しい夢が、此 
處に結ばれはじめたことは云ふまでもない。 

オ ー ドランの 下に リュクデンプ ー ルの宮殿に入る ことを 許されてゐた彼は、此の宮殿をとりま 
く庭園の美しい樹木を寫生したり、館を裝ふルーベン スの 繪畫に親しんだ りして ゐた。ヮトーの 
筆になる「愛の宴」 が 風景畫 としても 敬意を受げてゐる こと や、何處となくルーベンスの@かな味 
ひをもつてゐる ことは、此 時代に受けた車みであらう。夫から、資澤な生活をしてゐるク•ローザ 
7ラブス近代畫の先驅者 
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フラノスの近代畫 

の邸に日5:暮した時分のヮト ー は、此處に、パリの社交界のきらびやかな布 様を目擊する機會を 
與へられてゐたし、彼の色彩感を養つた•子不チア畫に親しむこ^,も出來たで あらう 〇かう云つた 
樣々な關係から、あの不思議な、何處から生れた とも 知れない雅やかな風格が、豐か に惠まれつ 
つあつたのである。 

古來の作家の-4*で、ヮト ー に 最も 多くの影響を與へたのは、フランドルのルー ベ；^ さ ス•と•子不チ 
アのティチアノとであつた。何れも優れた色彩®家中色彩畫家である。 ヮトーの描き 殘 した 製作 
の幾つかに、これら先進者達の濃厚な面影を 見分けるのは困難でない〇然し、さう云つた 先進 者 達 
の面影は次第に彼の作品から消ぇて、ヮトー自らの個性に 形作られた渾然たる « 式が 决 れて來 to 
ル ー ベンスの力强 さを トロンベットの 勇壯な 驟に喩へ、 ティチアノの 餿麗 さを オルガンの フーゲ 
の^き立つ調音に比べる ことが 出來る なら、ヮト ー の 靜けさは、 當に、 フリュ ー トの哀調か ヴィ 
ォロンの踹味に形容すべきもので あらう。 それはまた、題材の扱 ひ 方に しても 同様で ある〇ルー 
ベン K の北方的な粗野 さと、ティチアノの南國風な 濃厚 さとの間に あつて、ヮト ー は 如何につ、 
ましく雅やかであつたか？樂園の夕赠忆 かくされた 愛の密事を 描いても、ヮトー の畫 は y !: して 
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繊細な羞恥心を傷けない。彼の筆になる「愛の宴」は、それ程に淨化され詩化されてゐた。 

彼の畫は槪して小形であつた。極く少数の作品を除けば、多くはまるで寶玉のやぅに小さく美 
しく輝いてゐる。それは優美な龅さであり、哀調を帶びた雅やかさである。モツァルト Q 室內樂 
に聽くロココ時化の惱ましい程な美しさと非常にょく似通つてゐる氣分を、吾々はヮトーの繪に 
感じるが、これは恐らく、十八世紀宮、廷文化時代に特有な香りなのであらぅ0豪奢で絢爛な、そ 

(七) 

して 恐らく最もル ー ベンスの風格に近い有名な「渡船の圖」 (L ftr mbarqllent pour nie de cyts 
re) をはじめ、非常に小形で愛らしく、最もヮト ー .らしい「のんき者 J (Lc-ldisrent) や「フィ 
ネット' (La Finette 〕 は彼の藝術の代表作品である。 

自然ょりも美しい自然を描いたと云はれるヮトーは、構想の®!富な詩人であつたと同時に、ま 
た橄めて着實な自然の觀察荠でもあつた。パリに出て安價な賃仕事に口を糊してゐた時分から、 
彼は寫生に熱心であつた。然しヮトーの自然感は、繊細に過ぎる程な、感覺の銳い、非常に洗練 
された形式に裝はれてゐた。汚れたパレットと色々な繪具の混ぜ合つた油壺とからあれ程な潞さ 
と雅やかさが編み出されたところに、ヮトーの藝術の神祕があつた。非常に小形な額畫の中に滞 

フラゾス近代査の先驅者 
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フヲゾスの返•代迸 

然たる味ひを豐かに盛つてゐる點で、ワトーとレンブラントとの問に一種の共通點を見出すこと 
は I 兩者の傾向£者しい相異にも拘らず I 恐らく許され 得る であらう0 

ヮトーの後に、ブルボン王朝の末葉を飾る腕の，冴ぇた畫家が三人あつた。背像畫家のラ•トゥー 
ル (Quilltin La Tour 1704117 CO V2 と 靜物畫家の シャルダン ( Sim 40 n Chardin 16991177 9} と風 
俗畫家の フラゴナー ル (« §o3>Fragonard1S 211806 ) が これである。 

旣に十六世紀以來、フランスの貴族階級の間には、宵像畫を描かせることが流行してゐたが、 
か、る需用に應じてゐた肖像畫家の群は、常然の歸結として、著しく御用技術家らしい色彩を帶 
びて涑た。醜婦を美女に變へる魔術師，ナティ H ( Nattier ) のやうな、小才のきく人間の調法がら 
れたのは止むを得ない。ところが、かうした霧圍氣の問にゐながらラトゥールー人は異がつてゐ 
た。奇骨を帶びた彼の性格が、肖像畫を此種の墮落から救つたのである。彼はパステル專 n の f-J 
像畫家であるが、その習學時代から、當時の習はしに從つて安價な賃仕事を取るやうなことはし 
なかつた。流行作家になつてからも、ルイ十五世やポンパドゥール夫人をはじめ、顯官貴人の fir 
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罄. 

で奇骨な振舞が多く、藝術家らしい個性を押し通してゐた有樣は幾多の逸話に殘されてゐる〇そ 
れ丈に、彼の描く fj 像畫は潑测たる活氣に溢れてゐた。御用畫家の筆になるやうだ厚化粧の人形 
でなくて、如何に？有りの儘の生き <した表情に輝いてゐた。嘗てルーブルの一室に、ラトゥ 

(九) 

1ルの宵像畫の特別展覧の行はれたことがあるが、十八世紀の フランスを 代表する幾多の人物が、 
思想家から貴婦人までズラリと喑れやかな顏を列べて、溢れるやうに豐かな表情で微笑み交はし 
てゐる有様は興味深いものであつた？ほんの一瞬の問、顏の表面に浮び上つては直ぐ消ぇてしま 
う微妙な表情の動きを、ラトゥール程輕妙に捕へ得た作家と云つては殆どない。先づオランダの 
フランツ•ハル"ス位なも、ので あらう。 十七世紀のオランダの平民社會を代表するハルスの快活な 
肖像畫と、十八世紀のフランスの知識階級を代表する ラト ゥールのそれと——此處に興味深い對 
照がある。社會の基調がその代表者の肖像に象微される例は少くないが•かく集團的に鮮かなコ 
ントラストを 表示してゐるのはめづらしい。 

シャルダンはパリの平民階級を代表してゐる作家である。ある外科醫者の看板に描いた風俗畫 
にょつて一躍有名 fc なつた彼は、僅少な報酬に滿足しながら、パりの平民階級の間で謙遜な生活 

フランス近代遨の先驅者 
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フランスの近代畫 

を送り通してゐた。そして、彼を取りまいてゐ ^> 親しみやすい平民階級の日常生活を題材に 取り 
入れながら、 十七世紀の オランダに 見る やうなしんみりした風俗畫を描いてかた。然し、 さう 云 
つた風俗畫ょりも更に興味を惹くのは彼の靜_畫であつた。 サロンの前身として、 ドーフ ィン 
の廣場で祭の日に行竹れた野天の展覽會に、名聲を擧げたのも靜物畫であつた。今では ルーブル 
美術館に 保存され てゐる「あかぇひ 」 (La Eaie ) はこの 時の紀念で ある。靜物畫 の 歴史を遙かに 
溯れば、ナポリの美術館に見受ける古典 ロー マ時代の美事なモザ イコに、 現存ずる 最古の代表者 
を a 出す ことが 出來 やうが、 古代の ことは別として 近代の美.術史上で、靜物畫 をはじめ て描いた 
のは オランダ、 フランドル 地方に眾出した 十七 世紀の作家で ある 0 然しそれも. 云 ^ 隨伴 的な興 
味か.ら試みられてゐたらしく、風景®程な出來榮で はな かつた。云は V シャルダンが 出て はじめ 
て、 靜物畫と云ふものが繪«史上. の 立派な題村になつたのである〇卒 民の家の厨の中から、銅鍋 
や摺鉢を さがし 出したのは彼であつた。鳥や 兎の類は もとょり、葩に 盛られた 果物から羊肉の力 
ツレツまで、臺所や食堂に 散らばつ てゐるも 〇 を 彼は 何でも描いた 〇それ も フー ジン ド*ル 人の やう 
に、物の形を 別 的に、难だ材料 そのもの、 興味から扱ふので はない〇嚴 密な寫 生を 好む 彼と ^て 
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は、個別的な物體を包んでゐる空氣と物體相互の光の反射とを決して見®さなかつた"物體の表 
面は、彼にとつて、鏡の如く微妙な銳敏さを持つやぅに思はれた。相互に反映し合ふ 物 體は、光 
と色とを交換しながら、 全體 として美しい色調を作り出してゐる 。谯 めつほく暗い厨の空氣やし 
. んみり落付いた食堂の氣分が、彼の靜物畫に銳く感じられるのは、かぅした彼の觀察力から来て 
ゐる。彼の筆になる小卓の一部は、ょく統一された I 個の小宇宙である。セザンヌの林檎を嘆稱 
することの出來る現代人は、旣に一世紀半程の昔にシャルダンのゐたことを知らねばならぬ。エ 
クスの頑固者の先驅者が、ブルボン王朝の絢爛な時代に彼等の道を開拓しつ、あつたと云ふこと 
を考へれば、フランス繪畫の傳統の根强さを沁み-^感じさせられる。 

フラゴナールは、十八世紀の姹靡な世相を寫したと云ふので當時 QJ 3 學的な藝術論者から非常 
に非難されはしたが、腕のしつかりした作家であつた。噓か眞とかルィ十五世は、 i 母朝瞥務長官 
を 召して、パリの街に前夜起つた痴情沙汰を報吿させて興がつたと云はれる。 フラ ゴナールの風 
. 俗畫が、此種の時代趣味に投合したものであることは云ふまでもない、「フ ラ ゴナールは鍵の穴 
から室內の密事—盜み描きする作家だ」と云はれてゐる。 ® 麗な肉體から下着をすべらせたま- 

， フラゾス近代寮の先驅者 . 
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フランスの近代畫 

で眠り込んでゐる若い女や、媾 a を兩親に見顯はされて泣いてゐる娘などが、輕妙な筆で達者に 
描かれてゐる〇有名な「ブランコ 」 (ffiasards heureux de rEscarpolette ) の如きは、ある貴族の依 
賴に.應じて描いたものであるが、世にも不思議な注文に此畫のモティーフは撰ばれてゐる。「此 
の夫人のブランコに乘つてゐるとこちを描いて下さい。私自身はその下で、この夫人の PP の美し 
さに見惚れてゐるのです」と —— これが，その注文の主3131であつた。^の「ブランコ」の畫が何れ 
程愛好され評判になつたかは、同じやうな [ i ] 柄の畫がなほ二枚程、彼の手に描かれたことだけで 
も知られる。フラゴナールの畫は、道學的に考へれば隨分いかャはしいものまでもあるが、純粹 
に畫としての.價値や時代趣味を代表してゐる點から考へれば、極めて興味深いものである。 

彼の時代に吠、.當時の啓蒙恐想や道學的な藝術論に從つて、グレ I ズ (Greuze) 一派の修身敎 
科 ■« 的な繪伽も生れてはゐたが、才能から云つても趣味から云つても、フラゴナールの方が大き 
い意味を持つてゐるやうに思はれる。後に說く機#はあ.るが、フランスの繪畫史上には、かう云 
つた世相の描寫が繰り返し現はれてゐた。殊に寫實主義の全盛時代にはなほ更であつた。十九世 
紀の末葉にロートレク (Lautrec) の あることを 知るものは、フラゴナールにその先驅者を認め得 
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るであらう。文學の上でもフランスには、かうした世相の描寫が隨分ある。バルザックの戴_小 
品 clsdrolatiques とフラゴナー ルの繪畫 とに 共通の趣味を 見出さうとすることや、 モ ーパッ 
サンとロ ー トレクに 平行現象を認める ことは、 何等の無理 もないであらう。かう いふ關係 からみ 
て、同じ時代のイギリスに、 啓蒙的な歡善懲惡趣味のホガ ースが出て 達者な腕を振つ てゐたこと 
.を思 ひ 合はせをのは、隨分參考 になることであらう。フランス にもグレ ー ズの やうな 作家が ゐな 
がら、 その美術史上に殘した痕跡ば極めて淡く、僅かに十九世紀吖葉の ミレ ー に ，1 等しく 才能 
の あまり 豐か ならざる I 類似の 現象を 見出すのみであるが、フラゴナ ー ル風の 世相の描寫とな 
ると、 文學美術共に隨分技巧の冴えた作家を 出して ゐる。此處 にも 亦、數世紀を通ず る フランス 
人の 一 特質を 看取し 得る のではなからうか。 


フランス近代畫の先驅者 
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三古典主義 


十六世紀にはじまり十七世紀に鬼成した端正な古典趣味は、その精神を失ひその形態>;頹化さ 
せながら • 1種の 傳統的 要素として、何時までもフランス美術の史潮の中に織り込まれてゐた。 
十八世紀の前半期に S る絢爛にして色彩の豐かなロココ趣味の♦勃興と共に、暫時の間は、*典趣 
昧の古 典 趣味ら しい 面影を見失 ふが、十八世紀の 末葉 ルィ十六世の治下に、歷然たる 復活の 徵を 
現はして來ろ C 端正な 形態と絢_な色彩とを兩極として、 恰も 振子のやぅにその間を往復しなが 
ら、表現上の形式を交代させてゐるのがフランス畫界の趨勢である。十七世紀から現代ま1、か 
ぅした 週期的な 運動を繰り返してゐるのである。然し、十九世紀の初頭を中心として大革命の前 
後半世紀の 問を區劃 する.この度の古典主義は、その 最も顯著 なる發現であつた。 全 歐の時代精神 
三 古典主義， 
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• フヲゾ K の近代薄 

を風靡した古典崇拜の思潮が、此の盛大な發現を誘致したことは云ふまでもない。 

ブルボン王朝の行政的廢頹に目覺めた社會改善の理想は、一面に於いて、古典文化繁榮期の社 
兪狀態に對する憧憬を持つてゐた。そこで「古典時代」なるものが、單に政治的方面の理想たる 
に留らず、一般社會の趣味の目標となり、延いて藝術上の理想となつたことは自然である。その 
最も直接なる表現が、造形爇術上の古典趣¥あつた。フランス大革命の當時に於いて、行政上 
の制度が古代ローマの共和政にその範を求めてゐたことや、^革命直前の最も人氣ある畫題が、 
公正なる古代ロ ー マ人士の社會的德行に求められてゐた ことは、 此かる事情を明に證明寸るもの 
である。これ等の點に就いては後に具體的な示例を引用する機會を持.つてゐるが、かうした時代 
思潮が.、藝術上の古典趣味を繁榮させるために少くとも直接の遠因となつてゐたことは、此種の 
實例から推知す名ことが出來やう。 

、然るに此處に一つ、偶然であつて而かも極めて有力な源因が加はつて、造形美術上の古典、 
運動を急速に展開させるやうになつたのである。——と云ふのは、南方ィタリアの火山ベスピオ 
の熱灰の下に二千年近，くの問埋もれてゐた|1丨マ時代の都ポンべィ及びへルクラネゥムの發堀事 
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業が、此時分になつて、兎も角もまとまつた成績を上げはじめたからである。勿論、當時の發堀 
法は極めて非科學的であり無實任なものであつた。•現今吾々の視るやうな組織 *. つた壯觀は、一 
•八六〇年以後の科學的に計畫された作業に負ふものであるが、發堀に便利なポンペィのととであ 
つたから、都全體の外觀は元ょり、往時の：1丨マ人の日常生活の一切までも、追想出來る程度の 
成績は當時旣に上つてゐたらしい。組織立つた道路は車の轍にくぼんだま i のべーブメントを表 
はして ゐた し、 酒屋の店與には細長い酒瓶が列べて埋めてあつた。中庭をかこむ富有な住宅の 名 
殘には壁畫や裝飾畫が色鮮かに保存されてゐた。 それば かりではない。繪畫彫刻の優秀•な作品か 
ら 日常の器具まで、種々雜多な遺品が當時の都會生活を彷彿させてゐた。これ程に 目覺 ましい成 
績を上げたこの發堀事業が、何れ程當代人^ TK 味を誘つたかは容易に想像することが出來 やう。 
其處には 勿論、現代の通りすがりの旅行者 達を 悅ばして ゐる やうな 安價な好奇心も 多かつた であ 
らう。 けれども 亦、多くの美術家 達に 大きな刺戟であつたことも明らかで ある〇 十八世紀の末に 
なつ1から、南歐の旅行記や古代史の著述が急激に增加した やうに f ポンペィ風の壁飾りを住宅 
建築に應用したり、古典風の樣式を繪畫や彫刻に使ふことが急激に 流行し はじめて來た。現今ナ 
三古典主義 •• 
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フラゾ スの近 代盡 • 

ポリの美術館に保存されてゐる幾多の {51 作をみれば、それ導の作品が當代の美術家達にとつて、 
大きな啓示であり得た事情を窺ふことが川來るノ 

か、る事情で、 フランスの 突術界では、 ルィ 十六 -fit の在位時代から、風雅で輕妙な：！ココ趣味 
が漸次にその輪廓も淡くして來た。そしてこれに代つで、むしろ素氣なく冷めたい 一®古典風な 
形式が流行しはじめた。美術史家 P 呼んで似非古典主義 (pseudckl_izismg) となす中間現象の 
時代が此處に生れる。當時の美術界の大勢から云ふと、歐洲の各國に輩出した此派の著名な作家 
達は、何れも理想を說くに急で製作のこれに伴はなかつた觀がある。彼等の狂信的な陶醉氣分は、 
決してその製作を落付きのある表現に導かなかつた。構想は貧しく、形式には力がなかつた。そ 
して何ょりも 惡い のは、堅實な 自然 感の基礎に缺けてゐたことで ある。 彼等の刻むだ肉體は屍の 
やうに飧めたかつ た。さう でなければ、 まるで 細工のやうにのつぺりして柔らか、つた。彼等 
の繪畫は安價な感傷 さに あくどく甘かつた"北歐から移住して來た メングス ( waffael Msgs 17 
281177 9) にしても*ィタリア生へ拔 きの カノワ (Autollio Canova 1757—1822 〕にしても それに 
同じで ある 0 
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然るにふう 一 :ムつた昨代に生れながら、流石に、 フランスの 美術家達は馴れたものであつ.た。元 
來が TU 典趣味 (€. 親しい傅統に養はれてゐた上に、 この 飼民の性格として理想に溺れずに、手際ょ 
く實際的に切り 拔けて 行く節度を心得てゐたからであらう。彼等の表現法は何處まても自然であ 
つた。時代见潮を消化しきれなかつたやうな症狀は少しもなかつた。當代の代表作家としては、 
パリのパンテオン (palltheolo を 建設した建築家の スフ ロ ー( Jacq — Geriill SoufHot 170:711700 
03 と、性格を 穿つ た 胸像の 作家として 優れた技量を持つ てゐ•るゥードン 9S0 一 gMolldo : 一一 741 
11 S 2 0O } と、 愛らしい 自賽像で有名なヴィジヱ，ルブラン ( vig 6 e — Lebr § 175511842) とを 數へ 
る ことが 出凇やう。 ルブラン 夫人の 活動してゐた のは、ルィ十六世の治世であつた。大革命の犧 
牲となつて傷ましい最後を遂，げた . rH マリ •アントワネットの親しい畫家として、•その何枚かの 
fr 像畫を美しく描き卜*げたのは彼女であつた。今でもトリ了 ノンの 館には、暴* R に壤された家具 
など、共にその fr 像畫が保存され て、 悲しい 紀念を 殘 してゐ る。然し、美術史上から視て最も興 
味を惹く彼女の 作品は、 やはりあの自畫像であらう。娘4抱き入 rl つてゐる快活で無邪氣な、そし 
て 非常に 愛嬌の ある その面持には、未 tf ロココ以來の香が高い。 十 I'J 典主義全盛期の畫に多く見掛 
三 古典主義 
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フランスの近代畫 

けるやうな、ローマの賢婦人めいた表愦とはまるで異つてゐる。然しそれにも拘らず、髮の結び 
方や衣服のこなし方をはじめ•簡素な輪廓に統一されてゐる構 BI 法などには、旣に明瞭な古典趣 
味の形式感が發露してゐるものと云へやう。其處には決して、單な5理想だけに陶醉してゐる甘 
さと不自然さとがない。フランス傳來•の十：；典的な趣^^、全く自覺されずに I 而か .も 造形形式 
上極めて自然な姿で-漸次復活しつ、あることを表示してゐる。十六世時代の代表畫家の作品 

に、旣に大庠命直後の a !マ趣味が豫感 される のは興味深い皮肉で あつた。 

0 0 

二 . 

十九世紀の讓を中心とする真主義 S 家は一麗 Q 勢力 S かっ存けに 一 隨分大勢 
ゐるが、中で f 光輝—人物だけを S — ば、大革命時代 Q •中心人物ダヴ 5¥13 lou 
is Did mrioo 2.5 ) と、古典主義2 1 兀成者アングル (Ji 二 plte Ligres 1 7 CO 0 II 7) と、當 
代の篑界に異彩をはなつてゐたプ•リュードン (Paul pstsi 1758118 2 3) とを數へるのが至當 
であらう。「十：！典主*@の扉を指示したのはゥィアン ( J -*^“ Yien ) であるが、それに手をかけて 
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開いたのはダヴィ ッ h であつ•た。然し、その扉の中に足を踏み入れたのは了ング/である」と云ふ 
比喻がある。 ヴ {アンはダヴィサトの師匠で*王朝時代に古典主義を標榜しはじめた ifi ^ z の作家で 
あつた。 ダヴィ ット は、 革命政府とナポレオツの宮廷との權力を一手に收めて、力づくで十 n 典主義 
の普及を謀つた暴君であつた。 ダヴィ ットの弟子のアングルは、純造形的な表現の欲求.から**典 
樣式をそ Q 最も純化され洗練を經た境地に壓さ•せた人物で—。その盟あつて獨りプリユ1 
ドンは、唯だ彼の個性に生きてゐた慧星のやぅな存在であつた。 

4 

ダヴィットに 授けられてゐた歴史的使命は極めて複雜である。彼の性格の中には、藝術を手段と 
して社會上の權力を獲得しやぅとずる强烈な野心と、飽くまで物を見つめて行く純眞な藝術的良 
心と が並存してゐた。その上に、彼の藝術—け入れてゐた社會 は、 籠術的な興味から古典文 
化を崇拜してゐる趣味と、社會改善の目標とし，て*典文化の復興を夢みてゐる晬代思想とから成， 
立して ゐた。其處に 、著しく 曲折の多かつた彼"自身の生涯が掘り込まれたのである。 

ブルボ.ン王朝の代表霞ブ！ンェの援助にょつて霞となつたダヴ"ット は、 最初はロココ張り 
一一!■古典主義 
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フランス6近代畫 

の平穏な 畫を 描いてゐた。然し、その師ヴィアンに#はれてローマに赴いてから次第に* EM を變 
へ、民意に投じてローマの共和政を讃美しながら、終に古典主義の大立者となつた。革命當時は 
有力なジャコべン黨員として、口べスビ H ルの下に政治的敏腕を振つてゐた。一七九三年、王朝 
旳代の名殘である美術アヵデミーを閉銷して、まだ廢颓の徵をみせずにゐた書：界の命脈を斷切つ 
た。云は r 「暴力的」に古典主義の獨專權を確立したので ある。 ロ ベス ビエ.ルの失脚し•た當時、 
獄に坐して嚴しい訊問に懔いてゐたが、問もなく、ナポレオンー世の勃興と共にその首席宮廷畫 
• 家として、再び目覺しい活動をはじめた。皇帝の H ルバ島から歸還した頃、かイ十八世に敵意を 
表示した科で、ナポレオンの沒落後はプリ？セルに流滴生活を送つてゐた。畫界の大御所であつ 
た彼のアトリ H から、師の主義 5 : 標榜する多くの後繼奔が現はれたことは云ふまでもない。 

かうした煩雜な生涯に窺はれる やうに、 ダヴィットの個性の中に、藝術を道具に使つて社會上の 
地位を獲得し やうと する野心の祕むでゐた ことは 掩ひ難い事實である。大革命の當に來 らんと す 
る風雲の急な時*に人氣を集めてゐた數個の製作からが、旣にかう云つた邪推を許すに充分であ 
つた。例べば、一七八一年のサロンに送られた「ベリゼール」 (B rD'lisaire diandaut rasn へ lie) の 
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如きは、王者の忘恩的行爲を諷刺する底意に成つた。ユスティーー了ヌスの治世に功勞のあつた: 91 
將ベリゼールは、節を失ひ盲目となつてビザンッの城門下に物乞ひをしてゐた。その物乞ひ姿を 
描いたのがダヴィ"卜の作品である。十口典主義本來の趣味から云へば、もつと巍然たるへロイズム 
が®週に撰ばるべき率：；であるのに、こと更乞食姿の®將を描いた作游の意阔は、恐らく民意に投 
ずる野心を祕めてゐたであ f 。 同様に八七年のサロンに出た「ソクラテス」や、八七年のサロ 
ンで問題を起した r フル ートゥス」は、 W 法の尊重すべきことを檫榜した諷¢3畫であつた。殊に、 
國法に從つて私情を棄てたブルートゥスの如きはローマ共和政治の規範であ.0、從つて、當時の 
フ•ランス市民にとつては最も一般的な憧槪の的であつた。事實、此畫の陳列は治安を危くするも 
のとして 其筋の問題になつた程である。革命の起る年に、共和政治を譜美した此畫が m 口 nil され、 
堺し て rr 權の 干渉を受けた ことは、 ダヴィットの野心を滿见 させる のに甚だ好都合であつた。革命 
政府時代に描いた「言；誓式」や「マラーの死」をはじめ、ナ冻レオンが兵權を收めてゐた時代の 
作 r 聖べルナルのナポレオン」 の 如き も 亦、彼の投機的な意嚮を明示するものと云へやぅ。ナポ 
レオ•:/を以つてアルべン越への偉犬な先進者シャール'•マ 1-1 ュやハンニバルに擬し、その强烈 
H +U 典、王# i 
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な名*心に媚びてゐる如き、如何にも御/1]畫家らしい in 才なさである。 

然し、ダヴィットの性格には別な側面が幾つもあつた。旣に述べた「ソクラテス」や「ブル ート 
ウス」をはじめ、コルネイユの悲劇に題を永めた「ホラテ'!-ケス」 ( Leoo'erritds Hols entre 
一 es mains deleur pCD / re ) の如き、何れも考十： I 學上の正確さを勉めた作品である。ソクラテスの顏 
が古代の背像通りであることは誰にでも氣が付くが、髮を振り亂してゐるブルートゥスの娘の首 
がローマ彫刻のパッカントを模して描いたものだつたり、「ホラティウス」の背景になつてゐる建 
物が面倒な訟議を經てゐたりしてゐる有様は、此の事情を良く裏書きするものと云へや 50 特に. 
一七九五年の大作「サビ-一女」 (Les sabii ) の特別展覧の折には、ダウッィト自身の書いた解 §£• 
の中で、當時の批評家に反抗しながら古典主義の議論をしてゐる。古代人の習慣に從つて* r f i 代の 
英雄や哲人を表現すべきことを提唱するのが此解說の目的であつだ。それ程に當時の觀衆は古實 
の詮議を重んじてゐたし、作家自身も亦さぅ云つた種類の正確さに誇りを感じてゐたもので、ダ 
ヴィ，卜の製作にはか V る趣味も幾分あつたのである。 

けれども、ダヴィットをして單なる時代の副産物たらし.めず、眞の藝術家として、彼の生罪を救 
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ひ後世の指導者たら しめた 源因は、實に フランス 傳來の寫實的良心で あつた。 畫家 らしく 物を注 
視 する その性格であつた。彼の野心が如何に場あたり主義の製作を企てても、また、古典榄倣の流 
行が如何に陶醉的な魅力 S :* 持つてゐたにしても、彼の畫描きらしい氣象は失はれてゐなかつた。 
其處に彼の强味があつた。かうした彼の半面の性格は、題材本位の作品からは窺はれにくいが、 

♦ 二-ご 

平凡な宵像畫などには反つて非常にょく表はれてゐる。殊に、儀式ばつた服级などを着けない市 
民階級の人物を描いたものには、此の種の特質が一層明らかである。殆ど粗野な位な露骨さで率 
直に描かれてゐる肖像畫をみてゐると、如何にも性格の强 さうな 畫描きの筆に成ることが#はれ. 
る。御用賓家の作らしい所の少しもないのが、 むしろ 不思議に思はれる 位で ある。儀式ばつた 畫 
の 中で も有名な ナポレオンの 「戴冠式」 などは 「宵像畫の 群」 だと云はれて ゐる 程で、藝術家と し 
ての ダヴィ ットを辯護する最も有力な材料は實にその尙像畫なのである。か、る畫家ら しい 半面が 
あつたから こそ、フランス 畫界に於け る 彼.の位置が あれ 程^大きくな り 得たので あらう。 彼の藝 
術的感化が フランス 畫界に廣いのは、彼の社會的地位に負 ふと 云 ふょりも、むしろ、 彼の製作の 
寫實的な极强 さに 起因するのであつた。 - . 

M 古典主義 
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三46 

美術界の ナポレオンとも 云ふべき暴封のやうなダヴ i 卜が追放されてしまつた後に、 フランス 
の 畫界で活動してゐた畫家が三人あつた。 ロマン ティック畫派の先驅者となつた戰爭畫家の グロ (Je 
an Gros ) と、 如才ない肖像® 冢のジヱラール CFra = «ooisG 6 rard 177011 00 37 ) と、アングル七がそ 
れである。其師の宮廷蕺家た る， 一面を繼承して.、 パノラマめ いた戰爭畫に安價な ナポレオンの11 
美を專門 とする グロは、元々古典主義に綠の遠い作家であつた。ダヴィッドの アトリエを 繼承して‘ 
ゐた關係から*典主義の擁護に勉めはしたが、 その 結果は自分自身 S •藝術的境地を狹めて、畫界 
から 孤立す る 起因を作つたに過ぎなかつた。 それと 反對に 悧口なジ H ラ ー ルは、 宵 像 ffli 家と して 
巧妙な處世法を構 じて ゐた。勿論、ダヴ i 卜の時代から みれば 社會上の流行も好み も變 つてはゐ 
たが、 ジェラールの 筆になる ff 像畫. は、 決して其の 先進者の 作口 g にみるやうな 堅實 さを持たな か 
つた。 フランスの 社會に現はれがちな御用畫家の一人である 彼は、 まるで 寫3燃 のやうな 畫家だ 
つた。 fr 像の注文を引き受ける と 簡單な素描だけを取つて歸り、後は自分の アト リ エで乎際ょ く 


仕上げると 云つた具合で、當代の上 & 社會は彼を大變 m 寶がつたものである。かうした社#上の 

い ？ u くさの中に卷き込まれながら、ダヴ i 卜の門閥とも la 接の^係なく、 ff り® , れて ^. f f r してゐ 
C 二 ) 

たのがプリユードンである。 

一般に、古典主義の畫家達がィタリアの大畫家を範に求めるとき、彼等の敬意を表するのは大 
抵ラファエルと其系統の作家達であつた。ところがプリユードンー人だけはまるで異つてゐた。 
彼の心を惹き付けた作家はレオナルドとコルレジヨとであつた。特にレオナルドであつた。「ラ 
ファ H ルを思想の深さや感覺の正確さでしのぐことの出來るのは、何人の追踵をも許さざるレオ. 
ナルドー 人で ある。彼はあらゆか畫家の父であり王であり第一人者である」と云ふ譜辭を、當代 
フランス畫家の口から聞くことは非常にめづらしく思はれる。それ丈に彼の畫風は、當時一般の 
古典主義者に遠かつた。レオナルドとコルレジョとは、輪廓をやわらかく明暗の flil に融かして行 
く技巧に優れてゐた點で、同一系統の作家である。プリユードンの畫風に表はれてゐるのもかう 
云つた技巧から來る特微である。月光の靑白い光に浴し深い陰影に包まれたやうな、靜かに柔ら 
かな 感じである。パロスの大理石に刻まれた ブラクシ テレスの女神像を繪畫に移したやうな靜け 
三古典主義 
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フランス CD 近代啬 

さに、カノワ風の柔らかい感傷さが交つてゐる。コルレジオからあの官感的な品の惡さと濃厚 さ 
とを取り去つたやうな氣持である。有名な「プシケの誘奪」や愛らしい「ゼフイール」など、最 
も コルレジオ 張りな作品であらう。 . 

ダヴィットの暴威に戰きながら寂しい生涯を送つてゐたブリユードンも、ナポレオンの宮廷に出 
入はしたが、主として皇后關係の務めを帶びて S ) た。マルメゾンの園で物思ひに a . んでゐるジョ 
セフィーヌの尙像は其頃の美し^'紀念である。色褪せた空の下、苔蒸す樹葉 (/> 影に包まれた一種 
陰 S な此畫の自然に、 n ローの遠い先驅者を見出すことも決して不當ではなからう。まるで彗星 
のやうな存在であつた彼の#:風ば、終に彼一人の畫風であつた。フランスの美術史家達でさへも、 
プリユードンに與へてゐる位置は定まつてゐない。十八世紀末葉の似非古典主義の系統に彼を加 
へてゐる人もある程で、十九世紀初頭の作家達とは全く別扱にされるのが普通である。加ふるに、 
當時フラン.スの美術界は、ダヴィット風の場あたり主義でないと通用し難い混亂時代であつたが、 

共間に處して一人藝術家らしい自由さに浸つてゐた铍が、一般社會 P 流行兒^^ り 得なかつた こ， 
とは止むを得ないぐ • . 
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C5) 

時代調の露骨に現はれてゐるダヴィットの後を受けて*典主義の後繼者となつたアングルの畫は 
先進者のそれに比べる と、 遙かに純化され洗練されてゐた。ダヴ"ットのやうに、表題としての古典 
主義を標榜するのではない。アングルの純藝術的な形式そのものが古典的なのである。クラシシ 
ズムと云ふょりはクラシックな S である。フランスらしく 典型的に完成してゐるのである。か i 
る意味から云つて、アングルに類似じた風格を示してゐた先進者は、遠い十七世紀のブッサンで 
あつた。二人ともに一種の古典、❺義者ではあつたが、それょりも彼等は、フラ•ンスのクラシック 
を代表 じて ゐる點で似てゐた〇ダヴィットが唯 だ f 本意の古典主殺者に過ぎなかつたことを此處 
に考へ合はすならば、師弟の間の著しい相異を明瞭に理解することが出來やう。然しまた、作家 
としての 性咯 から云ふと、ダウィヴトとアングルとは非常に似てゐた。頑な t :' 意志が强 くて 支配慾， 

の盛んなところが、彼等の間.の共通點であつた。アングルがダヴ i 卜の配下に長く止まり得なか 

0 • 

つた理由 も恐らく 此處にあつたであらう。「アングルはまるでブロンズの塊りのやうだつた」と云 
三 古典主義 
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はれてゐる。彼はかうした强烈な性格の力で、何處までもその藝術的信念を推し通して 行つ た。 
アングルも亦ダヴィ，卜のやうに獨裁權を欲しはしたが、それは、純粹に彼の藝術的信念からであ 
〇た。當時勃興しつ、あつたドラクロワ系のロマンテ i ク畫家と、あれ程烈しい爭ひ方を して、 
數多い逸話の材料を殘してゐるのもかう云ふ性格からである。 

强烈な色彩を以つて濃厚な熱 1 ^ を描いてゐたド」フク&ワが、ある會合の席で、コーヒー茶碗を 
手にしながらストーブに倚りか V つてゐるのを見出したアングルは、いきなり彼に向つて^. びか 
けた。「君！素描ですよ。これが作法です。君！素描ですよ。これが名#に關する問題です」 
と。これ程にしてまであの「ロマンティックの獅子」に食つて掛らなければ腹の蟲の承知し なかつ 
た程なアングルである。彼は何よりも素描を尊んでゐた。素描を通して彼の求めたものは Bjff 的 
な正確さであつた。「君等の貴い素撲さを失つてはならない。私が黹等をルーブルに通はせるの 
は、其の藝術を通して自然の視方を學ばせたいからだ」と云つて彼の弟子達を指導してゐたアン 
グルは、素描を尊ぶ點で最も嚴格な寫實主義者である。「自然の創造したものが本來所有してゐ 
る美しさ以上に、吾々の構想を高めると云ふことは不可能である」 と 云 ひ、 「自然美よりも 異な 


5 〇 


る美を見出すためにル ー ブル蠢れるのではない」と云つてゐた彼の信念としては、何處 まで も 
モデルそのもの V 寫實を重んじてゐた。だから、若し何人か^彼の畫を稱讃して「モデルを美化 
し理想化しだものだ」と評しでもすると——此•の稱讃に間違ひがないにも拘らず——彼は極力こ 
れを否定した〇アングルが何れ程「モデルの理想化」と云ふ言葉を，嫌つてゐたかは、彼の遺した 
逸話から推知する ことが -m 來る 。それは 當に小供臭い程な頑固 さで あつた 3 
然し、彼自身 それ 程に殿格な寫實主義を標榜してゐたに f ず、彼の趣味は、決して文字通り 
の r 寫實 j を許さなかつた。 ロマン. ティック派の作家 ir 對する反感からも推知されるやぅに、彼は一 
切の醜いものに對して、非常に烈しい嫌惡を感じるのが常であつた 。それ 丈に、古典的な端正な 
美しさを好んでゐた。畫家の中ではラ ファ. エルを、音樂家の中ではモッ ァルトを最も 尊敬してゐ 
たと云ふ.事でも解るやぅに、彼は純化洗練され拔いた赂式美を愛する人であ•つた。氣品の高い 
，偉大さと、構！一の賢明な秩序と、寫實的な手法の堅實さとを好んでゐた 彼は、 性格的で あると 同 
時に典型的なもの、彫刻的であると共に繪畫的なるものを求めた。アングルの藝術論では、壯大 
さ七繊細さと云ふ二つの性質が決して，矛盾しなかつた。純潔でありながら而かも感官性を 失つ て 
W •古典主義 
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•はゐなかつた。かぅしたアングルの要求から生れた彼の作品が、クラシックな香の高い美しさに 
輝いてゐるのは眞とに自然なことである。アングル•の扱つたもの、中では、宵像畫と鲇人の裸體 
.像とが、當然、最も優秀な出來榮であつた。神話や傳說をはじめアレゴリーの類を扱つたラファ 
H ル張りな作品もあるが、此處に彼の長所は認められない。 

アングル*の個性を活かしてゐた此種の#唸と、趣味と、理想とが、彼の生涯を通じて何んな具 
合に表現されて行つたか？當時畫界の大御所だつたダヴィヅトのアトリエに人つたアン.グルは、 
其師との問に親しい關係を見出すことが出來なかつた AO ローマ賞を羸ち得た一八〇〇年から遊學 
の途につく同六年まで、ルーブルに通つて*來の大作に接し、歴史博物湔を訪れて敎養を補ひな 
が暮してゐた時代には 、 c 尚時の.若い作家の間に流行してゐた極端な擬 -a 主義の影響を 
，受けてゐた。ギリシャ美術の古拙期を代表する壺繪の樣式を模倣したやぅな作家が.此頃の紀念で 
ある。 然し 同時に此•頃の思出として、寫實性の非常に懸實に現はれた«像畫も殘つてゐる。將來 
彼の侗性の力で漸次融合統一されなければならない趣味と主義との二つが、矛盾した儘で旣に此 
時代から規はれて ゐ穴 。イタ リブの 遊學は \ A 年間の 長期間に « つてゐ穴が、 ® に彼の生顏を 
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代表する多くの優秀な婦人の裸體畫が、殆ど全部完成し或は着手されてゐる o 「浴する女」の一枚 

(一四) 

や「オダリスク」(一 a grand Odalisque } を完成してゐる他、遙かに後年になつて完成された「ヴ 
1 -1 ュス •アナ ディオメ ン」 (vaN Ims auadyom 6§3や「泉」をは t め、他の 一枚の 「浴する女」 
•(一 a Baigneuse , assise sur le bord dcn lit 〕 等も、旣に此頃着手されてゐる。彼の先進者達——ジ 
ヱラール やルノ ー (Ke.gnault) など——が等しく生氣の失はれた、弱々しい、まるで石膏の模造 
品のやぅな裸體畫 を 描いて ゐたの に比べると、 アングルの 女は、彈力的に張り切つた筋肉と、溫 
い血潮と、潑_たる機能とを持つてゐた。「理想化ふ名の下に自然の力を奪ふことを嫌つた 
彼の要求は、遺憾なく充されてゐる。中で A 殊に、 ル ー ブル 藏の「オダリスク」と シャン テ VI 
ユの館にある r ゥキ -1 ユス •アナディオメ ン」とは非常に美しい。滑らかで柔らかく張りのあるそ 
の肉體 は、觸感 をい どむ 程に生き^^ てゐる 。ヴ ヱネチアの 大筆家 ティチアノ 以來 の、 クラシ 
-ックらしい クラシックな 肉體の美しさを、此處に見出すと云ふも過言ではあるまい。 

その他特に顯著なものとしては、ラファエルを硏究しつくした結論として生れた「ルイ十三世 
• Q 誓願」がある。一八二四年、イタリア滯在から歸つた時の紀念である。當年のサロンにはこの 
H 古典主義 
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フラノス.の 5 n : 代道 

U フファ H ル張りな作品と同時に、ロマンティスムの誕生を語るドラクロワの「シオの殺戮」や、 
風景畫の先驅者コンステーブルの作品など，が, , I ',品されてゐた。當時の壯觀は美術史に親しむ者の 
络想を そ、 らずに置くまい。 

この度のパリ滯在時代には、ロマン.ティ"ク派との反目抗爭が非常に激しかつた。十年の後、口 
1 マにあるフラン. X •アカデミーの長官として彼は再びイタリアに赴いたが、綠濃いビンチオの丘 
を裝ふメディチのヴィラで、1!^藥に親しみながら自適生活を送つた後にまたパリに歸つ‘て來た。 
畫界の敬意を一身に集めながら世を去つた彼の生涯は、その藝術的信念の普及と徹底とに費され 
たのである。 

0 

* アングルにょつて頂點を極めつくされた古典主義の繪畫が、其後繼者の時代になつて、生氣の 
失はれた形式主義に陷らざるを得なかつたのは止むを得ない〇 K ングルの尊敬してゐたラファエ 
ルの：死後に、遠い過去のイタリアで起つたやぅな現象が此處にも亦繰り返された。それは避け難 
い歴史の約束であつた。フランスの畫界にも亦、かつてポローーアのアカデミーに生れたやぅな、 
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厚化粧の甘さも無いではなかつた。現今リユクサンブールの美術館に、無智な素人の眼を、眩惑さ 
せてゐる 磨き，のか i つた幾多の裸體畫が、所謂 アヵデミックな 様式と して、 ブーシ H 以來の嬌態 
をさらすやぅになつた の もかぅした約束の所產で ある。然し、アングルの 直弟子の 中には、 その 
の風格を形式化し裝飾化しながら、一種の趣 ある 裝飾畫を創造した畫家などが出て来た。氣品 
の高い宗敎畫家 フランドラン (HippolyteFlanddn 1 00 0911 00 6 4) の 製作になる二組の 美しい 裝飾 
畫は其の代表作である。 

元來が宗教的な人格を持つてゐたフランドランは、 •£• 典樣式を裝飾化し莊嚴化しながら、寺院 

の裝飾に適した一種獨特の宗敎畫を創案した。パリの市中に立つてゐる二つの寺、サン••ジ H ル 

鏐 

マン•デ•プレ ( sainGermainldeslpr 6 S ) とサン•ヴンサン•ドゥ•ポ l ^-( saintvipc ; ent — de - paul)t 
の便畫がこれである。前者はビザシツ風0 , モ'ザイコを模して、金色の地肌にモザイコ風の彩色を 
ほどこした全く平面的な裝飾畫で、新舊約書の物語りが内陣の高壁.に橫長く列づてゐる。後者は 
パルテノン神殿の擱間浮彫を檄倣した試み^して、聖者の行列が繪卷物風に扱はれてゐる。全體 
の構111と云ひ、人物の組合はせ方と云ひ、表現の趣味と云ひ、巧みにフィディアスの風格を模し 
H 古典主義 
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プラ y スの近代蜜 

てある。兩者ともその端正な氣品に於いて、等しく#^裝飾に適した試みである。恰1オラトリ 
才を聽くやうな®.い落付があつて、フレス rl *. のやうに生々しくないのが、裝飾畫として成功して 
ゐる所以である。フランスの畫界を通じて裝飾畫の試みは樣々な姿で現はれてゐる.が、•フランド 
ランのそれが"その最も優秀なるもの i 一つであることは云ふまでもない。比較的遠緣ではある 
が、此處にシャヴンヌの先進者〇.一人を見 Hi すことも左程不當ではなからう。 


S 6 


四 ロマンテイクク 


古典主義の , #風がフランスの美術界に專政君主制を布設してゐたのは、一代の骚君ダヴィットの 
時代だけであつた。彼の偉大なる後繼者アレグルの治下では、古典主^と氷炭相容れ難き間柄の 
ロマンティ"ク派が勃興してゐた。そして兩派の間には、あの有名な，爭_の歷史が旣に展開し<ゐ 
たのである。この新興のロマンテ4ク派が、あれ程の惡しみを * 典主義から受けた原因は明らか 
■である。兩種.の主義を、其の極く大ざつぱな特微忆就いて比較してみた丈でも、相客れ難いその 
關係は明瞭 K 首肯される。古典主義が形態の美を尊 m すれば、ロマンティスムは色彩の美を重要 
•視する。古典主義が沈靜なる氣品を求めれば、ロマンティスムは奔放なる熱情を愛する。十 P 典主 
義が整然たる均整さを悅べば、ロマ V .ティスムは渦卷く混沌さに親しむ。古典主義が，古代の異敎 

四 ロマ3/ティツク 
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フラ J / K の近代輋 

文化を崇拜すれば ロマン. テ.. メス ムは中世のクサ•スト敎文化に憧惯する。萬事が かう 云. つた調子で 
ある。これ等の種々雑多な對比の現象が、色彩.と構11と題材と：に最も複雜な表現を 求める 繪畫 に、 
遺•憾 なく 觀察され得る ことは 云 ふまでもない が、特に「造形的」. なフランスの 繪 .® こは、その 純 
粹に「造形的」なる特質が著しい。 

ロマンティック期の繪畫は往々にして題材的興味に補はれやすく、文學的な敍述や哲學的 fe * 偶意 
になりがちなものである。さ 5. した傾向は特にドイツに多く、繪聱を言葉に代べて宗敎や哲學を 
說かうとする作家などが澤山出て來てゐ.る〇旣に述べ.たやう.に、元來 - K イツの畫家達は、純造形 
的な表現以上に、思想的背景を尊重しすぎる癖がある。時と.してあまり fo 理想主義者であり過ぎ 
る彼等が、特にロマンティック期の美術^ • 於いて、其の缺陷を暴露したのは自然である。其處に行 
くと、常に實證主 a 者であり、「造形的」な物の視方をするフランス人は、ロマンティックの運動を 
起すにあたつても、造形的な地盤を離れ蝶細工の翼で天翔るの愚を敢てしやうとはしなかつた。 
何處まで4 b « 描きらしかつた。從つてまた」ドイツ人からみるど I 不當なことではあるが I 其 
處に不滿があつた。特に精神的色彩の濃厚な彼等からみれば•了フン•スの藝術は — 文學こして 
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も美術にしても——所謂 r ロマンティ"クらしく」ないのである。そこで•ドイツの歷史家の中には" 
フランス畫界に於けるロマンティ"クの運動を、條件付きでなければ肯定しない人達もある。例へ 
ば、「ヴィクトル•ユ .1 ゴ—を•ロマンティックと云ひ得る限りに於いて」とか、「若しフランスにも口 
マンテ i ク派を認办るとすれば」とか云ふ斷り書きを、いつも忘れないので.ある。然し此處には、 
美術家として フランス 人の持つてゐる强味 こそ あれ、決して弱味はない。ロマンテ t クの r 樣 
式」を造形藝術の視的形式から考察するならば、むしろそ s ロマンティ"クらしい特質は、フラン 
スの繪畫に求めらるべきであらぅ。 

フランスの美術史上で、視的形式上ロマンテ i クらしい傾向を帶.びてゐた最初の作家はワトー 
である。 愛の 詩人として Fslegalante を美しく 描いた優雅な彼の好みは、强烈な熱情を愛する 口 
マンティ"ク 趣味とは決して似通ふものではない。然し、色彩と情緖とを重んずるその表現形式を" 
ブ.ッ .サン 風の古典様式と比較して みるなら ば、——且つ「古典派」と「ロマンティック派」と云ふ 
粗雑な槪念で、フランス繪畫史上の1:に相客れ難い二つの系統が代表され得るものと假定するな 
らば—、ワトー をロマン-ティッグ系統に入れて考へる ことは 許され やぅ。 然し、事實上、 直接に 

四 ロマンテ—ツグ • 
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フランスの近代畫 

ロマンテ3ク運動の先驅者となつた作家は誰であつたか？戰爭畫家のグロが其の 最も 顯著 なる 
代表者である义とは旣に述べた通りである。 

ダヴィットの愛弟子と して 其の藝術的生涯をはじめた グロは、若い 時から、 フランドルやズネチ 
アの色彩の豐かな畫風に心を惹かれてゐたらしい。大革命當時、貴族の關係者と して BIS まれて ゐ 
た事情から、ダゥィットの好意で.イタリアに遁れたが、遠征軍〇-指插官となつて軍を進めてかた ナ 
ポレオンに知られ、「アルコールのナポレオン」を描いて以來その親任を得て、終にナポレオン 
畫家の第一人者となるに到つた。ナポレオンの H ジブト遠征當時 も、グ： 一はイ《リアに®まつた 
ま、で、 怫軍に從ひながら戰亂の有樣を目擊 して ゐた。時には悲慘な包圍の辛酸 さへも 味つた程 
で、これ等の經驗は畫家としての彼に少からず役立つた。當時の畫界は、ナポレ♦オンを英雄 化し 
た戰爭畫の流行期である。ナ，ポレオン自身"自已宣傳の有效な手段と して 此種の戰爭畫を極力獎 
勵すると同時に、畫家にと つても、 それは榮達.の最も手近な手段であつた〇當代社會の 人氣 者を 
描く ことは 大革命前後の常習で ある 上に、皇帝.の名譽心を滿 足させた報酬としては 輝かしい將杉 
が約柬 されて ゐた。かぅ云つた所謂「藝術政策」の歷史を溯るなら、 遠くはギリシャの昔、 アテ 
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ンの金盛時 代にペリクレスの企 1 1 したパルテノン神殿の镗營事業が旣にそれであり、近くはルネ 
.サンスの^一. M に.、その®富なる例證を見出すことが出来る。然し、ナポレオンの行つた藝術政 
策の如く、露骨にして幼稚なる試みは嘗てなかつた。かうした時代調に盲從してゐた大 •© の畫家 
達は、唯だほんの良い加減な想像だけで戰乎畫を描い.たのであるが、グこ人は戰爭を經驗して 
ゐた。彼の戰爭畫が特別な優越槪を克ち得たことは自然である。その上に彼はル M ベンスの畫風 
に親しんでゐた。此熱情畫家の足跡に從つて渦卷く混戰の有様を描くことが、彼の正しい使命で 
あつた。病兵を慰問するナポレオンの英雄的行爲を讃へた「ジャファのペスト串一者」は*恐らく 
グロの生涯を通ずる傑作であらう 9 當時フランスの畫界も亦、此繪のためには盛大な祝意を惜し 
まなかつ??。コステューム S 正確を期するために綿密な準備を行つた E ' 大な「アブーキル，の戰」 
や、ナポレオン自身のプログラムにょる r h 1ローの戰」なども同系統の作品である。 

戰爭畫の流行はか i る不純な動機から生れた。現在ゴルサィユ宮を訪ふて、あの見世物め.いた 
r 戰爭の廊」に•苦笑する者は、當代の畫界が如何に不思議な狀態であつたかを細るであらう。然 
し、それ程に不純な動機から生れたこれ等の戰爭靈に、實は最も純粹な藝術運動が誘發されつ i 
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フランスの近代遨 • 

あつたのである。傷病兵の苦痛0表情と、怒り狂ふ軍馬の熱情と、砲煙の渦卷き士軍服の雜色と、 
遠い異鄕の風俗と—戰爭畫に描かれたこれ等 I 切の要素は、等しく古典風の繪畫に緣の遠いも 
• Q であつた。そして同時に、何れも：ーマンティックの繪畫にとつては必要缺くベからざる要素であ 
つた。熱情を悦び、色彩を愛し、異鄕の風物に憧れるのは、：ーマンティック繪畫の生命である。か 
うした新しい生命の力を最‘も絢«|に表現してゐるドラクロワが、グ：一の戰爭畫に敬意をはらつて 
ゐたのは當然である。貴族の位までもらつた御用畫家らしい御用畫家が、實は、獨立_、腕一 
本でその時代を築き上げたドラクロワの先進者だつたのである。ルーべンスの取來だと云はれる 
ドラク n ワにと.つて、グロが何の程度まで媒介者の役をはたし得たかは解らない。然し、現在の 
吾々が、ドラク a ワからルーベンスに溯つて考へるとき、»間に存在するグロ-に對しても.その 
「歷史的意味」をこばみ得ないであらう。 

II 

ズニー年、主—塁家ダ 1 卜は • I で羅 Q やうに 弟子達 S へながらサ n ンを訪れ 
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た。そして 四一五番と記された騎馬士官の畫の湔に立ち止まりながら、弟子達を顧みて云つた。 
「これは何處から出たのだ•。この描き方には見覺ぇがないが」と。この畫こそロマンテ}ク派の 
最初の作家、當時二十歳のジェリコ (H s og-re GfcNrilt 17911100243 の出品であつた。ダヴ"， 
卜の 流謫時代に、ジ X リコは 彼をブリュッセルに訪ふたと云ふことであるから、この古典主義の專 
政君主と* P マンティックの 年若い猛者との間には、幾分かの親しみがあつたことであらう。越ぇて 

<1三) 

問 もな く一八一九年のサロンには、ロマンテ i ク派忙とつて最初の偉大なる標石である「メドゥ 
丨サの筏」が出品されたのである。 

此畫に選ばれた題材は、當時9フランス人に强い衝動を與へた.一つの戰慄すべき新聞記事であ 
る。殖民也に航行中坐礁レた軍艦メドゥーサ號の乘員をのせた大按が、曳船に棄てられ漂浪をつ 
V けて、小數の殘存者を殘したま V 激浪の間に弄ばれる有様を描いたものである。遠くに船影を. 
•認めて力の 限り 叫ぶ者•氣力つきて死を待つ者、半ば水に浸つて橫はる幾つかの屍かうした、 
英雄でも何でもない唯だの人間の出来事が、初め•て莊嚴化されたのである。冷めたく單調な色調 
と彫像のやうに硬い肉體とに、在來の樣式の面影を止めてはゐるもの、、もう其處に は、 まぎれ 


63 


フラ V スめ近代盡 

もないロマンティック精神が窺はれる。グロの戰爭畫で軍服の色彩が繪畫化されるととを知つたジ 
ヱリコは、その出世作に騎馬士官を描いた or メド.ゥーサの按」を構成する裸體の屍が、同じグロ 
の名作 r ジャファのペスト患者」に暗示を受けてゐることも推察することが出來る。.；シヱリコは、 
此の大作を完成するために黯くべき綿密な準備を惜しまなかつた。病院を訪ふて末期の苦惱を孰ず 
視したり、屍を素描に採つたり、肉を腐敗するまで保存して其經®を觀察したり、この難船で助 
かつた船大工に筏の模型を作らせたり、病友の憔怦.した姿を寫生したり、海岸まで出掛けて波浪 
を注意したり、難船の經驗談を聽取したり、——其の「寫實」を尊重する努力は非常なものであ* 
つた。精神的陶醉や詩的構想に耽り易いロマンテ t ク畫派の最初の代表作にこれ程堅實な寫 ® さ 
を見出す.のは、「フランスの繪畫」と云ふものを理解する上で意味深いことである。 

馬の好きなジヱリコが、何枚か競馬の畫を描き h げてから、落馬したのが元で死んでしまつた 
後、新興の機運を一人で負ふて立つたのが「ロマンテ i クの獅子」と 17 ばれたドラクロワ (Eug 
peDelacroixl 799 —10063) である。彼は「繪具の煮ぇくりかへつてゐるパレット」を以つて「パ 

リ市中の壁を悉く塗りつぶしてしまぅだらぅ y と云はれた。弟子も養はず流派も作らず、弱 s 肉 
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體をさいなみながら一生を働き通してしまつた。一切の熱情的なるものを欲してゐた彼は、製作 
の仕方そのものからが恐ろしく熱情的であつた。猛烈な製作慾に刺戟されはじめると、殆ど食は 
ず眠らずに畫作を續けてゐたと云ふ。十|'1來の大作家の中で特に彼の注#^を惹いてゐたのは、 t フラ 
ン ドルのル ー ベン スとズ 、不チ 了のヴ H ロネ ー ゼとであつた。•等しく、壯大にして活氣ある構想を 
持つてゐた作家である。思ひ切つて*®式の誇張されてゐる、金色の色彩の溢れるやうなルーベン’ 
スの繪は、人問的と云ふょりもむしろ野獸的に粗野な熱 W を、渦卷く*圖の中に忌 W なく織り込 
んでゐる。このルーベンスを二世紀の後に、そつくりそのま、再來させればドラクロ •ワが出來上 
らう。戰爭や猛 m 狩が、一•一人に共通な好みの題材であつたことも此關係を裏蛮日してゐふ。大找り 
な構想を描きこなして行く腕前で、ゴロネーゼがズネチア派の代表作家であることは云ふまでも 
ない。同じや.うな傾向を持つ南北の兩大家が、新時代のドースクロワを指鳟したのは當然なことで • 
.ある。フランス畫家の中で、先輩グロの他に直接深い影饗を彼に與へたのは、云ふまでもなくジ 
ヱリコであつた。二人はその修學時代から同窓の友だつたのである。 

「メドゥーサの筏」が出品されてから三年の後、ニニ年のサロンに出たドラク！ rv の出世作「地 

四〇マ 〆 チ/ック • 
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獄に於けるダンテとヴィルジル」は、「メドゥーサ J の直接發展し t ものである。ダンテとヴィ 
ルギリゥスの二人が小舟に乘つて罪人達の間を行く。暗い呼吸のつまるやうな雰圍氣の中に、不 
吉な波がうねつてゐる。彼の間に浮沈す a 罪人達の肉體は、瘙_し、腕がき、喘いで.ゐる。苦惱 
に怒り恐怖に戰きながら、彼等は舟べりを口で W み、手足でからみ着いてゐる〇重苦しい色の調 
和に、極めて陰慘な氣分の漲ぎつてゐる畫だ〇ジ H リコの大作と同じく、此畫にも亦裸形の肉體 
の苦惱が描かれた。題材が題材だけに、一？マンティ-クらしい深刻さ S はれてゐることは云 
ふまでもない〇 ロマンティック美術特有の文學趣味が、此處に最初の代表的表現を見出したのであ 
る。面白いことに、當 f 貧困だつたドラクロワは素質な木框を此畫にばめて出品したが、この畫 
に感心したグロは、自費で立派な額椽に代へてやつたと云ふ。 

,次の大作は二四年のサロンに出品された「シオの殺氣」である。《虽.時歐洲の人心を支配してゐ 
た外交史上の所謂近東問題に刺戟されて、ギリシ ' v を愛する熱情詩人バイロンが參戰した ことは 
冇名な事實であるが、ドラクロワの製作にも「シオの殺戮」や「ミソロンギの戰」となつて、か 
うした 時代趣味が發蕗 されてゐる。キオス島に行はれた殺戮の有橼を描いたこの作品は、トルコ 
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兵の殘逆さとギリシャ民族の悲慘な運命とを眼のあたりに感じさせる。年若い半裸體の女を馬に 
つないで 51 きづつて行くトルコの騎兵と"半ば失神して仇敵の暴逆に身をまかせてゐるギリシャ 
の伐民とを前景に置いて、殺® • と火災との混亂を背景に描き、血 M さい空氣に空を包ませた此畫 
は、彼に好感を持つてゐたグ a をすら怒らせた。「ジャファの•ペスト患者」を描いた此の戰 ( ♦畫の 
代表作家すら、 T これは畫の殺戮だ」と云，つて酷評した丈に、此畫の與へたセンセーションは非常 
に大きく、*典主義者の義憤も烈しかつた。南國のィタリアに滯在して、典型的な形式主義者ラ 
ファヱルの硏究に耽つてゐたアングルが其の結論として持ち歸つた「ルィ十三の誓願」と、ルー 
ベ、 VK の再來として北歐風の猛烈な寫實性を受け繼いだ「ロマンテ i クの獅子」が、其の獅子ら 
し S 力を發揮しはじめた此の「シオの殺戮」とは、何れ程鮮明なコントラストを感じさせたこと 
であらぅ。その風格のまるで正反對な二人の E 匠が彼等の服心の後繼茗を送つて、此處に再び藝 
術上の爭_を繰り返させやぅとしたかの觀がある。果してこの晝は、 * 典主義に對する‘ロマンテ 
ィック派の挑戰狀となつ た。 兩派の間のあの有名な軋操が此處にはじまる。現在から考へてみれ 
ば、 此畫の出來榮は I 波の後期の大作に比すれば I 遙かに拙ないものであつた。「これがそ 

四 ロマンテ <ッグ 
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れ程の問題を惹起した作品か」と意外に感じる人もあらう。然し、あの時代の形式感からみたと 
すれば前代未聞の大膽さに思はれた筈である 。.V 

「シオの殺戮」に端を發しながら、而かも遙かに優秀な完成さを示してゐる後期の作品が二つあ 
る。「一八三〇年七月二八日」と題するパリ市街戰の畫と、「十字軍コンスタンティノ 1プ*ルに人 
る」とがこれである。兩者共に一種の戰爭畫ではあるが、前背は、「現在のフランス」か一題材を 
求めた唯一の作であり、後者はロマンティック特有の東方的歷史趣味を代表する作品で、共にドラ 
クロワの傑作である。二枚共に濃厚な色彩が非常に美しい。二十世紀初頭の色彩畫家達が、何れ 
程此の畫から刺戟されたかと云ふ事情を知つてゐる者にとつて、此畫の•與へる感銘は深い。然し 

二五) 

色彩と云ふ點から、思ひ切つてドラクロワを代表してゐるのは何と云つても「アルゼリ了の女」 
であらう0 

色彩と光との豐かな近東から南方へかけての地方を、七ケ月の間旅行する機# • がドラクロワに 
與へられた。その收獲の結晶が此の「アルゼリアの女」であつた。此處には、寶玉のやうに深め 
く色彩の美しさと、東方らしく綠惑的な肉#§の魅力とが描かれてゐる01しばらく暗い廊を通つ 
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てから婦人室に入る。絹布と黄金との錯然たる中に現はれる女と小供の新鮮な顏色と生き < し 
た光とに眼はくらむかと思はれる」と、ドラクロワは書簡の中に述べてゐる。千一夜物語の濃艶 
さを近東の自然の新鮮さにもどしたやぅな美しさが、むせかへる程な高く强い香りを發散してゐ 
る。しばらくでも此畫の前に立つたことのある人は、生涯あの色彩の魅力を忘れることが出来な 
いであらぅ。ロマンティック特有の近東趣味が，フランス畫界のクラシック的要素 i なつたのは、實 
にドラクロワ以來である。最初に近東を訪れた畫家はドゥヵン ( Decamp 3 ) であつたが、フラン 
ス傳來の異鄕惝調を愛する趣味が畫界の傳統となつて、現代の畫家にまで一種の支配權を所有し 
てゐるのは、何と云つてもド•ラク：！ワの影■に歸せねばならぬ。當代を支配してゐた東方趣味の 
作品として、アングルの代表作「オダリスク」 i ドラクロワの傑作「アルジェリアの女一とを、 
鮮かな對照にある二つの大作として、同じ室內に間近く比較することの出來るのは非常な¥であ 
る0 

ルーベンス風の性格を持つてゐたドラクロワは近東地方の風物に連關して猛 m の畫を澤山描い 
てゐる。馬に乘り槍を持つターバン姿の土人が、虎や獅子と鬪かつてゐる有様は彼の好みの題材 
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であつた,色彩は濃く熱情は烈しく、それに朿方の風土の香が高い。，當時の彫刻家にルイ％ハリ 
(Louis Barry ) の如く猛獸專門の作家が/ I 1 ,たの.も亦、ロマン，ティック趣味.のかうした一面から來る 
のであらう。彼にはなほ、ロマンティック派の趣味として文學的題材を扱つた作品が多い。英國に 
旅行した頃から、シヱクスビーア、ス b ット、バイロン等の作品を寄：題に求めることがしば< 
あつた。旣に出世作「ダンテとヴィ凡ジル」からがそれである。菓堀りの場のハムレットをはじ 
め、ルーべンス風の大作サルダナパ1ルなど、皆かう云つた傾向の作品である。それから、最後 
に肖像畫であるが、此處にも亦、アングルとドラクロワとを比較する面 r4 い作 - n p« がある。アング 
ル.のケルビーーとドラク：！ワのショパンとがそれである。二人の氷炭相容れざる作家が、等しくそ 
の生涯を音樂家として立たうとした思ひ出として、吾々の微笑を謗はずに置かない紀念である。 
音樂好きな點で♦は似てゐながらんこの二個の肯像畫には美術家としての彼等の反對な性格が、何 
處までも頑固に自己を主張してゐる。 

アングル0 . 强烈な性格に守られてゐた古典主義が、力の弱い彼の後繼者達にょつて形式化され 
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傳統化され、終極に於いて、唯だきれいな丈の裸體畫の群となつてしまつたやぅに、ロマンテ i 
ク風の文學趣味や異鄕情調も、ドラク n ヮの根强さなしには非常に危險であつた。ドラロッシュ 
(Paul Delichcl 79711 00 56〕のやぅに、俗人本位の演劇氣分を愛する作家が巾を §• かせたり、 
まるで地理書の拇畫のやぅな東方の風物畫が流行したりしたの»、皆かぅした.關係からである0 
TU 典主殺の場合と等しく、 a マンティ”ク派にも亦彼等の陷るべき運命が待つてゐた。其の主義を 
標榜することあまりに濃厚に過ぎて、觀察の緊實さと表現の力*とのこれに伴はざる多くの作家 
にとつては、兩派共に等しく危險な主義であつた。然し、この危險な道を切り抜けながら、其處 
1 に獨特の使命を見出し得た若十の風變り&作，がある。そこで談の順序として、1年代から云 
ふと可成り後のことになるが^ —此 te にしばらく此種の作家を考察して置きたい。 


I 

# ' 

raD マ ^ チィツグ 
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五理想畫と裝飾畫 


十九世紀のフランス畫界 に、 前代未間の大波 ill を卷き起した古典主義對 B マンテミクの確執が、 
一面に於いて、本來人問の性情に宿つてゐる扁狹さに起因するものとしても、また他の半面に於 
いて、兩派の藝術的傾向そのものが、必然的に融和し難いものであることを認めなければならな 
い。純造形的な形式感から考へても•、題材を選ぶ場合の趣味からみても、一切の傾向が兩者の間 
で正反對だつたことに就いては旣に述•ベた通りである。然るに此の和解し難い二種の形式感の間 
に、，一侗の折衷的な、而かも潑淛たる生命を失つてゐない様式が生れて來た。不思議な魅力を持 
つてゐるシャセリオ ( T . g:odore Chass 6 rian 1819—1856 ) の繪がこれである〇シャセリオはアング 

ルの信任の最も厚かつた祕藏弟子であるが、問もなくドラクロワの流を汲ん.で、其處に獨自の境 
五 理想査と裝飾盡 
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地を見' Hi したのである。頑^アングルの恩愛が嫌惡に代つたことは云ふまでもない c 彼は生涯シ 

♦ャセ.リオの繪から眼をそむけた。人を訪ねても、シ，ャセリ木の繪が揭つてゐると顏を掩ふたと云 

はれてゐるっ然しこの變節者 fe 美しい繪には、アングルの面影が消ぇてしまつてはゐなかつた。 

f 

異鄕の土地，に生活してゐた父と異鄕人の母とを持つてゐたシャセリオの性格の中には、旣に異 
鄕的な趣味が培かはれてゐた.ことであらう。十歲の時からアングルのアトリ H に人つてゐた彼は、 

其師から非常に愛され且つ信賴されてゐた。然し、イタリアに遊學して十：！代の作品を觀察してゐ 

♦ 

る頃から、漸次自己の境地を自覺して、.次第に恩師から遠ざかるやうに，なつた。一八四二年の作 

〇七) • 

ー エス ー アル」 (^Esther se paraut PErdtre pr s ' ste au roi Assliel.ao に現は il て tQ る M 人っ型は、 

ゴトティ H の評してゐシやうに全く「ギリシャ H インド式」である。輪廓の細めな顏に、大きく 
印象深く惱ましげな IK が美し S 。 象牙のやうな肌の細つそりした肉體も怪しく蟲惑的である。千 
一夜の濃翻な物語に fli て來るやうな女である。アングル ( D - 十：！ iaL * ハ趣味から離れて、ドラクロワ風の 
近東趣味に接近しつ、ある事情?: 1 感じさせる姿である。アングルの「オダリハ】”'」とドラクロワ 
の「アル.ジ H リアの女」との後に、シャセリオの「エステル」 を道いて老へる ことは 非常に興味 
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深ハ r 名はトル n の宮廷内に住む女になつてゐても、「オダリスク」は^ァフエルの世界から拔け 
出て來たモデルである。アルジ X リアの女には南國の鄕土のむせる程な香が高い。「ギリシャ= 
ィンド的」•な H ステルは、シャセり才の構想に產れた稀屬の不明な女である。 

けれどもシャ七リオを代表して、フランス畫界に於ける彼の地位を重からしめてゐる大作は、 
パリの會計檢赉院に描かれた裝飾砍畫である。慘ましいことに lit 大作は、コンミユンの亂の火災 
で建物が燒けてから、長年の間雨ざらしになつてゐた。今ではその一部分(「平和」と名付けられ 
てゐる〕がルーブル美術館內の薄暗い廊下に救はれてゐる。フランスに於ける壁畫の歴史を考へ 
る上で 最も 紀念的な作品の一たるを失はない。アングルの疽弟子フランドランの辟畫に就いては 
旣に述べた。代表的な裝飾畫家シャヴンヌの前に、シャセリオのゐたことを忘れてはならぬ。恰 
もロダンの存在が偉大なカルポーを前提してゐるやぅな關係である。「ギリシャで修業した印度 
人」と云はれたシャセリオは"彼の藝術的现想に基ゐて、和解し難い古典主義とロマンテ4クと 
.を調和統一することの出来ためづらしい作家である。 

五理想寶と裝飾畫 
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フランスの近代董 

二 

シャセリオょりも其折衷的 C 向に於いて.更に著しく、理想の世界に沈潜することに於いて更に 
深い畫家はモロー (Gustave Moreau 1 0O 26—1 0O 9 S ) であつた。富裕な家に生れ、母親と二人で孤獨 
な生活を送つてゐた彼には、生活そのものが極端に理想主義的であり得た。今ではミユゼーにな 
つてゐる彼の住宅は文字通りの「象牙の塔」であつた。この象牙の塔を訪れて、其中に所藏され 
てゐる數多くの油繪や水彩の素描に、怪 - L く不思議な空想の世界を窺つたことのある人は、まる 
で蒸し暑い夜の夢のやうに不思議な追憶を持つてゐふであらう。英雄と妖婦と詩と死とを象徴す 
る奇怪な幻の世界が、或は壁畫のやうに大きく、或はミーーアチユアのやうに小さく、或は密敎の 
佛畫のやうに、*或は寺院の祭壇畫のやうに、樣々な形式に描き出されてゐる。「私は眼に見、手 
に觸れるものを信じない。眼には見ないで唯た心に感ずるものを私は信じる」と云つてゐた彼は、. 
その幻想の世界を象徵するにあた.つて、凡そ造形化され得る I 切の手段を利用した。 レン ブラン 
卜の神祕的な明暗やィタリア畫家の壯大な構 1 M 1 、ドラクロワの濃厚な色彩などは元ょり、サラセ 
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ン建築の薄明にきらめく室內から東洋の尊像の怪異な形相まで、時代 § 誤や情況の不調和を意 
とせずに、何でも使へる限りのも•のを利用した。そこに彼の所謂「豐富さ」があつた。その渾然 
たる融合の間に一種不思議な魅力があつた。それは決して"唯だ甘い一方の折衷ではない。種々 
雜多な借りものが、何れも完全に消化されつくして、絢爛に裝飾化され"怪しく灯想化さ，れてゐ 
た0「スラ ミト」 の姿はシャセリオの描く女の如乂、「エディブスとスフィンクス」はイタリア十 
五世紀の畫風を思ひ出させる.。「ユー n 1パ」を海中に誘ふ牡牛はコルサバードの宮殿を守るア 
ッシリアの人頭牛その a であるし、「良きサマリア人」の繪にはレンブラントの風格を ffi ぶことが 
出來る。「サロメ J の舞ふべロデの宮殿はサラセン風に裝はれ、「セメレ」を抱くゼウスは不動明 
王の如き形相をしてゐる。ギリシャ諸神の王たるゼウスの如きは、ホメロスに歌はれフィディア 
スに刻まれて以來、•其頃からの现想型が不朽の傳統として存在してゐちに拘らず、モ n 1の繪に 
表はされたゼウスはまるで密敎佛そのま、である。濃綠色の肉體に巨大な眼が怪しく輝いてゐる。 
此畫の範が、はたして東洋の繪畫であつたか何ぅかは確證を v # ないから解らないが、モローの性 
格から云つて、. v れは必ずしも不可能なことでなく、決して牽强附會な m 說とは云へない。かぅ 
五理想費と裝飾畫 
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したモロー の藝術を代表する作品の 中で、 最も 目新しく感じられる のは' 水彩の大作 「 lb 砂)」 であ 
らう。この作は、妖艶な サロメの 前に血のしたたるヨハネの首が光輪に 包まれつ、現はれシ冇 蒙 
を 描いたものである。水彩描にあれ程な大作を見るの もめ ヴ y しいが、 •モロ ーの^. としても 最も 
優秀な作品，の一つで2>らう。畫面を包む神祕的な氣分から色調構 til 等<75技巧まで、. 巾し分のない 
出來榮である。 

參 争. 

然し、彼も亦流石にフラン * 八人であつた。これ程までも觀念の狀界に沈潜しながら？表現の仕 
方湫飽くまで造形的である。ドィツの神祕 m 家べックリンとモロ ー とを混同して はな ^ない。 ベ 
ックリンは畫を通して自然神敎を說き、幽幻な死の世#を觀じるのである C 畫家としては甚だ如 
何がはしく、極めて不健全な試みと云はねばならないが、それに反してモローの畫は！その戎 
功した試みに於いては-.唯だ絢爛な裝飾畫である。例へば壁掛けや氈の圖案のやうなものであ 
る J 或はまた、こつて A 上藥をかけた色彩の©かな燒物のやうなものである c 畫の 主題に拘泥し 
ないで純造形的な立場か a モロ ー の繪をみると、其處に一種の、 高い «:. 味に於け るエ藝的な 美し 
さが 見川され る。あれ程理想の 世界に 閉ぢこもつてゐ5が、 弟 r 達に向つ て T トレク の 才を 
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讚へたと云ふことは、彼の藝術的感覺を * もょく辯護するであらぅ。象牙の塔に住みながら、パ 
リの魔窟に沈潜してゐた t > l トレクの風俗畫を認める丈の雅量を持つてゐ.た彼は、決して甘い空 
想家ではなかつたのである。 

三 

十九世紀前半期の裝飾畫に就いては、旣にフランドラシとシャセリオに就いて述べて置いたが、 
此方面に後半期を代表してゐるのはシャヴンヌ (puvis de chavanss 1 00 24198〕である-〇リヨン 
の資産家の家に生れて糊口の.ための畫作を必要としなかつた彼は、•畫界の確執にも加はらず、靜 
かな生活のぅちに靜かな風格を持つ製作を續けてゐた。再度のィタリア旅行にルネサンス畫家の 
影響を受け、祖國の美術家の中では、*くはブッサン、新しくはシャセリオの感化を受けてゐた。 
プッサ、ンと彼との間に共通な、氣品の高いフランス趣味を感じるこるは不當でない。シャセリオ 
の壁畫がシャヴンヌの出現を豫感させてゐることは、斷るまでもなく明白である。けれども、こ 
れ等の作家達とシャヴンヌとを分つ主要な相異點は、シャヴンヌが徹底した裝飾畫家であつたこ 
五理恕迸と裝飾畫 
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とにある。彼の藝術では、一切の寫實的な要素が裝饊的效果の背後に隱れてしまつてゐるし、一 
切の題材的なるものが悉•く形式化されてしまつてゐる。この意味から考へれば、彼の作風は極め 
てフランドランの樣式に類似してゐるものと云ひ得るであらう。それからまた、シャヷンヌとモ 
ローとに趣味の類似を肯定することも許されやう。アングルをラファ H ルに比し、’シャヴンヌを 
ジ？卜に比することも、恐らく當を得た比喩と云へやう。 

生れつきの裝飾畫家であつた彼が、世の中に認められるやうになつたのもかう云つた方面から 
である。一八六一年のサロンに送つたタブローの「戰爭」と「平和」と名付けられた作品が、ア 
•ミアンの博物館の裝飾畫に採用されたので、六三年.のサ U ンに出品した f 勞作」と「休息」を彼， 
は自費で寄贈した。ツャヴンヌ自身の考にょれば、この二對の作品は相連關するものなのである。 
そこでアミアン市は彼の好意を德とし、越へて六五年、更に「ピカルディアに幸あれ」を以つて 
向館の裝飾を行つた。この作は.%シャヴンヌがはじめから壁畫として目論んだ最初の作品である。 
それ以來シャヮンヌは、彼の生涯を通じて殆ど镗畫ばかりを描き通してゐた。六七年マルセイユの 
博物館に、七二年ボヮティエの市廳に、七七年パリの。ハンテオンに、八}二年リョンの博物館に、八 
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四年 パリの ハー，^ボン大學に、八九年ょり九三年までパリの布廳に、九〇-年ょり九二年までル ー ア 
ンの博物館に、九五年にば太西洋を越ぇてボストンの圖書館に、九八年再びパリのパンテオンに、 
休みのない製作が繼いた。 

フランス 人'らしく自然：に親しみ寫生を重んずる彼であつたから、これ等の大作にか、る前の準 
備的•な素描を撮るときには、常にモデルを使用して精密な觀察を怠らなかつた。此種の素描は、 
.小さく桝形に線の 51 いてある紙の上に念入りに描かれる。これが出來てしまうと、唯だそれを桝. 
形の割合に擴大して、引き延ばしながら壁畫に描き上げて行く。そこで、素描，の時には寫實的だ 
つたものが、壁畫になるとすつかり圖案化されてしまう。複雜なものが單純化される。素描の場 
合に、當然立體的であつたもの f 、 壁畫では平面化される。風景すらも全く裝飾化される。空氣 
もなく陰影も少なく、靜かに流れる輪廓の線と、淡く柔らかな色彩とが、一切を調和し統一する。 
感情もなく音響もなく、唯だ透明で靜寂なシャヴンヌの世界は、かうして描き上げられて行くの 
である。彼は何んな場合にも、裝飾家たるその本分を忘れない。建物の内部の様式や色_が•壁 
畫としつくり合ふやうにいつでも心掛けてゐる。建築の內部が裝飾敗けをするやうな失敗を抛し8 
五理想蹵と裝飾畫 


フラゾスの逬代畫 

て彼は誘致しない。撰面から離れて喷畫だけが m しやばると云•ふやうな結果は、シャヴンヌの仕 
事からは起らない。建築的な調和と云ふことを主 M . に置いた極めて理智的な W 意の周到さが、合 
理的な法則を求めてゐた。壁畫は、鉋くまでも、これを圍んでゐる石材の色調に順應しなければ 
ならない笞である。パンテオンでシャヴンヌの製作振りをみてゐた人の語るところ•にょれば、シ 
• ャヴンヌは堂内に入るときには*何時でもきまつて石材の色調を注意してゐたと云ふ。實際、あ 
れ程に白つほく淡泊な堂內に描かれてゐながら、シャヴンヌの壁畫だけは建築との調和が非常に 
良い。薄布を避してみるやうな、 A 色の混ざつた色調の柔らかさが、堂內の氣•分にしつくり調和 
して感じられる。それ丈にまた、同じ堂內に描かれてゐる他の作家の^_、不調和であり眼ざ 
わりでいけない。がさ-^した色が"まるで穢らしく思はれる程である。ソルボンヌ大學の講堂 
を飾る學藝の象徴圖も亦同じ約束に基ゐて描かれたもので、堂內の黑つほい感じと調和 
するやうに、沈んだ色調で統一されてゐる。その感じがやはり美しい。 

シャヴンヌの 後繼 者には モ ー リス •ド ublaudce Denis (一 870 1 〕がゐる。シャブンヌにあつて 
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は氣高く叙事詩的でぁつたものが、ド n に於いては晴れやかな抒情詩や長閑な牧歌に變つてゐ 
る。自然の裝ひの絢爛な森の中に舞ふ異敎の神々の喜悦や、日の光の明るく柔らかい僧院を背景 
とする聖傳の世界が、手際ょく裝飾化されて扱はれてゐる。フランス現代の裝飾畫界は彼に於い 
て其の良き代表者を尨出すものと云へやぅ。 

争 ♦參 
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六一八 三〇年代の風景畫 

I 

フランス繪畫史上に 思出の深い一八 二 四年のサロンで、アングルの「ルィ十三 世の誓願」 とド 
ラク ロワの 「シオの殺戮」 とが 昵み合つてゐた時に、當時殆 ど名を知られてゐなかつたィギリス 
の一風 景畫家コン. ステー ブル (John Constable 177611837} が三枚の 風景畫を出品して ゐ to 1 
河と乾草を積んた二^ 車と、ロンドンの 近郊とを描いた風景畫. であつ た (canal, chalTettep 
foin traversaut uu gl5' v {一 e prc、s de Lolldre)。 これこそ.^ 、當時の 批評家が賢し く 語つ てゐる通 
り* 眞とに「フランス風景畫が變身す るた めの 起源」 となつたものである。あの强烈な戰爭畫を 
一氣呵勢に描吾上げた色彩 畫 家の ドラクロワ さへ、 この コンステ ー ブルの秉を搬入の際に瞥見し 
て、 自作の空に急遽 加筆した 程 だと. 云 はれる。あ•の「殺戮」の畫が政府に買上げられる や否や、 

六 一八 1一一 〇年代の 風景蜜 
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フラゾ ス Q 近代畫 

そ.の金を旅費にして直ぐイギリスに.渡つた位で、コンステーブルに對しては餘程の敬意を表して 
ゐたものらしい。あの色彩畫家でさへ左様であつた程だから、このイギリス人 f 年若いパリの風 
景畫家達に與へた衝動の强さは非常なものであつた。大革命以來途斷へてゐたフランスの風景畫 
•界に、かくて一大轉機が倒来したのである。このころから、十九世紀末葉の、太陽の熱と光とを 
描寫してゐる外光派の運動まで、連綿たる風景畫の發展，がフラン.スの畫界を賑はすやうになる。 
風景畫の抟つ勢力が、近代の畫界を彫：倒しはじめる發端が此處に見出されるのである。 

. 然し、コンステーブルの出現する以前にも、フランスの畫界に風景畫の勃興を豫感させる徵は 
•あつた。近世の美術史上で、現在吾々が「風景畫」と呼んでゐるやうな種類の作品 I 卽ち 

• . 〇九) 

sage lI Hme - かまとまつて出るやうになつたのは"十七世紀のオランダからである。風景畫と 

• 云ふもの、歷史を終局のところまで溯りはじめるなら、現存する最古の遺品は、ポンペイ地方の 
住宅建築を裝飾してゐた壁畫に見出される。恐らく古代ローマの習慣として、室内の裝飾用に風 
景畫を■使つたものであらうが、現在べ，スピオの熱灰の下から發辦された作例が、何の程度〇*畫エ 
に描かれたものかは不明である。畫エの資格が不明である以上、それ等の遺品に基ゐて、當代風 
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景畫の發達の段階を決定することは六ヶ敷い。クリスト敎の時代に入つてからは、先づレオナル 
ドの素描の中に一四七三ハヰの年號の！^してある有名な寫生畫を杜じめ、多分彼の眞#であらぅ 
と思はれる若千の寫生畫と、自然現象の硏究に使つたらしい素描とが殘つてゐる。同時に北方の 
”畫家デューレルの筆になる嘰多の趣深く美しい水彩畫がある。•子不チアのジョルジョネが描いた 
「 EJ ^ a Tempesta) と名付けられてゐる色彩の非常に美事なタブ ロー (Galleria Giovamielli 藏) 
•を も-亦!! t 種の作品として數へることが出來やぅ。これ等が恐らく最も古い作例であち。しかし 
「自然を發見した」ばかりのルネサンス時代には、純然たる風景畫の一般的な勃興はなかつた。 
前にも云つた通り、十七世紀のオランダになつて、 ppysageiutime のまとまつた最初の發現が認 
められるのである。此の頃になつて「風景畫」と r 靜物 WJ と云ふ二つの全く新しい部門が繪畫 
，史上に展けて来た。勿論、’「風景畫」の意味を遙かに擴大 L て、宗敎畫や傅說畫の背景までも包 
括するならば"現在ヴ ティカノ 宮に保存されてゐる十：一代れ「オデュセオ風景畫」をはじめ、ジ"， 
卜の聖傳畫以來ノ連續的に其作例を求めることが出來る。飲し、オデュセオの儆說を物語る場合 
に風景畫の背景が必要なことは、あの漂流記の性質から云つて當然なことであるし•ジ？卜の聖 
六一八11:〇年代の風景：避 
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フラノスの近代畫 

傅聚にしても、さう云つた事情は同様であらう。卜五世紀以來、宗敎叢や傳說畫に殊更 —— 元來 
は不必要な場合にまでも——風景畫を背景に求めてゐる點から考へると"流石ルネサンスの時代 
には、特に風景畫の興味が生じて來てゐる^-とを推察させる。ペルジノの十字架像の付景に描か 
れたゥンブリア地方特有の長閑に透明な景色などは、その最も顯著な實例であらう。然し、これ 
等は要するに fr 景であつたにすぎない。 

然らば如何にして、十七世紀時代のオランダ丈には單純素樸な風景畫が生じたか？と云ふに、 
恐らく、市民階級の勃興と深い關係があるらしい。新敎を奉ずる當代のオランダは、舊敎國スぺ 
ィンの絆を脫したばかりの純平民的な國柄で、市民階級を相手に製作してゐた畫家達は、少形の 
質樸な額畫だけで、當代社會の藝術的な需用を充たして行つたことであらう。從つて、貴族社會 
の趣味に投ずるやうな絢燜な美しさに輝5てゐるものや、實生活とあま〇に緣の遠い題材を扱つ 
てゐるものなどは、趣味そのものとしても要求され得なかつたであらう。當代のオランダ畫が、風 
景畫や靜物畫の類か、さもなくば、^ K 社會の日常生活を描いた室内畫や素樸な肖像畫に限られ 
てゐたこと、宗敎畫の如きも、レンブラントー人の作品を除いて殆どこれを認め得ないことなど 
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は、此の關係基書してゐはしまいか。且つ、レンブラントの宗敎,へも一神祕的な宗敎的 
氣分は濃厚で，あり、眞に宗敎畫らしい宗敎畫であるとは云へ1表現の形式ば全く平民的で、隣 
國 Q フーフンドルを代表するすベンス Q 極めて壽な作風—とは、著しく色彩の異1で 
あつた。ル1ベンス Q 聖母を王妃に喩へるなら、レンブラントのそれは當に農如の如きものてあ 
つた。「聖書を初めて平易なオランダ語に譯した復」としてレンブラントが稱譜されてゐるの 
は、聖傳の世界を聖傳の-世界らしく神祕的に、しかも襲な姿に描いてゐるからで、此處に— 
當代市民 SS 趣味去求と％明瞭に代管れてゐる。かうし SS 傾向が、彼等®—眼に 
觸れて1 Qf 、 襲—として求めたら is こと S する S く S 。 謙遜な 
室內畫や地味な靜物畫が流行したことも、同一の事情から理解出來やう。史家の中*には、オラン 
ダの自然の複雑な情景が、風景畫の發達を誘致したやうに考へる人達も多いけれど、和にも^に 

オランダ S 然ばかり_家の興？惹4はな SQ で—から、此—謹 S めて麗であ 

る。 若しはたして、 市民階級の 勃興と 風景畫 (ppysage intime ) の發達との ra に必然の關係力あ 
るとすれば、同じ理由から、一八三〇年代以來、近代美術史上に風景畫が隆盛を極めた事情を1 
六一八11;〇年代の風景蜜 
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說明することが . W 來るであらう0 、 • • • 
さて'.ラランスの美術界に於ける風景畫の狀況である。十七世紀時代、フランス繪畫の最初の 
勃興期に於けるプッサンやクロードの®が傳說的人物 $:. 點景とする理網風景畫でれること、並び 
に、ヮトーの筆になる優雅な「愛の宴」が庭園樹木を背景としでゐることに就いては旣に述べ t 
力此種の理想風景畫以外に、素樸な齊通 Q •風景畫の氣は—有名な作家の製作の 中には I ^ 
紀の改まるまで殆ど全く無か.つた矣つて良い。ロココ時代の代表的風景畫家 T ベル•口丨ベ 
ル ( Kllb 31. tE 0 b 3 rt 17331180 S ) の作： ig の如きもやはり一種の理想風景畫で、庭園風のものか、 
さもなくば當畔の流行に從つて、- fi 代の廢址などを配合したもの以上に出なかつた。下，つて十九 

f Is 初醬代に蓄れた _ Qf しても、暴誓 I I 種に分けて、1雙は叙壽型 (fa 
yle lde*L , 】e sty es : r2 . que > と田園型(一 e style champsre,le styla pastoral ) 

ら依然として前者のみを尊 m してゐる。のみならず、風景畫專門.の作家す らも、 彼等 自身の使 
命を以つて、單なる傳說畫の背景を描く丈に限つてゐるやうな有樣であつを。 まして ダヴィ， トー 
派の全盛時代に、謙遜な風景畫などの生れやう筈がなかつた。 
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然るにイギリスに 於いては、旣に十八世紀の K 界を 代表して ゐるゲ ーン •スボ ロ ー 0 £. 
10 rough 1727117 800) の やぅな 肖像® 家の 作に風景®が あるばかりでなぐ、ゥィルソン ( S & 
ard will 1714—1700 どの如く風- It 畫專 n の畫家 さへも出てゐる程で、十九世紀に入つてから、 
コン ステーブルをじめポーーン トン ( K . P . B 011 ingto:l 1801 1 182 Co ) やタ ー ナ ー (Avilliam Tn —1* 
1775 — Is 51) 等の 風景畫家が 輩出して、 フランスの作家 達 C 少なからぬ影響を與 へてゐ る。 7 C 來，‘ 
イギリスが、 美術史 h に參與.しはじめたのは 漸く十八 世紀以來のことでありながら、 そのく せフ 
ランスの 畫界に對 しては 可成り大きな 關係 . S : 持つて ゐる。旣に十八世紀時代に、 ホガースの 風俗 
畫がそれであつたが、十九世.紀に人つてからも、ロマンティ" ク期 以来のフランス®家が多く イギ 
リスに 遊び、 彼 地の美術 や 文學に親しんで ゐた 事情は注目に®する。 ヮトー をはじめ、 ドラ クロ 
ヮから 最近のモネ (clgdMCIrc に 至； 〇まで、英國畫界との. i 係は隋分密接であつた。近代フラ 
ンスの風景畫家が•英人コンステーブルを始祖とする に何の不思議もない。 

#こ.. 

六 一八 一..-〇年代の風景 畫 • 


フランスの近代畫 

コンステ ー ブルは" 先進者と しての感化を ゲンスボロ li ゥィル ゥンと オランダ t の畫家 達とか 
ら 受け S 、 最も良く f 8 したのは afQ も Q であつた。近郊に出て、 ff 森と牧場 
とに親しんでゐる間の彼は幸福であつた。小川と水®りと納屋と水車とに彼の心は惹かれ た。「を 
は醜いものを知らない。物の形は何うであらうと、光輝と陰影とは常にこれを美化してゐる」 と 
云つ てゐた彼にとつて は、 自然に親しまずに古畫ばかりを模倣してゐる程に馬鹿氣た誤證 はなか 
つた。「いつも煤ぶつて壤れか、つた古臭い畫ばかりみてゐて、一度も田野と綠草と太腸とを泊 
らない！畫廊や博物館ばかり訪れて、決して神.の創造したものに親しまうとしない！ 肖と 一で f 
ふ馬鹿氣.たことだらう！」と。これ等の言葉は、まるで印象派畫家の主"張のやうに聞へる。秦實 
コンステーブルは、彼の^つた習作の裏面に其時の天候を書き留めて 置く 習 tff を 持つてゐたと 云 
ふ。 モネの先驅者を此處に 見出す のも不當では あるまい 。勿論、 彼の 樣式には 傳統の 世界が 支配 
權を持つてゐたが、 年若い畫家達を剌戟する丈の要素は充分に&つたのである。 

コンステ ー ブルと同じく、一八ニニ年以来パリのサロンに出品してゐた英 人 ボー ーントンは、小 
供の時からフランスにゐた 。十五 歲 g 折 T ブルで榄寫をしてゐる 彼が、 旣に ドラクロワの 注® 
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を.喚起するに充分であつたと云ふが、孕熟な彼は水彩畫に得意で、此方面で特にフランス人を感 
心させたらしい。手際の非常に輕妙な作家であつたが、殘念なことに夭折してしまつた。それに 
も拘らず、若いフランス人を! I 導する丈の使命は充分はたすことが出來たのである。 

フランス人が、潑瘌たる自然感の下に風景畫に親しみはじめたのは旣に始祖プッサン以來のこ 
とであるが•何れも理想畫家ばかりで • rayspgc intime を描いてゐたのはほんの少數の、しか 
も、ほんの謙遜な役割し加美術史上に持つてゐない人達ばかりであつた。プッサンの近親にあた 
るガス パル•デュゲ (cipard Dughet 1613 —1 G 7 VS の如きはその一人であつた。驄馬の 1 ? に®道 
其をつけてローマの近郊を寫生して步いてゐたと云ふ。穩かなまるで日本畫のやうな彼の風景* 
が、ローマの寺の外^の SI に見掛けられる。彼の畫には、所謂『理想風景畫 J らしいところが少 
しもない。フランス繪畫史.上で此種の風景畫を描いた最初の作家は恐らく彼であらう。下つて、 
十九世紀に入つてからも、この程度の風景»家ならば少しはゐたが、何れもこれまでの美術史上 
殆ど北ハ名を認められないやうな次第で、外來者コンステーブルの名前ばかりが獨り.光彩をはなつ 
六一八 il : 〇年代 の 風景 遒 
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フラゾスの近代畫 

てゐ た。 以前から、新しい 風景畫の 先驅者として許されて ゐたのは ジ H オルジ•ミツヱル (Georg 
esMslell 763 — Is 433位なものであらう。彼は若い時分から他人の世話になつてゐたが、洗灌女 
を妻にして大勢の 小 供を 養 ふやうになつてからは餘計に困つてゐたら . L い。ある貴族の保護を受 
けて 其の領地に 住み、#好きの 貴族とアトリヱ暮しをして風景畫を描いてゐた。彼の製乍丈大體 
三つ， Q 時期に 分け 5へられる。はじめは 槐策の 時代で、十七八世紀の寮家達 I 特にオランダ 
人達 I の風格を倣つてゐた。次は、傳統の世界 S :. 離れはじめた時代で、イギリスの畫家 I 特 
‘にコンステー ブル 1 の影響を 受けて ゐたことが認められる。最後の時期は、極く 單純で平凡な 
風景に興味を感じて 此 種の寫生をはじめた 時代で ある 〇全體 として、 年 •と共に寫實的傾向が 著し 
くな*1;つ、あること，が認められる。オランダ 畫の 傯統は 未だ幾分殘つ てゐたが、同時に新時代の 
曙光を も豫感す るに困難でな5。かう した關係 から、，脒期を 代表す る作家としての彼を 認める 
ことが 出來.るで あらう。大革命の折に•は•ミシヱルも亦ジ v コべン黨 M との交りが 深く、 ロ ベス 
ビエルを 讃美したり"バスティーユの占領に加はつたりしてゐたが、流石に北ハ間 も、 自然に 親し 
むことを忘れなかつた。社會の いさくさから 逃れて折々パリの近郊を寫生に行つ たと 云ふ事* は、 
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かのダヴィット などと比較してみて眞とに M 白い對照である。古典主義者 として nI マ 共和政治の 
讚美者とならずに、風景畫の先驅者として、自然譜美の先例を展いたところに彼の歷史的 使命が 
存在する。 . • 

:| , 

あの執念な•古典派とロマンテ i ク派との爭鬪の間に生れた钽若い風景畫家にとつての新しい 
目標は、古代の廢址を取合はせた理想*でもなく、また自然の熱情を詩化したやぅな荒れ景色で 
もなかつた。唯•た靜かな自然の有りのま i の姿で杳つた。當時の美術批評界でとりわけ新興の風 
景畫を辯護してゐたトーレ^110;)が、書簡の中で懷し氣に追想してゐるやぅ，に、大都會の屋根 
裏に住んでゐた华若 4 畫家達は、窓から見ぇる他人の庭の僅かな樹木の梢にさへ親しんでゐた。 
「春になると、小さなポプラの新鮮な芽生が吾々の心を誘つた。秋になると、吾々は落ちて行く祜 
葉の數を數へた」と云ふ彼の言葉に窺はれるやぅに、唯 ff 素直な心持ちで極く平凡な自然に親し 
みたがろ都會人の感覺が、風景畫の新しい表現を求めたのである。彼等も亦「時仗の兒」である 
六一八 一一•〇 年代の 風景奪 ， 
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フー 7 ゾスの近代蛮 . 

以上、畫界の空氣をまるで呼吸しないわけには行かなかつた。古典派とロマンティ，クの爭ひをょ 
そに、大都會の生活からはなれて近郊の森の野生な新鮮さを樂しんではゐたが、傳統の影は何處 
かに殘つてゐた。然し、新しい感覺から新しい表現が生れて來たことは斷るまで もない 。森の影 
に女神を舞はせたり、喬木を英雄化したりする半面と、印象派に手のと V きさうな 素直さと大® 
さの半面とが、彼等の製作には同時に表はれてゐる。 

新興の風景畫家の中で最も優れた作家は コロ (Camille Corot 1796 1 187 5である。十：！典 派と 
n マンティック派と印象派とが、彼の藝術に於いては、何等の不自然さなく、素直に和合 I 統一さ 
れてゐた。プッサンの昔からモネの現代まで、フランスに生れた一切の風景畫の傾向.が彼の筆に 
融合されてゐる。色調と素描とを尊び、落付いた調和のある全體的效果を求めてゐた ことは、コ 
口の言葉からも作品からも容易に理解される。あの透き通るやうに色の澄んだ水邊や、柔らかく 
靜かな韻律に慄く木立は、コロの風景蹵を代表するも.のとして、誰の‘服にも親しいであらう〇然 
し彼め藝術には、かう云つた「完全な調和」そのもののやうな姿の他に、なほ二種の異相がある。 
「或る朝」(1〇〇503や「モルトフォシテ1ンのあ119」(1〇06とに代表されてゐるやうな、森の女神や 
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質樸な娘を 點景 とする抒情詩的な氣分と、「コリセオ J 0002 6 ) や「ドゥ ー H の鐘樓」(1 00 71}に代 
表さ作てゐる素直な寫生とがこれである。 

コロが畫家の修業をはじめた時、彼を指導した人達は呰理想風景畫の作家であつた。彼にイタ 
リア旅行を薦めたベルタン (Victor Bertin 177511 0042) の如きは、古代の廢址を配合しない風景 
畫と云ふものを金然承認しなかつた程である 0 コロがローマで仕上げた最初の紀念が、あの巨大 
な十：！代 nlv の g 技場を配した風景畫「コリセオ」だつたのも偶然ではない。それからまた、.彼 
が祖國の諸地を寫生して步いた時の同じやうな紀念は「シャルトゥルの本山」 (5 CO 0) であつた。 
n マンティック派の中世趣味と相通ふことを思ひ合はせると、——これは偶然かも知れないけれど 
—— 此處にも亦「時代の兒」たる彼の面影が見出されるやうで面白い〇而かも更に興味を惹くの 
は、これ等の傳統的な趣味から生れた初期の作品が、何れも全く新しい感覺に生れ、新しい表現 
に裝はれてゐたことである。素直な寫生を求める彼の一面が、これ等の作品から明らかに窺はれ 
るのである。晚年、コンミユンの亂を避けてドゥーエに留つてゐた時、家の窓端に坐つて丹念に 
描き上げた「ドゥー H の鐘樓」が、まるで印象派の作品のやうに寫生的であることをここに考へ 
六一八一一:〇枏代の風景蜜 . 
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> フ *> ンスの a - 代畫 

合はせてみるならば、コロが風景畫家として、如何なる歷史的使命を帶びてゐたかを推察するに 
難くない。彼自身、生涯の思出として「コリセォ」を懷しんでゐたと云ふ事實も、此處に新しい 
意味を持つて來る。自分自身に對して求めることの少なかつたコロは、唯一の願望として、 「コリ 
セォ」を美術館に送るこ•とを遺言した。現今ルーブル美術館で此畫に面接する人は、この作品の 
純樸さとつ k ましさとを忘れ得ないであらぅ。 

冷やかな夕暮に沈み溫た、かい曙光に沐浴する森と沼との靜けさを愛してゐた彼の、好みの樹 
木はポプラと白楊と白障と柳とであつた。彼の畫に、感じの堅い喬木の類を見掛けない事實と思 
ひ合はせてみるならば、彼の趣味の極めて抒情詩的であつたことが明らかにわかる 。が、 それに 
も^らす彼の藝術は、決して文學的氣分に惑溺した感傷さに陷らなかつた。 ロココ 風の繊細さを 
持ちながら、決して裝飾的な華かさに硬ばらなかつた。音樂的な韻律の美しさを描きながら、決 
して生氣のない形式主義に墮落しなかつた。‘何處までも新鮮で潑淛としてゐた〇生氣と堅實さと 
に漲つてゐた。此處にフランス人らしい彼の長所がある。當代の北歐畫界を代表してゐた初期口 
マンティックの風景畫家は-若々しい自然感を標榜しながらも-なほ、夕日の射す岩山の上に 
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卜字架を立てずにはゐられなかつた。そんな事情を考へ合はせてみると 、 n 口がフランス叢界の 
代表者の一人として、プッサンとセザンヌとの間に位しつ、、風景畫の悴を表示してゐる關係が， 
明らかになる。クロード•ロランの理想®5:尊敬しながらモネの外光派に近づかぅとしてゐた彼 
S 生涯の歴史的使命が、良く解るやぅに思はれる。 

コロと時代を M じく1るフランスの風景畫界は"なほ多くの有能な作家を所有してゐた〇自然 
の熱 M を求めてサン•クル I 公園の洪水を描いたポ ー ル•ユ I 工 (Paul Huet 1803 1 IS 68 } や、 @ 
の喬木 . i アルビの連峯との堅さを愛して自然$:英雄化したテオドル•ルソー (Tsoclorc Rousseau 1 8 
1211 00 67) や、コロに近い抒情詩？:好むド ー ビーー I (Charles Fi 90 isuallbiglly 1817—1678 ) を 
はじ.め、ドラクロワ風の濃 J ?: さを帶びたディアス9 iillvil.gile Diaz 1 S 0 OJ 1 S 76 y コンステ 
1 ゾルと關係の深いデ.ユプレ CJUOSDUP; 1 00 11—1 00009 〕、 オランダ諶家に亂つて L1I 園の家畜を描 

いたトロワイヨン (colu Troyon 1 S 10 I 1 SG 5) が其の代表者である。然しこの頃から、此種の 
payle =*?§はフランス畫界の水準面を形作る一つの要素として、事の服にも綱れきつた*頌 
. 六一八 H .0 印代の風景遨 • . 
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フラゾ K の近代畫 

になつてしまつた。ぞの關係は、恰もアングル以後にアカデミックな裸體畫の斷へたことがない 
のと同樣である。モネに少なからぬ影響を與へたブーダン (Eugdne Boudialoo 2 4—1 898 ) をはじ 
め、寂しい自然〇情景を描くカザン(卜 pcazill 18411190 0) や、 コロの 遺鉢を傳へる水彩畫 
家 < cr アルビーー 1 ( H . H Harpignies 1819—;1916 ) などは此ぅ云〇た意味の作家である0 


七平民の美術 

一七八九年の大革命に最初の重要な轉換期を持つ近代フランスの畫界は、一八四八年の二月革 
命に於いて、更に第二の顯著な改新の時機を與へられた。大革命の後と同樣に、此の場合にも亦 
共和制が布設され、當時流行の平民的社#思想に平行して、平民的な趣味に基く新しい繪畫が生 
れて來た。一般藝術史上に於ける自然主義の運動に先立つて，、造形美術史上の寫實主義.が勃興し 
てゐる。當時の有力な美術批評家トーレの言葉に從へば、「嘗ては、神々と王公とのために藝術 
が營まれた。今や恐らく庶民のための藝術が生るべき時期であらぅ」と。この新しい時代を代表 
する作家が三人 ある 。ミレ ー ( J . Fran 90 is Millet 1 0014—10075) とドーミ H (wonos.Dau 日 ier 】8 
08—187 9) とク—ルべ (Gustave Courbet 1 0019 1 1 00 77〕とがそれで ある。 

七 平民の美術 
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フランスの近代蜜 ♦ 

• I * 

ドー、、、 H は漫•畫界に於けるドラクロ•ワであつた。史家は時として、彼をロマンテ i ク運動の副 
產物として扱ふことがある。例へば'彼が文學的題材を好むで扱つたと云ふやぅな點から考へて 
みれば、たしかにロマンティック風であつたらぅ。ダンテとシヱクスビアとバイロンとを繪畫化し 
たドラクロワに比べて、セルバンテスやモリエールやラフォゾテーヌの作物に畫題を求めたドー 
ミエは、悲劇と喜劇とに趣味こそ違ふ^:文學的な點では似通つてゐる。けれども藝術家として 
の態度から云ふと、彼は明らかに * irr 時代の兒であつた。ルイ•フィリップを漫畫に♦諷剌した科で 
六ヶ月間牢獄生活を送つたと云ふ履歷が、最も單純にこれ $:. 證明する。パリに住んで、セーヌの 
河岸や街の景色を版畫に描いたのを手はじめに、勞働者を描き、洗濯女を描き、寄席や芝居を描 
いた彼は、世相の様々に輕妙な筆を走らせた。三等客車の屮の子供を抱いた FII 舍の神さんが最も 
好ましい題材の一つであつたことは、誰でも知る通りである。然し彼のユーモアは、單に風俗畫 
ばかりでなく、多くの奇智に富んだ諷剌畫となつて現はされた。 
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，それからまた、ドーミ H の繪畫を技巧の方面から考へても、やはりロマンティ，クらしい色彩が 
あつた。石版畫に於ける彼の筆の輕妙さは、また油繪の上にも窺はれた。太く力强く大膽な^觸 
を達者に働かせる彼は、素描のやうに僅少な刷を簡結にはこんで、極めて彫刻的な肉付や輕く漂 
逸な味ひを m してゐる。黑と白との描線を强調した獨特な.6彩の用法も非常に面 ft く、これ等の 
點にドラクロワの面影を認めることは決して困難でない。彼の風格に特有な漂逸さを 最もよ く 代 
表してゐる作品は、恐らく小形な.「ドンキホーテ」.であらう。唯だ一色の靑空と蒸褐色の丘とを 
背景にして、白色の輕妙な描線に描か：^ Ml せ馬の上に、おどけたドンキホーテ ( D 姿が影畫のや 
うに乘つてゐ る。 

然し、彼が.フランス f # 畫の歷史上に殘し^た最も美しい傑作は、モリ H 丨ルの寬：劇に題材を求 
めたルーブル所藏の 「Btapil 一と Crispii こである。舞臺の脚光に照らされた二人の狡猾な 5 }達の半 
身と舞臺の背景の一部分とが、可成りの大きな型に畫かれてゐる。脚光に照らされた桃色と、陰 
影に沈む藍色とが、明るく柔らかく、華やかに透明な調和を形作つてゐる。ブルボン 王朝時代の 
• ワトーに fflf かれた舞臺氣分が、此處に現代化されたま、、その洗練された趣を小ノしも失はずにゐ 
夂乎敁の类術 * 
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• • 

フラノスの近代輋 

0 

ることを思はせる〇踯光を繪畫に取り人れることは、ドー、、、ヱに始まりドゥガ (Degas) に極まつ 
た。一體に、彼の油繪は卽興的で石版畫の手法を思はせる小品が多いけれど、此の 「 Crispin と 
scapin 」 などは實に立派なもので、非常にクラシックな落付きと品位とをそなえた作品である0 
批評家の多くはドーミ y とミケランジ X 口との類似を說く^ fa を持つてゐる。ド I ビーーーがシク 
ストス禮拜堂の天井畫を仰いで r ドー、、、 h そつくりだ！」と云つたことや、「この道化者は若干の 
ミケランジヱロを皮膚の下に隱してゐる」と云ふ•バルザックの言葉に、其の端を發するものらし 
い。ちょつと心外に考へられるこの比喩が、實は最も適切に、ドーミエの繪畫の短刀直入的な力 
强さを表示してゐることは、誰しも否み得ないところであらぅ0然し、ルーブルに掲げてある此 
傑作を前にしては、むしろ、十八世紀以來の洗練されたフランス趣味が直接に銳く感受される。 
ヮトー以來、時代思潮の f ? 後に祕むでゐた此の種の傾向が、 f 九世紀の後半期になつて此處に再 
び姿を現はしたのではないか。ドーミエ以来、かぅした趣味の代表作家を散見する事情を考へ合 
はせてみても、此の作に表示されてゐるその特質を强調して置きたい。 

X X 


1 〇 4 


ミレ ー は通常、コロやルソ ー と同じく、一八三〇年代の風景畫家の一人に取扱はれてゐるが、 
これは、當代畫家達の個人關係を主にした考方である。彼等一派の作家達が、パリの近郊バルビ 
ゾンの森に集つてゐた時には、ミレーも亦其の中心人物の一人ではあつた。然し、時代思潮の上 
から、題材の扱ひ方や趣味の傾向などを主位に置いて考へる場合には、四八#代の m 囤氣の中に 
彼を編入する方が、ょり自然なやうに思はれる。勿論、繪畫史上の考察を時代思潮の方商から扱 
ふことは相當に危險ではあるが、ミレーのやうに、その歷史的使命が主として時代思潮の興味に 
依存してゐて、純藝術的な價値とは左程の關係を持つてゐない場合には、か、る方面から取扱ふ 
方が事實至當なことであらう。畫家としての技能の點から云へば二流か三流の作家に過ぎない、、、 
レーが、あれ程の歷史的位置を持ち得てゐるのはかうした關係からである。四八年代を代表する 
平民主義の運動と平行して起る藝術上の現象にとつて、云は r 先覺者の役目を彼が持つてゐたた 
めである。そしてまた、此の方面から、後代の遙かに才能の優る作家達にまで、深い影響を殘し 
てゐるのである。べルジゥムに生れて筋肉勞働者を題材に優秀な製作を澤山遺してゐる彫刻家の 
ミュニ エ ( pnstanfinMeunier ) や、 高原の透明な空氣に包まれた收人の生活を描いたィタリアの 
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セガンティ ーー (sovagi seglini) をはじめ、现代畫の最も偉大なる始祖の一人で あるファン • 6 
ホ ー ホ (Vincent van Gogll) などに、 ミレ しの 影響を 否定す ることは出來ない 0 
農民の子と.して生れたミレーは、パリに來てから、はじめ歷史靈家 ドゥ J フロッシュ のアトリエ 
に入つてゐたが、間もなく美術館の中でばかり ： n を 送るやぅになつた 〇一 八四八^ まで、 彼 
, wi 畫と寫實遨との間に立ち迷つてゐた。叫七^のサロンに出品したものはなほ「聖ジ h ローム」や 
「 H ディブス」であつたが〇翌四八年やサロン 12 は、「猶太人」. (captivities Juifs a Babyo Il ) と 
共に農民の 作業を 描いた繪を 一枚 ( va - mellr )/ Ji 品してゐる。前者は ドラクロワの影響を受けつ 
つ東方趣味の題材を扱つたものであるが、これに對して後者は、ディ.アスの忠吿に從つて田職畫 
を試みた最初の作品である。彼の所謂「彩華ある様式」を棄て、、新しい傾 PJ に彼自身の使命を 
見出すに至つた最初の作品が此處にある。而かも其の製作年代は、平民運動の 熟し切つた 一八 四 
八尔であつた。かくてミレー獨特の農 K -畫が生れる。世間では非常に有名になつてゐる I 然し 
畫としては何の感興も惹き枒ない I 「落秘拾^1—-の製作されたのが一八五七年で、 最も 徹底し 
た B 齊.的傾向を示してゐる「鍬に寄る農夫」 の 出來たのが六三年で ある。，「大地の聲」や「額に 


汗して11を求むる者」の描かれる時が終に實現して來たのである、- 

斷るまでもなく、農民の生活を畫に取り入れること其物は旣に十六世紀にはじまるので.、それ 
丈では、別段めづらしい題材とは云へない。ルネサンス期以来北方畫家の中には、折々農民の風 
俗畫を描いてゐる作家を見出すが、殊に十七世紀時代のオランダ•フランドル地方には、此種の 
作 nrm を多く敌見する。然し、.®材そのものは農民の風俗を扱つたものでも、從來の作家とミレー 
との間には、その扱ひ方に非常な相異があつた。從來の畫家達は、等しく都會人の立場から好奇 
的に農 K の生活を見てゐた。從つて彼等の扱ひ方は、多く諧謔的に野人の風俗を描寫するにあつ 
た。野人の宴の粗野な歡樂の有樣を描•いたルーベン.スの畫の如きは其の代表作であらぅ。しかる 
にミレーは、農民の眞實なる友として、農 K の立場から彼等の生活を描いたのであつた。農垃の 
倫理と農 " K の宗敎と農民の抒惝詩とを描いたミレーの試みが、「扱ひ方」として全く新しいもので 
あつたことは云ふまでもない。此處にミレーの歷史的意味がある。元來が農民の家に生れ、遵过 
の父と農民の祖母との好意から畫家になつた彼であり、バルピゾンの森に親しみ、農 K らし •< 勞 
苦の多い生活を送つてゐた彼であるから、新時代の平民主谴的な思想に全然無感覺だつたらぅと 
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は考へられない。何等かの主義主張を標榜すると云ふのでなく、單に自分達の.環境を描いたもの 
だつたにしても、歷史畫家としての生涯を踏み出した彼が\四八年以來一轉して 農民畫家 となり 
切るためには、暗々裏に支配權を握つてゐる時代思潮の力を認めなければなるまい。ミレーの趣 
.味に混入してゐるトルストィめいた傾向があまり濃厚に現はれないですんだのは、寫實本位のフ 
ランス的な性格があつたからであらぅ。然し、十八世紀の啓蒙思想に生れたグレ I ズの道學 的な 
風俗畫と、十九世紀中葉の平民的社會運動に刺戟されたミレーの農民畫との間に、 現象の類似 さ 
を認めることも不可能とは云へない。そしてまた、グレーズやミレの名聲が、藝術的には可成り 
に不純な興味から生れてゐたことも肯定しなければなるまい。か V る意味から、ミレー丈を一、 
バルビゾンの畫家達から切り離して、四八年代の仲間に編入する方が自然なのである。 

二 

ミレーにょつて展かれた繪畫史上の新しい分野を更に擴大して、フラノス畫界を征服しやぅと 
したのがギュスターフ•クールべであつた0倐學時代に最も好んでオランダの聱風を慕つたこと 


1〇8 


や、一八 ra 七 年にオランダ旅行を試みてゐることをはじめ、彼の代表作 (7 J > 多くが鄕里の田舍生活 
に題材を求めてゐる事實を考へ合はせてみても、、、、レ1とク X •へと®* Rfl に、必然的な繼承の跡 
を ffi ぶことが出來る。けれどもまた他の一面から觀察すると、一見したところ正反對な性格を持 
つやうに思はれるダヴ i 卜と彼との間にも、興味深い平行現象を見遁し得ぬであらう。一七八九 
年の大革命に生れた共和政府に立脚して、古典主 ffi の獨栽權を主張したダヴィットと、一八四八年 
の二月革命以後の共和政時代に活動して、藝術上の平民主義を徹底しやうとしたクールべとは 

_假令そ Q 藝術的信念に於いて相異するところ％あつたとしても—若干 Q 共通な雲を所有 

してゐる。社會的動亂に卷き込まれて異鄕に骨を埋めるやうになつた運命からして、二人は似て 
ゐた。社會運動を利用して藝術上の^^を押し通さうとした點さへも同じであつた。 

然し、そ Q 文化史的關係に於 S てこそ二人は非常に類似してゐたが、藝術家としての態度から 
云ふと、 it ハ處には可成り大きな相異があつたやうである。ダヴィットと雖も畫家らしい素質を缺き 
はしなかつたが、彼からみれば、クールべの方が遙かに畫描きらしい畫描きであつた。ダヴィソト 
のやうに、藝術を以つて社會征服の手段に供するやうな眞似は、決してクールべ•の敢てしなかつ 
七 平民の 美術 
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たところである。クーベルが當代社會思想家の中心人物たるプル I ドンと深く交つ て^^と 云 ふ 
事實はあつたにしても、それは、 ロ ベスビエルとダヴ ィット iH を結むだやうな關係ではなかつた。 
一八七〇年に生じたコンミユンの亂のとき、特設政府時代にクールべが美術關係の總務 となつて 
働いたことは、ジャコべン黨 M としてのダヴィットを思はせはする。けれど&ク It v は、その代 
裘作の多くを、鄕里オルナンの片田舍に送つてゐた自適生活の間に仕上げたのである。 かう 云つ 
た事實を思へば、遙かに藝術家らしい彼の性格を推知することが出來やう0 

一八四八年の革命が起る以前、ルイ•フィリップの治下では、サロンの審査：が美術院會 M の手に 
掌握されてゐたから、官學派の勢力が非常に强く新興の戴家達は壓迫されがちであつた〇然るに 
四八部の革命と共に、美術院の俞 M には從米の權能が寐はれて、雜多な試みが平氣で通過す•るや 
うな狀態になつた。そこで翌四九年、再び新に*木：：•機 fr を設けることになつたのである〇四八年 
から九年にかけてクールべは多くの作 nnM を送♦つてゐるが、中でも優れてゐたのは等身大の四人の 
0 ~クーベル自身と其父と二人の友—が食 4'. を圍んでゐる故鄕の家の有様を描いた作品であ 
つた(〇§召を-ムぎ0以〇2§ふ〇當年の作は彼に名聲を與へ、«界の注意を喚起し、彼自^に 


もその使命の所在を自覺させた。オランダの繪畫に洗禮をぅけて m 園的題材を好んでゐた彼 は、 
此時分からハ t 牛鄕里に歸ることを怠らず、素樸な自然に親しみゐがら、風景と狩獵と農夫とを描 
いてゐた。生家の納屋をアトリ h に改逝して.新鮮な大地の香を呼吸してゐた彼にとつて、最大の 
收獲となつたものは「ナルナンの埋葬」である〇數十人の人物を等身大に描いて橫長い構圖にま 
とめたものであ一る。埋葬の行はれてゐる場所は廣漠とした寂しい野邊で、低い Jr . を連ねる暗い單 
調な自然に圍まれてゐる。そして、#葬荠達の衣服の黑色が、此の R 然の暗さと單調さとを餘計 
に强めてゐる。死莕の•肉親達を除いて、萬穴の周圍に集まる人達の顏には.何等の衷惝もない。收 
師をはじめ、唯だ自分達の役目を J *.* づけるために居合はせてゐるだけ•で、儀式の怠屈さと、自然 
の單調さと、色彩の暗さとが、®に良く調和してゐる。かぅした寫實らしい B 實的な表現に、ク 
1ルべ f の ffl 乘な堅さが加はつて、無雜作な、しかし極：めて生氣のある 一®の「張り」 が、 畫 
妞いつぱいに漲つてゐる。此作の出品されたのが一八 JL 〇苹であつた。七年の後に發衷されたフ 
口 I ベルの「マダム•ボヴリー」と此作とが、全く共通な時代趣味を反映してゐることは面向い。 
文學と獒術とに於ける此の二つの傑作は、共の表現の形式に於いて如何にも類似してゐ•る。その 
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藝術史上に於ける意義に於いても亦恐らく防樣なことであらう。 

然し、クールべを當代の社會思想と結び付けて考へるためには、「オルナンの埋葬」のやうに純 
藝術的な落付きのある作品ょりも、同じ五〇年に製作された「石切り」の方が好都合である。こ 
の繪は、.鄕里の道畔で每日働いてゐた親子の勞働者を描いたものである。クールべとしては•何 
も此畫にょつて社會思想を宣傳しやうとしたのではない。唯だ彼の藝術上の主義として、卑近な 
環境の.世界から題材を求めただけに過ぎない。ダヴィットの試みた場あたり的な共和政治譜美の繪 
畫と同一視すること杜不賛成である。然し、趣味とか興味とかの點で當時の思潮と平行する現象 
を認めると云ふのならば、決して誤りでなからう。同じ意味から、五七ハ牛のサロンに出品された 
「セ I ヌ河畔の女」に描かれてゐる都會生活に疲れた二人の娘なども、平民主義の代表者である。 
その他、クールべの藝術的生涯を微象する「ァトリ H 」 に、モデル女や百姓達に交つて社會思想 
家ブルードンが描かれてゐることも、同じ意味から興味を惹く。元來平民運動と親しい關係に {a 
かれてゐたクールべは、一八四八年以來共和黨員となり、五一年のクーデター以來帝政派に反抗 
して來てゐた。七〇年にレジョン•ドヌールを拒絕した事件もその現はれの一つであるが、セダ 


FI2 


ンの落城 f に起つたコンミュンの亂に加はつた結泶は終に重い罪に問はれ、身を以て國外に逃れ 
るやぅな始末となつた。官學派の厭迫のため故國の藝術的境地までも失つて、スヰスに寂しく客 
死するに到つた彼の悲慘な運命は此處に胚胎する。 

一八五五年、パリに萬國博覽會が開かれた時、それに附屬する美術展覽會のためにクールベは 
數多くの作品を送つたが、「オルナンの埋葬」や「アトリエ」は拒絕されてしまつた。その上審 
査の結果にも色々不服な點があつたので、彼は展覽會場に近く家を借りて、拒絕された自作の個 
人展覽會を行つた。今では普通の習慣になりきつてゐる個人展覽會も、此時分にはまだ目新しい 
試みであつたし、「寫實主義」 S : 標榜して公の展覽會に對抗す^目論見でもあつたから、畫界の 
注目を惹くには充分であつた。此展覽會を觀に行つたドラクロワは、日記の中にその批評を書い 
てゐる。.「現代の最も興味ある作品を審赉員達は拒絕したのだ」と云つてクールべに同情しなが 
ら、「オルナンの埋葬」や「アトリエ」を稱譜した〇嚴密な意味に於いて個人展覽會と云ふものが、 
何時から始まつたか？と云ふに、旣に、ダヴ J 卜が大作「サビーーの女」を特別展覽して、自 
ら古典主義を標榜した解說を附したことを考へれば、クールべの行つた一八五五年の個人展覽會 
七芊民の美術 
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が-通常說かれてゐるやうに-かう U て試みの最初のものであつたか否かは疑はしい C 然 

し兎も角も、美術史上に極めて紀念的な企であつたこと丈は肯定さ^*る。彼の足跡に 從つた マネ 
が、同じく個人墨 f 5て裏 a 藝術的 i — らかにしてから、此種 S & 行ふことが、 

新興畫家達の常習的な惯例になつたこ•とは斷るまでもない。かう云ふ來歷の意味深い附人展覽# 

% 

に際し、カタログの序にクールべは向己の藝術的所信を述べてゐるが、これは、時代思潮との關 
係を考察する上で大切な史料にな〇-てゐる。「菩々の時代の風俗と思潮とを表現すること、«>ぬと 
してのみならす人間として處すること、一言にしてつくせば、現在生きつ^ あろ 藝 術を 造^こと、 
これが私の U 的である」と.；.， T 寄葉が、「寫實_」 Q 說明として附加されてゐる。普怫馨の起 
る H 前一八六九年のミュンヘンに開かれた萬國®覽會の折りには、彼は大變な 人氣を以つて迎へ 
られた。1して、藝術 Q 保護者として g へたかのル1ド ゥィヒー ー世からも非常なダ譽を與へられ 
た。所謂「寫實主義」が北歐の畫界に流行するやうになつた點から云つても、 ク ー ルべの 務めた 
役割は隨分大きかつ％のである。 

• • • 

# •• 
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A 印象派と其の前後 


ク ールべを中心とする寫實主義の運動が、造形藝術以外の文化に屬する社會 思潮に刺戟されて 
起つたも Q とす ■るな—、 「印象主義」 Q 運動は、反對に、純造形藝術的な要求 だけに促さ♦れて生 
じた現象であると云つて良い。斷るまでもなく、寫實派の畫家達を導きつ i あつた歧も 根本的な 

る要求も、純粹に SS 形藝術的なもの'ではあつたらぅ。然し其處には、四八年代の社會運叻；^_ 

少くとも題材を撰擇する上には——密接な關係を持つて，^0ところが印象派の運動には、別段 
か5-云つた種領の??景がない。何等の思想や敎義に導かれることなく、純粹に造形藝術上の問題* 
として、極めて自然に改革の機運が起つて來たに過多なかつた〇從つて、此派の作家に共通な 傾 
向としては、畫界の空氣に對する不滿の念 Yf けであつた。趣味や畫風は 必ずしも 同一で なかつ^0 
八印象派と其の前後 
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プランス の近代邀 

それは此派の4*立の經過を囘顧した丈でも明らかなことである0 
今ではもぅ立派な美術樣式の個有名詞になりきつ吒ゐるあの「ゴティヴク」と云ふ言葉が、かつ 
ては嘲笑的な渾名であつたと等しく、「印象派」なる名稱も、實は遇然の機會に生れた全く同性質 
の渾名である。一八七四年、「無名會 J(SGCi 篆 anonyme des aastes peintres, sculpte 旨 
の豚覽會に出品されたモ禾の作「印象、昇^太陽」 (I-spressiGn,soleil levanc から思ひ附いて、 
ある批評家が「印象派の展覽會」 (Exposition des Impresso'nnistes) と云ふ文字を使つたのが元 
で、此の名稱が•たちまち有名になり、後 K は此派の作家達も、此便利な名稱を自ら使ふやヲにな 
つた。此派の成立するまでの重な出来事を述べれば大體下の如くである。 

‘ 一八 j ハニ年頃から、モネ &• 中心にしてシスレイ (Alfred Sisley 100391189 9) ルノワール (Aug 
一— Eegir 10041 jl 919 ) 等、仲の良い作家達が集つ てゐた が、六三年に展かれたマネの展覺會を 
みて刺戟される所多かつた。•同年開かれた有名な「落摺畫展覽會」 (salon des Bsfus 4 S ) にマネの 
大作「草原の中食 1 r が出品され、續いて六五年のサロンに「オランビア」 (Olympia) が出品され 
て公衆の激怒と嘲笑とを買- Q た。六六年、モネはマネと交りを結び、他の作家達もモネを通じて 
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こ^に加つた。同年ゾラは • Kr 6 :leme 3t にサロン(7>批評を書いて、マネの藝術を辯護しはじめた- 
ゾラが此の批評に筆をとりはじめたのは、等しくマ.ネの畫に感心してゐたセザンヌの勸吿にょる 
ものであつた。なほ同年、偶然な動機からカフヱ•ゲルボワ (cl Guerbois 〕 の會合が始まり、多 
數の作家や批評家達が集まつた。マネが中心で、&家にはゾラやボードレールがあつた。そこ 
に、•セ四年の「無名會」の展覽會が展かれた。ビザロ、モネ、シスレー、ルノワール、セザン 
ヌ、ベルト•モリソ、ギョーマン等を4•心に、凡そ三〇人程の作家が加はつた。此處に新しい藝 
術家の運動が具體化し、所謂「印象派」の時代を形作るに至つたのである。 

なほ、此時代の藝術觀に影響を與へた重な出来事としては、日本の浮世繪が渡來したことと、 
光學の硏究にょつて補色の原理が明らかに吸つたことを、注意して置く必要がある。浮世繪の自 
由な構 ti と•新鮮な色彩と、流暢な形態とが、.寫實派の重苦しい堅實さに不滿を感じてゐた若い 
作家達を悦ばせたこと：^推察するに難くない。また、光學硏究の新しい收獲が御彩の用法に啓示 
を澍らしたことは、恰も十五世紀のィタリアに幾何學遠近法が發見された時と同樣であつた。「色 
調の區分」がハ此處にはじめて計畫的に目論まれた技巧として生れたのである。十五世紀の ffi 家 
八 印象派と 其め前後 
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フランスの近代进 

達が無暗に透) m 畫法を使ひたがつたやうに、印象派の作家達は太陽の光を歡喜しつつ描寫した。 

かつてィタリ了人達が、室内畫の奥に窓越しの景色を遠近法的に縮少させながら描いて喜んだや 

5に、印象派の作家達牡、物體の表面に輝く光の效果ばかりを注意した。純粹忆「光の現象」そ 

のものを描くことを目的としたモネの「連作」の如きは、其の最も代表的なる表現である。 , 

かう云ふわけで、印象派の運動は其動機に於いて純粹に造形的であり、その形式に終いて自由 

なものだつたから、從つて其の運動の結果に於いても、亦フランス美術の特質を充分に發揮する 

ことが出來た。大ざつぱに云ふならば、それは半面に於いてクールべ風の寫實、 3 T 義に對する|種 

の反動で.あつたらう。然し決して寫實主義の否定ではなかつた〇むしろ、寫實主義をょり徹底さ 

せることであつた。寫實主義と印象主義とは、其⑭對象を異にする丈で態度は同じであ〇た〇物 

象を r 几つめながら、それを忠實に「寫實」しやうとしてゐる點では、兩派共に同一傾向を示すも 

のと云へる。•派つて兩派の間でば、十：！典主義とロマンテ i ク派と z 口やうに反撥的な關谋を生 
# •_ • 

じない〇寫實主義から印象主義に移る經路は、もつと遙かに自然であり合理的であつた。美術史 

'上の發展を、その造形的必然性からのみ逾解しやとする試みも、此處には何等の無理な く 適用す 

- 壽 
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るこ士％出來やう。而文此 wy 、 かう！ § たやうな合理的發展を、一層 g 滑.なら」 t 役 i 
帶びてマネが存在してゐた。彼は、寫實主義の代表者ク ー ルべ と、 印象派を撤 ;AC させたモネと を、 
媒介するための.^である〇色の明るさを愛したマネは、ク I ルべの暗いをを嫌ひはした P 、 要 
するにクールべの後繼者に他 &. らなかつた〇寫實主 f 印象あ義との仲介者であつた マネは、印 
象派の作家であるょりも遙かに寫實派の作家であつたのである0 

II 

彎 

# 

「その生涯 Q はじめに於いてモネ y 影 IF 與へ、そ Q 生涯 Q 終りに於いてモネから 影響を免け」 
たマネ (Eduard Manet 1 S 32 I 100 S 33 は元來が寫實派の作家で ■& つた〇彼の藝術は如何にも卒直 
であつた。彼はその遭形的表現 K 極めて純粹な作家で、 まるで ギリシャ人のやうに單純で あつた。 
印象派 Q 運 S 起つ SSQ 一團 -( D 主領株になつてはゐ S 、 彼自身決して印囊 S 家では 
なかつた。やうやく晩年になつてから、モネ，2影響を受村て外光派の様式を採り入れたにす ぎな 
い。けれども亦、マネは始めから外光 p 明るさと 色彩の© かさと を 愛した 人で あつた〇 「アトリ 
八印象派と其の前後 
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フラゾス の近代盡 

エに入ると慕室に！ S み入るやうだ。光も噓•たし影も®だ。モデルを戸外で裸 fif に出來ないととは 
余もょく承知してゐる。然し野原がある。此 * では少くとも夏の間だけは、裸體の習作を試みる 
ことが出來やう」.と一：ムつてゐシ彼であつた。かうした氣持が、•アカデミックな作法ばかりの喧し 
いク ー テュ ー ル (Thoma. couture) を怒らせたのは當然であつた。「君は、君の時代のド ー ミエに 
しかなれない」と云つたこの師匠の嘲弄の言葉は、不思議にも豫言的であつた〇ドーミエとクー 
ルべとマネとは、見方にょつては同一系統の作家である。但し、色の明るさを愛し、1 H ラスケ.ス 
の®に心を惹かれてゐたマネにとつては、クールべの色は^に入らなかつ.た。かの大作「オル 
ナンの埋葬」に對しても「これはあまり里一すぎる」と.云つてゐる。 

マネの趣味や盡風がスペイン畫と類似してゐることは、一八六五年に試みた僅少な日數のスべ 
イン - is 行の以前から旣に認め^^てゐた。一體に當時のフランス社會ではスペイン趣味が濃厚で 
あつたから、此方面の關係も考へなければならないが、もつと純粹に造形的な耍求が、 マ、， 不を若 f 
きつけてゐたことも認めなければならない。その他、マネの受け衣外國美術の影響としては、才 
ランダの要素を認めることが出來る。オラ，ンダ旅行の紀念として、®界の人氣を集め^作品に愛 


t 
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すべき 快活な Bou Bock がある 〇 それから、有名な「草原の中食」に代表されてゐるやうに、ィ 
タリア畫の影響も多•少はある。森の中で着衣の與二人と裸體の女二人とが中食をとつてゐる所を 
描いた此畫は、風敎上の大1?題を起したものであるが、.實は、ルーブルにあるジョルジョネの傑 
•作「田園の合奏」の構想と、少しの相異もないものであ〇*た。同時にまた、同じく物議をかもし 
たルーブル藏の大作「オランビア」 ( Olympia ) には、フランス傳來の古典主義的な傾向が®ばれザ 
る。この謀叛者の代表作が、官*學派の長老アングルの「オダリスク」•の面影を ffi ばせてゐること 
は、 r 裸體- r •の硏究を特に尊重してゐたマネとして當然のことと云へやう。か^.云つたやう‘なわ • 
けで/マネの藝術の歷史的地位は——一見した ところ 簡單なやうでありながら 一 -實は極めて複 
雜なのである。完くの反逆者らしく扱はれてゐた彼と雖も、一步づ ゞ 堅實に，美術史の E 設事業 
にたづさわりつ i ある一人の作家であつた。 

マネの藝術は、今から考へれば如侗にも彼の時代に相應しいものであつたに拘ら. ず、 非常に當 
代人の敵意と反感とを實つた。この布名な反逆者が、生拔きのパリ人らし.身なりのキチンとし 
た紳士であつて、少しも謀叛者らしく野蠻でないのが、彼等には不思議でな，らなかつた。スぺィ 
<印象派と 其の前後 
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7 ランスの近代遒 

ン旅行の際1スぺィンの料理が彝に付いて食べられなか0た程にバリ人らしいマネ〇-繪は、如何122 
にも純粹にフランス風な透明さと鮮明さとを持つてゐた。何處までも新鮮でスッキリしてゐた。 

マネの「オランビ、ア」が粲漢のステッ砰や蝙蝠傘に突拔かれないために、特別な守衛を必要とし 
たと云ふ話しは、今から考へると全く不思議に思はれる。唯た仕上げ.の奇麗な、アカデミックな* • 
裸體畫に馴れてゐた观衆は、小供ら^横になつてゐる肉體と、花束を持つ黑奴と、背延'ひをし 
てゐ ，る 黑滞とに非常な敵意を感じた。けれども實の ところ 此畫は、ゴヤの「マハ」 ( Maja ) やアン 
グルの「オダリスク」の再來に他ならな•かつた。 

一-一 • て 

印象派の運動に加はつた作家の中で、人物畫に最も優れてゐたのはルノヮール ( Aug-gteEeno 
irs 41—19193でぁつた〇澉は立派な風景畫も描いたが、主として「女」，の畫家だつた。無智で 
人の良い、そして美しい動物としての女を V ノヮールは愛してゐた。然し彼の注意を惹いたのは 
唯だ其の肉體だけでぁつた。まるで林檎か桃でも描くやぅなつもりで、ルノヮールは女の頰と乳 


房と腿とを描いてゐた。實際彼にとつて、女〇肉體ば新鮮な果物のやうに思はれた。光の©かな 
皮 W と肉體の立體的な厚みとに、限りな•い魅力を感じた。フランス傳來の作家の中で最も彼を f ) 

. 、ぃさせた のは (、フー 1 ~ シヱであつだ。 「女の肉體を最も輝 •解してゐ 4作家の 一人」 として ブ ー シヱを尊 
敬してゐた 彼は、ブ ー シヱの 代表作「沐浴のディアナ」 を 非常に愛して ゐ た。 彼 自身の言葉を用 
ふれば、それは彼に「感銘を與へた最初の作品」であつた。「まるで初戀のやうに、生涯を通じ： 
て愛しつ S: けた作品」であつた。其他十九世紀以來の作品の中で、 ドラクロワの 傑作「アルジヱ 
リアの女」が•ル ノワ ールの 注意を惹い たことは當然であつた。事實「アルゼリアの女」 は、 ルノワ 
1ル CD 作品ハてゲ <' いであつた。唯だアルゼリアがパリに代つた丈の相異があるに過ぎなかつた0 
ドラクロワを通して、恐らく ル ー ベン，スも彼と 深い關 係を辟つたであらう。 印 熱派の畫家の 中で、 
かの フランドルの 巨匠.の氣に入り さうな のは 彼 ^けであつたら50 

ルノワ ー ルが「务の友」であつたのと ^^ r 、 K 々 f ( EdgardeGasloo 34—1917) t ^ B 5 s : 
以つて女の社會を觀察してゐた作家である。一體に觀察眼が銳くて物を皮肉に視やうと • t ' る冷靜 
な彼は、夜の喋のやうな踊子を描いても、生活苦に惱むその疲れた表情を寫さずには a かなかつ 
八印歡胍と 其の前後 
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7 ヲゾスの近代査 • • 

た。リユクサンブール所藏の有名なパステル畫「踊子」が明らかに表示してゐるやうに、華かな 4 

12 

裝飾や脚光から織り出される美しい色調の中には、生活苦の龊面がのぞいてゐた。裸體を描いて 

も'コルセットでくびれの出來た肉體の ： p さを平氣でさらけ出した。ドゥガは裸體婦人畫に就い 

, て、沐浴したり、體を拭つたリ、髮を梳つたりしてゐる一と祖のセリーを試みてゐる。此の種の 

着想が、歌麿の版畫に其の範を求めたごとは許さるべき推_察ではあらうが、其處には決して浮世 

繪に見るやうな一種の艶めかしさ I 極端に廢«的で、若干の不快さを伴ふものではあるが I 

を持つてゐない。まして、ブーシヱやスラゴナールの繪のやうに、下着を^はれてバラ色に輝く 

肉體の媚もな： S 。 それはむしろ、肉體に對する輕侮と嫌惡とを誘ふ程な間淺しさである。ルノワ • • 

丨ルとドゥガとでは、實際、溫室と冷藏庫のやうな相異があつた。 

• 然し、それ程な冷靜さを以つてゐたドゥガ丈に、物の觀察•は何處までも正 SI で銳かつた。複雜 

な遠©高低の描寫に優れた「踊子」や、數多くの r 競馬」が明にこれを證明する。かうしたドゥ 

ガの觀察の銳さと皮肉さとを 一 ®强調し♦て、大都會の nf 黑な社會に風俗畫の題材を成めたのが彼 

.二 e 

,の後繼者ロートレク sesi de TQUlouse — Lautr 作 c 1 SG 4—1901)であつた。可成りな家柄に生れた 


# 


彼は奇形兒として成長した。小供の時の怪我が元で兩脚の發達がとまり、共上に背骨は著しく.曲 
つてゐた一種の片輪である。かうした肉體上の不幸が、ロートレクの觀察眼を一®皮肉にし銳く 
した。パリの暗黑な社會の暗黑な雰圍氣に沈潜して、夜の快樂どアルコールの刺戟とに體力をけ 
づりながら、暗黑な世界を最も暗黑に描寫してゐた作家である。如何はしい舞踏場の女達を、ド 
ゥガょりも，一»露骨に穢らしく描いてゐる彼の繪には、觀る者の神經を傷けずに置かない程の眞 
實味と醜惡さとがあつた。カフ ヱ ーの一偶に酒を啜つてゐる男や、野卑な粗暴さで踊つてゐる女 
の顏の表 1 W などは云ふまでもない。描線の用法から色彩の扱ひ方まで、一切がす常に下品に出來 
てゐる。そしてその下品さの中に、掩ひ難く拒み難い眞實さが現はれてゐる。. 

ロートレ クの畫風が、直接ドゥガの藝術に養は，れてゐる ことは 勿論であるが、其處にはなほ、 
日本の浮世繪の面影を認めても差支つ^ •へ あるまい。北齋の繪に窺はれるあの野卑な大膽、さが、 
下等な踊りの赤裸々 な 描寫に役立つたであらうと云ふことは、推察するに難くない。けれども他 
面から者へると、かうした ロー トレクの鹿趣味さは、フランスの藝術に決してめづらしいもので 

はなかつた。旣に述べたやうに、フラゴナール以來これに似た風俗畫は古くから存在 * L てゐたの 

I * 

八印象派と其の前後 
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フブ、 V ス〇近代畫， • 

である。それが、折からの平民主義運動に出會つて再生し徹底して來た ま.であ^ 〇倾 向は著しく 
異ふが 、ド I ミヱの作品にも亦半面の類似點を見出す ことは 出來やう。ク ー ルべ以來の寫•實主義 
が、 その傍系的な一面に 於いて、口 It レクの風俗 畫となつたことは認めてもよからう 〇一體 に 

フランスの藝術には-特に文學に於いて——此種•の趣味が濃厚に含まれてゐる。批評家の中に 

は、モ ー パッサンの短篇小說とロー トレ クの繪畫 との 間に平行現象を認めやうと する 人が多い が、 
その惡趣味さから云ふ Ah 、 むしろゾラに近いか^.知れぬ。然し、印象主義の時代は、かうした暗 
黑な社會相の觀察にまで一.部の作家を導きはしたが、その最も主要なる使命は、 日の 光の 美しく 
豐かな明るい世界の描寫にあつた。一八三〇年代にはじまる風景畫を、寫實的に徹底させること 
がそれで必つた。 

三 

「切り取られた自然の一角」を文字通り描きは じめ たのは、寫實派の主領 クールベであつた。 一 
八三〇年代の作家達は、パ■リの近郊に野生の儘の森を愛してゐた とは 云へ、歴史畫 Q 構[1!を落け 
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かせるに人物を程ょく配合するやうに、彼等は風景畫の樹木を勝手に動かしてゐた。それが十九 
世紀の後半期になつてから、「自然の一角. j その儘を —— 配列を變へずに I 畫蚶の中に入れるや 
うになつたのである。勿論、此观の「寫實」が徹底して行はれてゐたのは唯だこの一つの期間だ 
けで、二十世紀以來、更めで 構 til 法の問題が.重要視されてから、關係はすつかり變つて來た 。か 
かる意味から考へて、文字通りに「自然の.一角を切り取る」試みは、寫實主義時代の特殊現象だ 
と云つても良からう。寫實主義を徹底させた印象派時代の風景 ffl が、此處に含まれてゐる ことは « • 
云ふまでもな，いが、在來の西洋畫の篇から離れた口本畫の構@法が—蠢⑽に— § ft の 
繪畫に取り入られてゐたらしい點は、注意して®く必要があらう〇モ_ネの描いた連作の 一つでポ 
ブラの並木を配する河景色が、廣重の五十三次に出て來る松並木 t 思ひ/ li させる こどは 誰 •でも知 
る通りである。印象派の時代に日本の版畫があれ程流行した ことを 考へ合はす 丈で、かう 云つ た 
關係を推測するに無理はあるまい。 

一八三〇年代の風景畫に對 して B 實派時代の•「寫實」 は、その 大膽 さが新しかつた。印象派の 
作家達は、更に.その，「寫實の對象」 そのものを 新に してしまつた o B . a 派が自然の「形態」を进ハ 
八卬象派と其の前後 て • 
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ブラン K の近代畫 

0 

てゐたのに對して、*印象派は自然の「表情」を描かうとした。自然，の形態に生命を與へてゐる變 
轉常* き「色と 光との效果」を描かうとした。.偶然に撰ばれた自然の I 角の表面に、ほんの一瞬 
現はれた丈で直ぐまた消ぇてしまう色と光との「作用」其物を捕へやうとした。從來の繪の如く、 
草は一定の草色に、水は一定の水色に、名は一定の空色に描かれるのでばない。紫色 Q 影と、綠 
¢35太陽と、藍色の樹葉 とを 肯定しながら、出來る丈自然の光輝と色彩.とを寫さう < とするのであ 
る。「如何に描くか？」と云ふ問題の前に、「何を描くか？」の問題が飾提されてゐた。印象派以來 
の表現上技巧上の變遷は、旣に、描かるべき「對象」の變遷を豫想してゐたのである。 

そこで、との、繪畫にとつては全く目新しい對象 —— 「自然の光輝」 —— を描くための特別な技- 
巧が生れて來た。 の區分」 を行つ •たり、 繪具の盛な 上げ方を加減したりすることが、 これ 
であつた。元来が光度の？：！い繪與を使つて、光度の遙かに强い「自然の光輝」を描き得るために 
は、5:に光度を補ひ强めるやうな、單色の生のま i の繪具を列べて眩惑の感を惹き起させ、ギラ 
<輝く光の印象を與へなければならなかつた。色調を區分する描法の起源を求めるなら、油繪 
の 技巧が完成された時代までも溯らなければなるまい。近くは ドラクロワが 立派に此種の方法を 
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I 本能的に1使用してゐた，然し印象派の作家にと〇*ては、にれが「自然の光輝」を描く1め 
の必要缺くベからざる方法となつたのである。そして其處には、前に述べた光學上の新しい硏究 
が深い關係を持つてゐ~勿論印象派の畫家達は、その表現法を一定の組織立つた I そして理 
論的に基礎づけられた I 敎義にょつて束縛しやうとはしなかつた。作家の藝術的本能に惠史れ 
た潑涧たる.受性を、普遍化された理論の型に {2 き擻へる V )愚を放てしやうとはしなかつた 。け 
. れども、或程度まで「意識的」な技巧となつたことは否定出來ない。かうした「色調の區分」^ 
けで滿足出来，ない場合には、彼等は更に r 繪具の盛 h げ」を行つた。繪具を盛上げて光度の感じ 
を强調しやうと云ふのである。モネなどは、天候の具合次第で^具の盛り上げ方を加減してゐ る。 
so 日の景色や霧景色には非常に平たい I 或はかすれな I 筆を使つてゐるが、矢陽の®かに 
直射する風景には繪具を厚く盛り上げて行つた。冬枯れて霧に包まれたセーヌ河の Is 生などを方 
ると、枯れ枝を描く班使ひがまムで文人畫のそれのやうに淡く®い。そして、あの薄货色く煙る 
やうな河岸の感じが、銳く-®しく t & ばれ，て來る。その反對に、「海邊の岩礁」を描いた作品では、 
強い日光を照り返してゐる海水のきらめきや、熱を含むだ岩礁から#る陽炎が、袋熱の實感を誘 

八印象派と其の前後 . 

• • 
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フヲゾスの近代盡 

はずには置かない。*「モネの太陽は眞當に暖かく、モネの雪は眞當に冷めたい」と云ふ譜辭は、 

此ぅした新しい技巧の冴ぇに與へらるべき言葉であった。 

¥ 

四 ♦ 

% <1 

.「自然の光輝」と云ふ、全く新しい對象を取扱った數多印象派畫家の試みの中で、最も紀念 
的な Q はモ朱の有名な「連作」(治一. ie 又は cycles ) であ％「空の畫家」ブーダン (Eu ^ ne Boudin 
1 00 24—1 90 S} ♦ や「霧の畫家」ターナーなどに養はれたモネは、一，八九〇年以來「連作」と云ふ非 
常に骨の折れる仕事をはじめた。極く單純な一定の物體に就いて、季節と時問と天候とにょる變 
化の現象を*一組の連作として何枚も描く試みがこ11である。この連作は、前期のものと後期の 
ものとでその -0 的が非常に變って來てゐて、前期の代表作「藁塚」や「ルーアンの柏§」などは 
光線の效果ばかりを表 P するための試みであるが、後期の述作なる「テームス」や「水迦」は全 
く 色彩 上の效果のみを對象とする作品である。「彼の繪をみると 日傘を 何れの方向に向けて良い 
か i : わかる」と云はれた程に光の畫家であったモネと、一時はをアトリエ忆使ってゐた程に「水 
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の畫家一であるモネとが、物體の復雜な•向を裝ふ光の效见と、水面に影をおとす色の效果 とを、 
終局の對象と U て求めたのは自然である〇前後二期の連作が、何れも彼.努力の 結晶として、近 
代の美術史上に特筆すべき傑作である、ことは云ふまでもない。 

「速作」の最初の試みは二八九〇年から一年にかけて試みられた十何枚か Q 「■塚」である。 
ある夏の一日、モネはジベルーーィの住居に近い野で藁塚を描いてゐると、夕暮が近づくに從つて 
それを裝ふ - T ゐる光の現象が絕へ fl - n のない變化をはじめるかに氣が付いた。急いで 新しいヵンヴ 
スを求めた彼•は•次ぎ^—に何枚かの寫生をとつた。夏の夕 H の®かな光が邋塚の表面に與 へる 
不思護な變化に與味を惹かれた彼は、翌日も翌々 口 も 同じ 藁塚を描きに /!! た。 夏が過ぎても彼は 
止め及かつた。秋から冬にかけてモネは蘂塚を描き通してしまつた。低い丘と二三本の樹木とが 
配合されてゐるばかりの「藁塚」は、かくて繪畫史上に思出の深い最初の連作となつたのである0 
藁塚を描くことは襄民の同情荠ミ V 1 頃からは•じまるが、彼と H 疋とでは動機も目的 もまる で違つ 
てゐた。額に汗する實生活を裝飾し - fe 藁塚が、今では光の效果の實驗に必要な媒介者に變 つてゐ 
る。藁塚の役目のかぅした急激な變遞は、同時に繪畫5思潮の變邊であつた。 

八 印象派と其の前後 • 




J ラノスの近代 IE 

一八九四年に描かれた「ルーアンの本山」は「藁塚」‘の必然的な發展であつた。「藁の建物を 
描いた後に石の建物を描いた」と云ふ修辭家の駄洒落は兎に角、限りなく平行すろ藁莖の•表面に 
輝く光の效果を求めた彼が、ゴテ J ク寺院の古びた石の復雜な結構を裝ふ光に注目したことは、 
最も自然な經過であつた。同じゴシックの寺の中でもルーアンの本山は、石の肌の感じも濉く結 
構も张常に復雜である。此寺の廣場に面した家の•窓から日每に光の效果ばかりを注視してゐたモ 
ネは、一時製作を中止した程に視力を勞費した。後年、彼が殆ど盲目になつてからも、なほ自分 
の庭にカンヴスを立て V ゐた事を思ひ合はせると'、その努力の极强さに無限の敬意を捧げたくな 
る。然し殘念なことに、これ等の努力の結晶を一と組づ、すつかりそろぇて比べながら觀る機會 
は、殆ど永久に失はれてしまつたと云つて良い。最近完成した筈のモネの奭術館に何れ程&作品 
が集まつてゐるかは知らないが、パリにある公の美術館に藁塚の繪は殆どない。夕日に輝き、雨 
にぬれ、霧に煙る其折々の表情を、ーヶ所に集めてみることなどはまして出来ない。稀に畫商の 

鬌 

倉の中から、その中の一枚を見出す位がせきのや4-である。「ルーアン*〇本山」はそれでも、ル 
I ブル館內カモンドのコレクションに四枚列んでゐる。「馨り日」と「朝の太陽」と「朝の效果」 
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と 「太湯の下に」との四牧が これである (Laoathsdrale de Eosn. Le portail; temps gl-iso 同 
上、 soleil mati§10 L.pd. E •一 e portail et la tour d ^ lbaue; effet du matino 同上、 plein soleso 
中でも、日の光を一面に受けて朱色と深い藍色とに溫かい調和を保つ てゐる 美しい一枚を忘れる 
ことは 出來ない。 * • 

水景色の連作はセーヌ河の朝にはじまり、霧に包まれたテームス河に幻のやぅな影繪を描く議 
事堂に發展し、綠色の水面に鮮かな影をおとすズネチアの®河に極まるのであるが、中でもとり 
わけ美しいのは「水蓮」である。モネの住む家の庭內には、日本風の太鼓‘橋をかけ水蓮を培養し 
た池があつた。圍りの植込みと空を行く雲とが微妙な色調を水面に描く中に、夢のやぅな水蓮の 
花が晚いてゐる0形の定かならぬ中に、色彩の調和ばかりが明るく美しいのを好むのである。， H 
ネチアの景色と全く同- r の目論見であることは云ふまでもない。ゴネチアの、特厂 ヵナ ル•グラン 
デに向つて立ち列ぶ家並は、何も幾何學模様を描く色大理石の落付いた I 而かも鮮かな I 
色彩に裝はれてゐる。そ〇*間に調和ょく純白の大建築が壯麗な輪廓を交べるのである。これ等の 
變化に富，んだ建物の列なりが、綠色の水面にその鮮かな影をた V ょわしてゐるのである。ジゴル 
八 印象派と其の 前後 
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フランスの' 近代进 

一一の 池と， 1 f 不チァの河岸とが、同じ要求から畫題に撰ばれたことは自然.である。水蓮の繪は、モ 
ネの 館にある屏風のやう'&大作から裾模様のやうな額畫まで、其數は非常に多い。日本に來てゐ 
る丈でも相當の數に昇ることであらう。物體の形は旣に全く問題でない。自然の光輝すらも、も 
う扱はれてゐない。唯®の定かならぬ中に漂ふ色調の美しさ丈がある。巨匠の老年期の作品に 
のみ表はれる龅く落付いた渾然たる趣きである。壯年期の限りない努力の後に克得た技巧の完全 
さである。近世繪畫の最も麗しいモーーュメントの一つを‘此の一水蓮しの連作に見出さうとする 
ことは決して不當ではなから5.。當に繪畫史の上に殘された一つの美しい.エピソードと呼ぶべき 
ものである。極めて理智的な動機から出發した印象派 % o 風景畫が、終局に於いて技巧の冴ぇを樂 
しむ水景色に到達した^ j とは非常に面 a い。 

翁 % 

五 

モネを中心人物とする印象派 ( D 風景畫家の中には、なほピサロ (Camille Pissarro 1 SS 0 I 1 903 ) 
やシスレー (Alfred Sisley lss —1 'oo 99:}があるが、モネと同等の價値を此處に求めることは到底 
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出來ない。ピサロの如きは隨分色々な作家に影驟を與へてゐる人で、印象派運動の歷史には忘れ 
ることの出來ない人物ではあるが、其の割に作品は面白くない。殊に晚年の作の如きは「新印象 
派」(家？ Imprelsme) の敎義に朿縛された技巧の わざとら しさを感じさせる。「新印象派」 と 
云ふのは、一八八六年以來ちよづとの間®界に顏を出した運動である。 ス 1 *1 フ (Qeorgsseust 
185911891) の新しい試みに基き、シー ーャク (Paul Signac 1863 —〕 によつて 理論 化された遝動で 
あるが、光學上の法則をあまり組織的に適應しやうとしたその試みは、自己七袋路に追ひつめて 
しまう以上に何等の效果をも持ち得なかつた。彩點派と云はれる此派の樣式は、一定の大きさを 
有する生の繪具の筆點より成るモザィコのやうなもので、何等の藝術的生命を も特ち 得ない試み 
，である。何度試みても、誰が試みても、其處には何の進步も發展もあり得ない。唯だ千扁一•律な 
—而かも全く無意味な-試みが繰り返される丈である。藝術に生命を與へるものが r 敎義」で 
なくて作家の「本能」である限り、かうなるのが自然であらう。彼等は要するに、印象主義の時 
代が要求した一種の傷ましい犧牲荠であつた。新しい運動の生ずる ところに 此種の犧牲若の生れ 
ることは、眞とに止むを^ぬ約朿である。自山に筆を使つた水彩などをみると、シニヤク u も相 
八印象派と 其の前後 
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フラシ X の近代違 

當な繪が描げたらぅと思はれる。 


九セザンヌ及び其の以後 


r だが、モネは！モネは生れつきの畫家だ。彼は繪畫あつて以來の最も M くべき感覺の持 
主だ？私は彼の前に帽をとる。…：…日沒の微妙な一切の現象を捕へ得て一筆の變更をも許さない 
のは彼^眼と腕とである」—— とモネを稱讃 して ゐたセザンヌ (PaulC 6 zanue 10039—1906〕 は、 
然し 決して その後繼者ではなかつた。 むしろ 1 或意味から云へば_^その反抗背であつ•た。 
「地の虹を描いた」作家のモネは印象派の最も徹底した姿を代表してゐるが、セザンヌの求めたも 
のはその「外光の力」ではなかつた。 r フッサンを自然の基礎の上に立て¢1すこと」がこれであつ 
た。云は7一種古典的な形態美がそれであつた。 

セザンヌは、最初ロマンティックの趣味に親しみ、ルーベンスをはじめドラクロワやドーミエの 
九セザゾヌ及び其の以後 
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ァ，ノスの近代瓮 

影響を受けてゐた。维觸や色彩の 71J 法の恐ろしく重/ f : な作品が此頃の紀念である。然し [ill もなぐ 
クールべやマネの感化が現はれ、終にピサロの影戳の下に、一時の間は印象派の仲 [{11 入をしてゐ 
た。ピサ.口と共にオーベル，シユー•ル•オヮーズに住ん’ゐた時に描いた一八七三年 ( D 作「酋縊の 
家」は也の代表作である。一八七 I 1 LI 年に開かれた印象派の第一囘展覽會に出品されて 1® 衆$: 怒ら 
せた紀念ではあるが"今ではカモンドのコレクションの一つとして、ルーブル美術館内に揭げら 
れてゐる。然し、セザンヌが彼自らに課せられてゐる歷史的使命を見出した のは、 其 後故鄕のエ 
クス^;こもつてからであつた。權圖法を中心問題とする一秫古奔的な傾向が此處に現はれる。 
明るく鮮かで色彩大な「沐浴」は、恐らく其 Q 最も純化した代表作であらぅ。ペルラ 
ン氏の館の室々に障間％なく揭げられてゐる豐富なセザンヌ，のコレクションの中で、あの「沐浴」 
はとりわけ美しい。繪畫史 0 發端に於い 1 C ブッサンの傑作「アルカディアの收 1 を撳つ フラン 
スが、その最近3代表作家に於いて「沐浴」を所有することは興味深い。謹この「沐浴」は、. • 
云は^「アルカディアの收者」の現代化である。，そ *(D 十！- "J 典的傾向に於いて、セザン (W はプッサン 
への復歸を示すものと云へる。 




現在では全く聖者扱ひにされてゐるこの互匠の生涯を通じて、その勞作の對象の推移して行く 
有様を考察することは容易でない。ほんの小形の靜物にしても、しぼみ易い草花を嫌つて果物を 
多く描いてゐたと云ぶ話だけでも彼の畫作の態度は窺はれる。「規則正しい生活を屋外の寫生•に 
暮した」とか、「畫面の僅かな筒所の.色观 をと、 のへるために、綿密な觀察をルーブル^でしに行 
つた」とか、此の「聖者」の德を讃ぇる思ひ m 談は隨分多いが、かうした傷ましい程に眞執な努 
力を費した生•涯を通じて、彼の求めてゐたものは絕ぇず•動いて行つたやうである。然し今、これ 
を大ヤらばに取りまとめて誇へるならば、その主要な題目は、自然の形態の内に秘められてゐる 
純造形的な法則を、純粹に造形的な姿として表現することであつたと云.へやう。一個の畫面に統 
一されてゐる物體の「綜合的構成」を求め*物體の量を形作つてゐる「風の紙立て」を行ふのが 
彼の目論見であつた。か i る目的から彼は、物體の形態に視覺上の統一.點を求めたり、物體相5: 
の配列を統一的にしたり、半ば鳥瞰圖的な視點を持つ遠近法を利用したりしてゐる。あの何とも 
云へぬ美しい色調にも、極めて m 雜な役目が持たせてあることは斷るまでもない。「肉付けでは 
ない、色調の推移が大切なのだ」と云ふ彼の有名な言葉通りである。 

九％デン3?及び其の以後 
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フヲゾスの 近代蹵 

•然し、かうした構！一法と面の扱ひ方から、一種の新しい形式が物體の描法上に生じて來たこと 
はぶみ難い事實である。モデルを視つめながら、.其處に內藏されてゐる选形的な理法を求めてゐ 
る Rn に、面の感じが强められたり色諷が高められたりして行く。知らず<一種の柚象化がモデ 
ルに對じてほ t - こされて來る。セザンヌの表現形式に特有な、物の形を歪めたやうな感じが此處 
に生じて來る。が、これは勿論、はじめからの目論見ではない。知らず <生じて來た結果にす 
ぎない。鉋くまでも純粹な藝術的本能に從つて、物を見つめてゐる內に自ら體得された理法であ 
る。彼の®:驗から泌み出て來た有名な言葉——「自然は球體と M 錐體と圓筒體とで扱はれる…：… 
云々」——を敎義化し理論化して、物の形態を理智的に崩壤させてゐる立體派と、その始祖と仰 
がれてゐるセザンヌとの間には、その製作の態度に於いて根本的な相異がある。かつてはモネと 
シーーヤクとを區別させたものが、此處にセザンヌと立體派とを區別してゐるのである。 

■「余に缺けてゐるのは構成する能力である。：……此の - S 的を遂げないで余は死ぬかも知れない。 
:：!余に出來なかつたことは他の人が仕上るだらう。恐らく余は新時代の藝術にとつて、その搖 
籠時代に相當するものである」とセザンヌは云つてゐた。彼は或意味から完成者であつたと同時 
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に、また新しい時代の始祖となるべき人物であらう。生涯を通じて彼の努力は全く報ひられなか 
つた。彼自身の滿沿がなかつたことは止むを得な5•が、世間も終に彼を承認しなかつた。動章を 
•授けられたのも誤りからで参つた。サロンも彼を受けつけなかつた。畫を賣ることなどは元ょり 
望めなかつた。批評家は彼 . CD 作品を看て「未完成だ」と嘲つた。然しこの嘲笑は、遙かに深い意 
味に於いては正しいかも知れない。新たに呈出された問題であ P 、 その意味で未完成だつたから、 
世間が承認しなかつたのであらう。新しい時代を創造することは元ょり一通りの力では出來ない 
が、新しい時代の始まりつ、あることを I 眞の意味で-—洞察することも亦決して容易ではな 
い。批評家達が彼を理解し得なかつたことに何の不思議もない。然し、あれ程に世問と離れて隱 
者のやうに修業を積んでゐるうちに、何時かしらセザンヌは、美術史の步みを導く指揮背の位置 
に立つてゐた。かつてド.ラクロワやマネに捧げられたやうな榮#を表稱する紀念の畫が、また彼 
のためにも描かれる時が来たのである。 

南方フランスの明るい日光の下で、自然の姿を飽かず見つめながら孤獨の生涯を送〇-てゐた近 
‘代畫呢の二人の大立者は、云ふまでもなく セザンヌとファン •ホ ー 冰 (Vincent van Gogh 185311 

九セザゾヌ及び其の以後 ! 
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フラゾスの近代畫 

0090〕とであつた。彼等共に一時の.間は印象派の傾向に親しんでゐたが、南方の田舍に來て孤獨の 
生活をはじめてから、その榮ある、然し、惱みの多い使命を見出したのであつた。けれども、セ 
ザンヌは飽くまで南國人であり、ファン•ホーホは飽くまで北方人であつた。近代の美術史上に 
於いて、その歷史的位置のこの！一人程に似通つてゐたものも少ないが、此二人程 1 C 其傾向の異つ 
てゐるものもゐない。彼等は全く正反對の風格を帶びた»35:$描いてゐた。セザンヌの世界は、'>- 
ンと靜まりかへつてゐた。純粹に造形的な存在そのものを支配するエトスの世界であつた。ファ 
ン•ホーホの世界は、炎ぇるやぅに煮へくりかへつてゐた。それは自然の力を內から活かしてゐ 
るパトスの世界であつた。セザンヌの求めたものは造形的理法の最も；3;ハ體的な姿であつた。ファ 
ン•ホーホの憧れてゐたのは自然の奥から湧き上つて來る力であつた〇祜木の交叉する幹と枝と 
に「自然の®成」を觀察するのがセザンヌで*つた。火火熱に端いでゐる原野に立つて太陽の 偉力 
を譜美するのがファン•ボー私である。セザンヌが南方に起つた立體派の始祖と仰がれ、ファン. 
ホ I ホが北歐を風靡しつ i ある表現派の先覺者に祭られてゐるのは當然である0 然し 遺憾ながら、 
これ等の後繼者達ば、何れも其の開祖の.眞意を理解することが出來なかつた。表現派の中にファ 


# 
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ン •ホ ー ホの眞の後繼者が求め難いと同，様に、立體派の畫家達はあまりに甚しくセザンヌを誤解 
して-しまつ^。セザンヌの言葉に暗示されてゐる「他の作家」は未だ/ - IV ない。或はまた、多數の 
作家の手にょつて、彼の意圖が分擔されつ、完成して行くのかも知れない。 

II 

セザンヌと 時代を同じうし、 セザンヌと 共に現代の美術に深い關係を持つてゐる作家に、ゴー 
ガン (Paul Gauguin 1848 1SQ 3) がある。シャセリオと等しく異鄕 人の血を分けられた彼は、そ 
の趣味に於いて極端に異鄕情調を愛してゐた。印象派の畫家や象微派の詩人と交つてゐる問に、 
幸福な生活と家庭とを棄て、荆棘のやうな藝術的生涯に進み入る決心をたてた。ファン•ホーホ • 
との交りが悲劇的な結末に達した後に、一八九一年彼はタイティ鳥に渡り、土人 a 娘を妻として 
全く 土人その儘の生活をはじめた。有名な彼の著 「 KoalNoa 」 の中に此の極樂世界が描寫されて 
ゐる。其後一度、自作を賣つて金をこしらへるためにパリに歸つて来たが、唯だ觀衆の好奇心を 
滿足させたば，かりであつた。失意のうちに再び土人の問にもどつた彼は、悲慘な生活をつ >けて 

九セザゾヌ及び其の以後 
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フーフゾスの近代迸 

世を去つた。自殺の決心が慘ましい失敗に終つた後で製作を志した大作 (Que OT 0 S 30 T posw oti 
allons - llog ?3 は、恐らく彼の生涯を通ずる代表作であらぅ。 

「まるで寺院の古い繪ガラスのやぅだ」と云敉れたゴーガンの®風は全く裝飾的であつた。意識 
的に古拙な®味を愛する彼の裝飾畫は、染物のやぅ.な味ひを持つてゐた。形式化され裝飾化され 
た風景の中に、銅色の角ばつた肉體を貧ち粗い柄の布を身に着けた土人がなる。その土人の身の 
こなし方も古拙でぎごちない。色彩は單純で不徹明で、畫酣には少しの光澤もない。そこで全體 
が漉く落付いて來て、まるで布地に染出された模樣のやぅな效果を與へる。ゴーガンめ繪畫に直 
接洗禮を授けた先進者は、恐らくドゥガとシャヴンヌとであらう。肉體”の描法にはドゥガを思は 
せるところが多く、象微的で横畫風な效果を求めるところはシャヴンヌに近い。然し、もぅ少し 
* く彼の先驅者を求めるなら、ロマンテ"ック運動以來の異鄕趣味にまで溯ることが出來やぅ。ド 
ラクロワがアルジヱリアを愛したやぅに、ゴーガンはタイティを愛した。シャセリヲの女の「ギ 
リ、 V ャ.=イジド」的な印象深く M 惑的な®影が、土人化された儘ゴーガンの繪に殘つてゐること 
も認めねばなるまい。ロマンティックの淡い11??-光が現はれはじめた頃、レオポル • ローベルの描いた 


X4 崖 


ヵンパーーアの農设の風俗畫が1古典的なィダリアに題材を求めてゐるに拘らず I 旣に異鄕趣 
味 (/> 徴を示してゐた。それ以來、近東地方やアフリヵ. Q 風物は*家にとつての好みの題材であつ 
た。ロマンテ i ク期の作家達は異鄕土の色彩を愛した。かラした、異鄕情調を好む趣味の S - も徹 
底したる發源を、このゴーガンに見出すのである。 • 

ゴーガン以來土人の生活に親しみはじめた異鄕土趣味は、藝術上の形式主義と結び付いて、野 
巒人の彫刻を愛好する流行を趄した。現代フデンスの畫界に活動してゐる才人達の多くは、一 
度は此の種の流行にか•ぶれたものである。かつて印象派の勃興時代に日本の版畫が流行したやう « 
に、最近には、ネグロの木彫を愛好し模倣することが流行した。一時はボヱシ I 街の畫商の飾り 
窓に、まるで南洋からでも輪入したやうな、恐ろしく古拙な彫刻が渾山並んでゐたものである。 

當時の「立體」 とか 「面」 とか 云ふ稱類の問題を追求してゐた時代思潮が、未開人の彫物の素樸に 
して簡單な表現法に興味を感じたのである。あの不思議な流行を來たした最大の原因を、此處に 
求めることが出來やう。然しまた、畫界の傳統の行きつまつた時に何時でも生れて來る異鄕土趣 
味が、此處にその極端な發現を見出した ものと も考へられぬ ことは ない〇在來の表現形式から脫 

九セザンヌ及び其の以後 


145 


% 


フヲゾ K の 近代寰 

しやうとしてゐた ドイツ 表現派の作家達が、ドレスデンの人類學博物館に南洋土人の彫物を發 
見してから南洋旅行と云ふものが彼等の問に流行し はじめた のは、かう した 關係か らであら、 う。 
彼等 も亦、恐らくはゴー ガンの先例に從つたもので あらう。ベヒシタイン ( Pechstein 〕 やノルデ 
( Kolde ) は、か i る 意味から ゴ ー ガンの後繼者と H するこ.とが 出來 る。樣式上 か A 云へ ば、 彼等 
は唯だ其の先進者の藝術を 一&荒化したに過ぎないけれど。 

三 

ゴーガンの繪畫に表はれてゐるやうな、染物や氈を思はせる裝飾的效果を求める傾向は I セ 
ザンヌに源を發して立體的效果を求める流派と共に I フランス 現代の畫界に有力な存在 權を主 
張して來た。此派の代表作家はマティス . (Henri Matisse 10069 1 )である。一九 Oj ハ年以來、「野 m 
の群 」 (Les Fauves ) と云ふ渾名を與へられた新興畫家の一團に主領株となつてゐたマテ^ X - は、 
印象 •« 風の主觀主義を排して、もつと定規的な眞實さ を 求めやうとする此派の主張を代表してゐ 
た。卽ち、題材的興味から出來る丈離れた形式主義を標榜するのである。彼の求めたものは「完 
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全なる均整さと純碎さと靜けさとを持つ藝術」であ〇た。.か、る藝術の表現形式は、色調相互の 
必然的な關係に求めらるべきであつた。彼は一切の自然を、純粹に色彩として見やうとした。そ 
こで、色彩本位な、裝飾的效果の非常に®かな繪畫が生れて來た。傳來のフランス趣味を現代的 
に洗練したマティスの繪は、燒物の模様のやうに鮮かで而かも落付いてゐる。中間 W な色調 . 5:畫 
面から排除して原色本位に描きながら、色の面の重なつたり混ざつたりすることを避けるから、 
鮮かな色の面が相互に®]然と區切られて表はされる。一切の物體が、非常に單純な色彩の面に還 
元され形式化され.て、極めて美しい裝飾的效®を持つやうになる。マティスは、その初期の作品 
に於いて著しくマネの感化を示してゐるが"後になつてからはゴーガンの影®を多く受けた。勿 
論、樣々な時代と人物とから取り入れられる丈のものを取り入れやうとした彼である。その冴へ 
切つた技巧から生れた風格は、決してゴーガンのそれと似通つてはゐないけれど、マティスとゴ 
.1 ガンとを同一系統に人れて考へることも亦！^田ではなからう。 

マティスと 時代を 同じくする 作家の中で最も畫界に勢力を持つてゐるのは、恐らくドゥ-フン 
九セザンヌ.^び其の以後 
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フランスの近代盡 

( Ands>Deraill 1880— 〕 と ピカソ (Pablo picio Is oo l I ) と である。マティスの同窓で あつた F 

ゥランは、ブ ')> サンからセザンヌに到る構成主義の傳統を引く作家である。セザンヌは かつて、 彼 

の好む半ば鳥瞰 [i] めいた視點のの高い構圖法に從つて二枚の「カルタを遊ぶ人 」 (rs dsx jouei 

§ 

de cartes と Les quatre joueurs de cartes ) を描いたが、ドゥランの大作「聖晚餐」の如きは、當 
にセザンヌの後繼容としての彼を代表する作品であらう。然るにピカソは、如何なる系統に屬す 
る作家とも、今のところ斷定することが出來ない。スペイン系のユダヤ人である彼は、一九〇〇 
年にパリに來て、一九〇三年以来ずつと此處に居住してゐる。はじめは、スペイン的異鄕情調の 
極めて豐かな趣味に口彳トレク風の銳さを交へたやうな作品を描いてゐた。一九〇五年、オラン 
ダに旅行してからは、此地方の畫派からも幾分かの影響を受けたらしい。ところが、一九〇七年 
頃から、セザンヌの繪畫に感じネグロ人の彫刻から刺戟されて、所謂 r 立體的」な畫風を造り出 
した。そしてブラク (Georgs Braque 1882—)と共に此派の主領株になつて、しきりにあの圖型 
めいた抽象的な繪を描きはじめた。この種の試みは今もつて續けてゐるやうであるが、その傍、 
近頃になつてから、非常に古典主義風な繪を描いてゐる。先づ、アングル風の張り切つた肉付を 


14» 


I 曆强調したやうな肉體の女が出た。それから、描線の®いダヴィ，卜を思ひ出させる美事な諸作 
が製作された。 

多くの歴史家や批評家は、ピカソの藝術を立體派だけで代表させてゐるが、これは何うかと思 
ふ。セザンヌ以後の立體派に對して、モネ以後の彩點派と相似た運命が約束されてゐるものと假 
定するのは、餘りに懐疑的な考へ方かも知れない。然し、あの色調の非常に美しい、けれどもあ 
まりに抽象的な繪畫が、造形美術として何れ-丈發展の餘地を持つてゐるかは解らない〇從つてピ 
カソに對しても、特にその立體派的な作品ばかり5:重要視するのは何んなものであらうか？ま 
して、最近の製作になる古典主義的な傾的の繪に多くの優秀な作品が見出される以上、尙更のこ 
とである。異鄕の南國から來て歷史的傳統の最^豐富な大都會の畫界を相手に活動しつ V ある•彼 
は、兎も角も非常な才物で*^る。その冴ぇ返つた才にまかせて、次から次へ、様々な試みを展開 
させて行く手際は.仲々鮮かなものだ。かう云つた傾向は、現代畫界の空氣を 最もょく代表してゐ 
る現象であるに相異ない。然し、この才人に何れ丈の歷史的使命が課せられてゐるか？今は未 
だそれを決定すべき時機ではなからう。現代の作家達を歷史的に考察するためには、 彼等の 死と、 

九セザンヌ及び其の以後 
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7 ヲゾ K の近代盡 

其後の何十年かとを、氣長に待たなければならぬ。唯だ、ピカソに就いて何時でも思ひ出すのは、 
二人の外國人である彼とファン•ホーホとを列べて感じられるコントラストである。北方のオラ 
ンダから來て、自己の信念に生き、炎熱の野外に畫架をすぇながら、孤獨にして悲慘な生涯を終 
つたファン•ホ.1ホと、南國のスペインから出て、大都會の大都#らしい雰圍氣に浸りながら、 
才にまかせて畫界の人氣を集めて行くピカソと —— 此處には二人の人格の相異があると同時にノ 
また二人を養つた時代の相異もある。現代に住む吾々は T 現代」と云ふもの、眞の特質を知るょ 
しもないが*少くとも、ピカソの生涯に、現代畫界の特質の一面を認めることは許されるであら 
50 
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十手近な參考書に就いて 

本書の性質として、複雜な問題を單純に扱つたり•熟考を要する事柄を淺く觸れる丈で滿足し 
たりしなければならなかつた。この缺點を補ふ目的から、さしあたり心に浮んだ丈の、手近な參 
考書を擧げて置く。 


はじめに、木書の立場を辯護する目的から述べて置いた言葉を補ふものとしては、 
一、歷史學の一般的性質をその最も正しい意味で說いてゐるのは 

Eernhei 日 ， Eiuleitung in die ceschicht 3 M.ssenschaft (邦語法、「歷史とは fnf •そ铲 I ) 

である。 

十手近な參考書に就いて 




プヲゾスの近代进 ‘ 

二、「理解の學」としての歴史學に就い、、最も優れた意見を述べてゐるのがディルタイであるこ 
とは斷るまでもないが、その數多い論文の中で下の H 論が最も興味を惹く。 
w. Dilthey, ,<.0 
w. Dilthey, Der Au^au der gescMchschcn ^welt in der Geisteslssenschaften(schrifts<lll ••ン 
W. Dilthey, Entstehung der Hermeneutik fSchriften vo 
三、藝術意欲論に就いては、此派の開祖であり且つ、最も歷史家らしい立場を守つてゐるアロイ 
ス•リーグルの主著 

A • Riegl , Spatr 5 mische IC uns r Industrie 

の序論と結論•とに說かれてゐる——斷片的ではあるが、注意して論旨を迪れば非常に統一のあ 
る —— 意見に其の正しい學說が窺はれる。然し、語義の用法を異にしながら、此の學說を藝術 

學の考察に適用しやぅとしてゐるヲルリンガーの著述も參考すべきである。氏の主著は 

' 

W . Wornnge い FormproblemD-er Gotik : 

であるが、歷史學上の研究と見做すにしては根据が薄弱に過ぎる。 


印 


なほ、此派の立場から範圍の廣い歷咬的考察を、行った適例は 
Dvo .3 k , Gesc Er chte der itali&ischen w unst 2 Bde , 

であらぅ。 

藝術意欲論に就いて試みた著者自身の拙なき論述を、此處に褐げるの不遜が許され得るとすれ 
ば 

美術史に於ける價値評價の問題(「哲學」笫11;輯〕 . 

美術の M 史的評價に就いて(「中央美術」一!年九月號) 

イタリア美術の新しい解釋(「思想」！一:年四月誠) 

-： ■ - 

本論の部に就いて、全體としてそなへて置く Q に良いものは下の如くである。 

、總括的なハンドブックの中で可成り便利なものを先づ擧げる。然し、この種の書物が、元來 
あまり役に立つ性質のものでない ことは 勿論である。十九世紀以後を扱つ たものでは 
十手近な參考書に就いて . V 
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フランスの近代 is 

A. Michel, Histoire de lp*rt VIII. (XIX emQsis'le 3 vol.) 
Woermann, Allgemeine ICimstgeschichte VL (seit 1750 〕 
Ml ! IL 

Bene&te, La peinture an XIX §e si 6 cle 

Knapp, Die Kl-instlerisclle Kultur cles Abendlandes IIL 

Scheffler,die esouische Kunst 2 wde. 

フランス美術を總活的に扱ったものでは 
Hourtlcq, France de ral.t ン 
wibliotlleqlle de Venseiguement; des Beaux jArts 

二、辭書として便利なものは、斷るまでもなく*最も大規模な 
Thlemelpeklcer,wunstlerl!Lexikon 
を別として、手輕なのは 
Hourticq, Eacycop 6 die dus Beaux-Arts 2 31. 
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三、 複製を組織的に收錄したものでは 
Propyr aen - .K § st geschich te の中 ' e 

,, w las 81 zismus und Eomantismus 3 

,,wealismus und Impressloalsmlloli 
,> Die Kunst des 20 . J . h *、 

がぁる。每卷五百面程の鮮明な複製が集められてゐる • 

四、 個々の作家を扱つた叢書として最も良いのは 
Leccgrands artists 

Les mpltres dCDyart 
Maurecode Part modeHne 

五、 記錄を集めたもので手に人々易いのは 
wiblis-beque dionysloane • 

で、目下刊行されつ V ぁる。 

十手近な參考歡に就いて 
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7 ヲゾスの近代进 

六、 書簡集として、極く手輕く目を通せるのは 

ivullerbriefe iiberw— (H. r. g. 0-ermann Uhde-Bermays) 

Kunstlerbriefe as dem 1 9 • J . h . ( H . r . g . Else Cassirer ) 

七、 適當なハシドブックの皆無と云つて良い現代美術に就いて、比較的役に立つ のは 

waynal , Anthologie de la peintse en Franec . (de 1906 a nos jours } 

H • . 

泰 、 

特殊な硏究家の中で、最も有益な著述をしてゐる代表者としては、十九世紀前半期の硏究に於 
ける Lg'n 11033&^がぁり、十九世紀の後半期に就いては、作家達と親交のぁつた；1,に0^3 
Duret の著述に良いものがぁる。兩氏の主著は、 
wosenthal . La peintnre romantique 
Rosenthal , Duwomalltis 日 e auwealisme 
woserlthal , 1 • J . David 
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wosenthal, Th.oerlcauu 
Duret, LZ imprssionists 
Duret, wfanet 
Duret, ijalltl.ec 
Duret, Courbet. 

四 

近代美術の總括的 な 扱 ひ方を しながら、特徵の あるものと しては、 

Di 日 ier, Histoire de la {>euiture Iran wo 日 se pu XIX eme siecle 
Sch 日 idt, 1 >5 smst derQcgenwart 

を擧げる。前者は史料が非常に®富であるが、形式は渾沌としてあまりにまとまりが惡い。後者 
は藝術意欲論を原理として形式は統一してゐるが、史料の扱ひ方は粗雜である。面 ft い對象をな 
すものと云へやぅ。(獨佛 M 國の舉風の缺點と長所が明らかに解かる)。 

十 手近た參考 書 K : 就いて 


157 


フランスの近代谨 

なほ T 近代美術」を扱つてゐる獨怫の著述家の中に、世間では非常に有名になつてゐる*干の 
人達がある。然し、その行積に對して全然同感の出來ない私としては、此處に書名を擧げること 
を避けて置きたい。 

又美術疵評の中で、美術史的考察上多く引用されてゐるものと しては Hhor ( D > や Gautier の 書 
いたものがある。 
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